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あとがき







ＰＲＯＬＯＧＵＥ　始末屋と呼ばれた男







　その男は始末屋と呼ばれていた。




　その男に標的の始末を依い頼らいするには各国の首脳や情報機関および警察の上層部、財界人など一部の有力者のみが知る極ごく秘ひのルートを使わなくてはならなかった。

　その男を動かすためには莫ばく大だいな額の報ほう酬しゆうが必要だった。

　その男は全すべての仕事をひとりで行った。

　その男は強かった。テロリスト集団も国際麻ま薬やくカルテルも、軍事独裁国家を率いる将軍でさえもその男には敵かなわなかった。

　その男は誰だれも殺さなかった。男が負傷させた人間の数は六桁けたに迫せまっていた。だが、その男が誰かの命を奪うばったことはただの一度もなかった。この点に関して依い頼らい人にんが不満を口にすることはない。標的が一年以上入院してくれるのであれば充じゆう分ぶんに満足できたからだ。

　その男は始末屋と呼ばれていた。誰も殺さない人間を殺し屋とは呼べないからだ。

　その男が人を殺さないのには理由があった。

　その男は今、都心にそびえ立つ超ちよう高こう層そうマンションの最上階にいた。最上階のワンフロアをぶち抜ぬいた広い住居のリビングでソファに腰こし掛かけてテレビを見ていた。

　その男、常つね守もり聖しよう悟ごは待っていた。

　時刻は午前零れい時三十分前。

　あと三十分。

　あと三十分待てば、週に一度の至福の時間が訪おとずれる。




　はずだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ１　深夜の女め神がみはテンションが高い







　世界最強の始末屋である常つね守もり聖しよう悟ごはどこにでもいそうな青年だった。年ねん齢れいは二十歳はたちくらいで長身だが細身の体つきをしていた。黒い髪かみは短く切ってあった。

　だが、その目つきだけは異様なまでに鋭するどく、磨みがき抜かれた最高級の剃刀かみそりのようだった。

　そして今、聖悟の鋭えい利りな瞳ひとみは部屋の窓に向けられていた。

　深夜にもかかわらず光が差し込んでいたからだ。

　テレビの配置の関係上、このままでは画面がよく見えない。最悪の場合、自分の顔が映り込んでしまう恐おそれがあった。

　聖悟は窓のカーテンを閉めることにした。

　だだっ広いリビングを横切っていき、カーテンに手をかけた。

　窓の外には、眩まばゆい光を放ちながらゆっくりと空から降りてくる白いワンピースを着た少女の姿があった。年齢は十五歳さいくらいで肩かたまで伸のびた髪は薄うすい茶色だった。

「常守聖悟さん、わたしはこの世界を管理する女神です」

　空から降りてきた少女は厳おごそかにそう告げた。

　窓ガラスが防音仕様だったため、聖悟は相手がなんと言っているのかを読どく唇しん術じゆつで読み取った。

　聖悟は神と称しようする少女の言葉を素す直なおに受け入れた。

　一いつ般ぱん論ろんとして人間という生き物は光を放ちながら空からゆっくりと降りてこられるようには出来ていない。また、神と称する人物が人間には不可能なことをやって見せたならば、その人物は神であると考えてもさほど問題はないだろう。

　これらのことから、聖悟は空から降りてきたワンピースの少女は神であると判断した。

　それはそれとして聖悟にはなによりも重要な予定があった。

　だから光を遮さえぎるためにカーテンを閉めて踵きびすを返すと、テレビの前のソファに戻もどっていった。

　ベランダに閉め出された女神にとって不運だったのは窓ガラスが防音仕様だっただけでなく、防ぼう弾だん、防刃、耐たい熱ねつ、耐たい衝しよう撃げき、耐爆仕様の超ちよう強きよう化かガラスだったことだ。

　女神は窓ガラスを叩たたき、叫さけび、喚わめき、窓ガラスを殴なぐり、泣き、怒ど鳴なり、窓ガラスを蹴けり、凄すごみ、最後には窓ガラスに頭ず突つきをかました。

　それでも鉄てつ壁ぺきの窓ガラスはびくともせず、部屋の主あるじが中に入れてくれることもなかった。

　涙なみだをぬぐうと女神は作戦を変えることに決めた。

　こうなればプランＢしかない。すなわち、正面突とつ破ぱだ。

　常守聖悟の部屋にあるものは何から何まで最高級品である。

　玄げん関かんのインターフォンとて例外ではない。

　最高の応答速度と耐たい久きゆう性せいを兼かね備そなえたインターフォンは、女神による秒間十六連打のピンポンラッシュにも完かん璧ぺきに反応した。

　その結果、「ピンポーン」を一秒間に十六回重ねた音が聖悟の部屋に鳴なり響ひびいた。

　時刻は午前零時二十五分前である。

　居留守で凌しのげる時間帯ではなかった。

　少しの間女神が待っていると、ガチャリという音がして玄関の鍵かぎが開き、閉ざされていた扉とびらが開いた。

　プランＢは大成功だった。

「常守聖悟さん、わたしはこの世界を管理する女神です」

　玄関の扉を開けた聖悟に対して、女神は厳かにそう告げた。

「……まあ、入れ」

　正体がなんであれ、真夜中にインターフォンを十六連打するような奴やつを追い返すとろくなことにならないだろう。加えて、聖悟は二十五分後にはテレビの前のソファに座すわっていなければならないのだから（もちろん、部屋を明るくして画面から離はなれた状態で）それの邪じや魔まになりそうなものには早めに対処しておく必要があった。

「お邪魔しまーす……うわ！　広っ！　流石さすがは都心の高層マンションの最上階ワンフロアぶち抜き！　テニスコート入っちゃうんじゃないですかこれ！　テレビもすごい……ってこれ受注生産の最高級百型液えき晶しようテレビじゃないですか！　いいなー！」

　深夜の女神はテンションが高かった。意味もなく両手を広げてリビングを走り回り、部屋にある最高級の家具をぺたぺたと触さわっていた。

「それで、こんな時間になんの用なんだ？」

「なにを言っているんですか！　女神が降臨する理由なんてひとつしかないでしょ！　異世界転移ですよ！　異世界転移！」

　女神はどこからともなく取り出したクラッカーを鳴らした。広いリビングにぱーんという間ま抜ぬけな音が空むなしく響いた。

　聖悟はフローリングの床ゆかに転がったクラッカーの残ざん骸がいを醒さめた目で見ていた。

「テンション低くないですか！　異世界に行けるんですよ！」

　女神が叫んだ。

「お前が高すぎるんだ」

「ははーん、あれですか。あなたはネット小説を読よみ漁あさってたタイプですか。テンション高い女神とか見み飽あきたとか言いたいんですか。いやですねえ、最近の若者は。ちょっとネットで見ただけのことを実際に経験したかのように錯さつ覚かくしてしまうだなんて。インターネットというのは諸もろ刃はの剣つるぎですな」

　女神はやれやれと肩をすくめた。

「情報番組のコメンテーターだってもう少しマシなことを言うぞ」

　あまりにも浅い神の論評に聖悟はため息をついた。

「うぐっ……と、とにかく！　あなたには異世界に行ってもらいます！」

　聖悟の指し摘てきに割と動どう揺ようしたものの、女神は気を取り直して言った。

「なぜだ？」

　聖悟が聞いた。

「あなたがこの世界にいてはならない存在だからです」

「俺おれの仕事のせいか？」

「あなたの仕事も関係してるっちゃしてますね。どんな相手であろうとたったひとりで打ち負かす世界最強の始末屋さんですか……こういうのって報酬はやっぱりスイス銀行に振り込ませるんですか？」

「『スイス銀行』という名前の銀行はないぞ」

　聖悟は勘かん違ちがいしている女神に指摘してやった。

「え！　そうなの！」

「お前の言う『スイス銀行』と同じような秘密主義のプライベートバンクを使ってはいるがな」

「やっぱり超ちようＡエー級きゆうスナイパーさんじゃないですか」

「似たような仕事ではある」

「でも始末屋なんて呼ばれてるのにあなたは誰も殺さないんですよね……なんで殺さないんです？　『ヒャッハー！』ってやりたくなるでしょ？」

「バカなことを言うな。殺してしまったらシリアス展開になるだろうが。シリアスな空気なんてものは想像するのもおぞましい」

　善人であろうと悪人であろうと人間であることに変わりはない。また、人間というのは殺すと死人になる。そして、死人が出るとなんか重たい感じになってしまうのである。

　重く、暗く、張はり詰つめた空気。つまりはシリアスな雰ふん囲い気きだ。

『あの世界』をこよなく愛する聖悟にとってはなによりも忌いまわしい存在である。シリアス展開になることを防げるのであれば標的を殺さずに済ませることなど苦労のうちには入らなかった。

「汚お物ぶつを消毒するのって絶対楽しいと思うんですけどね……」

　世紀末への憧あこがれが割と強い女神は残念そうな顔をした。

「結局、俺がこの世界にいることのなにが問題なんだ？」

「いいでしょう。そろそろ本題に入るとしましょうか。問題はですね、あなたが『ヘミテオス』だってことですよ！」

　女神はビシッと聖悟を指さした。

「人を指さすんじゃない」

　聖悟の声には不快感がにじんでいた。

「これは失礼を……いや、おかしくないですか！　わたし神なんですけど！　あなたより偉えらいんですけど！」

　一度は納なつ得とくしかけた女神だったが、立場の違ちがいを思い出して反論した。

「『ヘミテオス』ってのはなんだ？」

「神の抗こう議ぎスルーなの……『ヘミテオス』っていうのはざっくり言えば神の血が流れている人間のことですよ」

「あの踝くるぶしを射い貫ぬかれて死んだ奴みたいにか」

　聖悟が思おもい浮うかべたのはギリシャ神話の英えい雄ゆうだった。

「そんな感じですね。現代でもごくまれにヘミテオスが生まれるんです。彼かれらは普ふ通つうの人間には持ち得ない強力な力を持っています」

「これとかか？」

　聖悟は右手に多弾数装そう填てんの大型自動拳けん銃じゆうを出現させると女神に向けてみせた。

　これは物心ついた頃ころからの聖悟の特技である。両りよう腕うでで抱かかえられる程度の大きさの物であれば、武器に限らずなんでも出現させることが出来た。出現させた物体がどこから来ているのかは聖悟にも分からなかったし、これは人間が持ち得ない能力だということもなんとなく分かってはいた。

　とはいえ、便利な能力である。聖悟は細かいことは気にせずにこの能力を活用していた。

「そう、それそれ！　なにもないところから武器を取り出すその能力ですよ！　それだけじゃなくて人間の限界を遙はるかに超こえたあなたの身体能力や反射速度なんかもそう……って銃じゆう口こう向けるのやめてくれませんか！　撃うちたくないものに銃じゆうを向けちゃいけないんですよ！」

「安心しろ。俺は撃ちたいものにしか銃を向けない」

　聖悟は銃を扱あつかう上でのルールをきちんと理解していた。

「神がマナーを説いているというのになんと不ふ遜そんな……さっきから思ってましたがわたしのことを軽く扱ってません？」

「今いま頃ごろ気づいたのか……」

　聖悟は本気で驚おどろいていた。

「いいでしょう！　自分がなにと対たい峙じしているのかを思い出させてあげましょう！　さあ！　その豆まめ鉄でつ砲ぽうでわたしを撃ちなさい！」

　女神は聖悟を挑ちよう発はつした。世界最強だなんだと祭り上げられるのは結構なことだが身みの程ほどはわきまえてもらわなければならない。深夜にクラッカーを鳴らして喜ぶしか能がない女だと思われては神の沽こ券けんに関かかわるのだ。

「そうか」

　聖悟は即そく座ざに引き金を引いた。その指の動きはミルクを舐なめる猫ねこの舌のように滑なめらかで、なんの躊躇ためらいもなかった。

「神の力を思い知らせてやりますよ！　わたしのターン！　防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開！」

　女神の前に幾き何か学がく模様が描えがかれた光の壁かべが出現した。現代科学でも再現不能。宗教関係者が見れば感かん涙るい必至。神によるガチの奇き蹟せきである。

「ふははは！　ちょっと人間離ばなれしているくらいで、神の防御障壁を抜けるわけが……あれ？　いやいや、うそでしょ……防御障壁追加！　……そんな！　三枚も抜いてまだ……障壁追加！　……いやいやいやいや、まだ止まらないとかありえないでしょ……たかが鉛なまり玉一発が……こうなれば！　女神の本気！　見せてやりますよおおおお！」

　女神は防御障壁を出せるだけ出した。

　だが、神の奇蹟は鉛玉一発で片かたっ端ぱしから蹂じゆう躙りんされていった。

　それでも女神は踏ふん張ばった。

　その結果、十枚目の防御障壁でどうにかこうにか銃じゆう弾だんを止めることに成功したのだった。

「……防御障壁九枚抜かれたんですけど……十枚目がなかったらわたし多分死んでたんですけど……」

　女神はぜえぜえと荒あらい息をしていた。その顔には崖がけっぷちまで追い詰められたことによる恐きよう怖ふが浮かんでいた。

「殺しはやらないと言っただろう」

　聖悟が右手に持つ拳銃からは薄く煙けむりが立ち上っていた。

「ははっ、いやだなあ……その言い方だと殺そうと思えば殺せたみたいに聞こえちゃいますよ……」
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「よくわかってるじゃないか」

「もうやだあああ！　なんでこんな人間がいるのおおおお！　早くこの世界から出てってよおおおお！」

　女神は泣き出した。本気を出した神が片手間の人間に負けることなど到とう底てい受け入れられなかった。

「追い出したいなら自分でやれ。俺は異世界に転移する方法なんて知らん」

「どんだけ偉そうにすれば気が済むの……ま、まあ、人間を超えた力を持ったあなたにこれ以上この世界で暴れられても困るんで、あなたにはあなたに見合った世界に行ってもらいますけど」

「俺に見合った世界か……」

　女神の言葉を聞いた聖悟は笑えみが広がるのを抑おさえきれなかった。

　自分に見合った世界。つまりは聖悟が望む世界だ。それは『あの世界』以外にありえない。

　他ほかの世界に行くことなど考えられようか。

「あ、なんか嬉うれしそう」

「まあな。それで、すぐに異世界に送るのか？」

「異世界に送るための手続きはあらかじめ済ませてあるので、あなたはあと三十分で強制的に異世界に送られます。わたしが来たのは事情を説明しておくためですね」

「あと三十分か」

　聖悟は腕うで時ど計けいに目を落とした。時計の秒針は止まっていた。この腕時計は売れば家が建つ値段がついている。故障などあり得ない代しろ物ものである。

　聖悟は訝いぶかしげに女神を見た。

「ああ、わたしが時間を止めておいたんです。高層マンションの最上階とはいえ、空から降りてくるわたしの姿を誰かに見られないとも限らないですし。もしも写真とか撮とられてＳＮＳにアップされたりすると大変なので」

「そうか。最後にやっておきたいことがある。元に戻すぞ」

「は？」

　女神はキョトンとしていた。

　聖悟は指を鳴らした。

　もう一度腕時計を確かく認にんすると秒針は元通りに動き出した。

　聖悟が力を使ったおかげで止まっていた時間は動き出したのだが、女神の方はあんぐりと口を開けたままの状態で止まっていた。

「時間の流れは元に戻したはずなんだが……」

　聖悟は不思議そうに女神を見ていた。

「……うそ……でしょ……いくらヘミテオスとはいえ……人間が……時間干かん渉しよう能力を……わたしだって使えるようになったのつい最近なのに……」

　女神は魚のように口をぱくぱくとさせていた。

「俺もこれに関しては限定的にしか使えない。あまり気にするな」

　聖悟に出来るのは自分以外の時の流れを速くすること（最大で四倍速程度）と遅おそくすること（こちらは最大で十分の一倍速程度）、そして時間を止めること（最大でおよそ五分間）である。今回は時の流れを速くすることで女神の時間停止の術を破ったのだった。

　ちなみに聖悟が持つ時の加速、減速、停止の能力はどれも使えば使うほど少しずつ強力になっているのだが、細かいことなので伏ふせておくことにした。

「いや、これ……気にするとかしないとかって問題じゃ……」

「……そろそろ始まるな」

　聖悟が腕時計を見ると、開始まであと三分だった。

　ショックから立ち直れずにいる女神は放っておいて、聖悟はテレビの前のソファに陣じん取どった。

　テレビを見ると、ちょうど前番組である深夜のニュースが終わったところだった。

「神の術を破ってなにをやるのかと思えば……」

　女神はいつの間にか聖悟の隣となりに腰掛けていた。

「なんだ？　お前も見るのか？」

　テレビでは次の番組が始まるまでの間、通つう販はんのＣＭをやっていた。

「わたしはこう見えても毎クール全作品を三話まではチェックしているのですよ」

　女神はにやりと笑った。

「神ってのは案外ヒマなんだな」

「ふふっ、上等ですよ……神に対する口の利きき方かたってものを教えてや――」

「始まるぞ。黙だまれ」

「アッハイ」

　聖悟の言葉には異様なまでの迫はく力りよくがあった。

　この男に黙れと言われたのでは黙るほかない。

　女神は素直に前を向いてテレビを見た。

　時計の針が午前零時を指した。

　聖悟はリラックスしつつも深く集中した状態でそのときを迎むかえた。

　かわいらしいタイトルロゴが表示され、軽快なオープニングテーマとともに映像が流れ始めた。

　これこそが世界最強の始末屋であり、神の血を引くヘミテオス（本人がそれを知ったのはついさっきだが）である常守聖悟がこよなく愛するもの。

　日常系アニメである。







ＥＰＩＳＯＤＥ２　最強野や郎ろうは日常系がお好き







　そのアニメはパンダの飼育員を夢見る離り島とう育ちの女の子が高校進学のためにひとりで島を離れて上京し、入居した小さなアパートで同年代の女の子達たちと楽しい毎日を過ごすというストーリーだった。

　今放送されているのは第三話である。前回の予告で携けい帯たい電話を持っていない主人公の女の子がアパートのみんなと一いつ緒しよにスマホを買いに行くという内容であることが語られていた。

「あー、なるほど。そういうことだったわけですか……」

　日常系アニメを見る聖しよう悟ごを隣で観察していた女神がつぶやいた。

　始末屋などと呼ばれているこの男が誰も殺さないのが女神には不思議でならなかった。

　圧あつ倒とう的てきな力を持つヘミテオスである聖悟からすれば、相手を殺さずに済ませる方が難しい場面も多かったはずだ。

　にもかかわらず、この男は絶対に誰も死なせなかった。

　本人に会ってみても、尋じん常じようではない目つきといい、その性格（神である自分を深夜のベランダに閉め出した）といい、とてもじゃないが博愛主義者とは思えなかった。

　だが、女神の疑問は氷解した。

　つまり、真相はこうだ。

　常つね守もり聖悟はゆるくて優やさしい世界が描かれる日常系アニメが大好きである。

　それ故ゆえに、ゆるくもなければ優しくもないシリアスな展開が大だい嫌きらいなのだ。

　これこそが始末屋が誰も殺さない理由だった。

　その証しよう拠こに日常系アニメを見ている世界最強の男は本当に楽しそうだった。

「日常系アニメを見るのは楽しいんでしょうけど、あなたがその剃刀みたいに鋭い目つきのままでニチャアって笑っているとものすごく気持ち悪いですね」

　日常系アニメを心の底から楽しんでいる聖悟は自然と笑え顔がおになっていた。

　だが、その目つきはどうしようもないほどに鋭いままだった。

　その結果、聖悟の顔は異様としか言いようのない状態になっていた。

「幸せの絶頂にいるときに笑顔になるのは当然だろう」

　すでにこころがぴょんぴょんしている聖悟は女神がドン引きしていることなど気にもとめなかった。

「毎週幸せの絶頂がやってくるわけですか……幸福な人生ですね……」

「全くだ」

　幸せに包まれている聖悟にはちょっとやそっとの皮肉など一いつ切さい通用しなかった。

「まあ、なにに幸せを見いだそうがあなたの勝手ですけどね……それにしても……うーむ……」

　最高に気持ち悪い笑みを浮かべた最強の男からテレビに目を戻した女神は、腕うでを組んで唸うなった。

「なにか言いたそうだな」

　幸せいっぱいで画面を見ながら聖悟が言った。

「わたし、日常系ってどうも苦手なんですよ」

「ほう」

　言葉は返したものの聖悟は一切画面から目を離さなかった。

「あなたはこういうのがお好みなのはもう気持ち悪いくらいに伝わってくるんですけど、わたしはどうにも退たい屈くつに感じるんですよねえ」

「日常系の良さが分からないとは……お前、生きていて恥はずかしくないのか？」

　聖悟はあきれかえった。

「おやおや。三度の飯よりレスバトルを愛するこのわたしを煽あおるだなんて。これほどのお馬ば鹿かさんは初めてですよ」

　女神は隣に座る身の程ほど知しらずにやれやれと肩をすくめた。

「良い趣しゆ味みじゃないか。日常系の良さも分からない愚おろか者ものにはぴったりだ」

　聖悟もまた煽り態勢に入った。

「ほほう、そこまで言うのならば聞かせてもらおうじゃないですか。日常系の良さってやつをね！」

　女神は聖悟に向き直った。

「いいだろう。日常系無しでは生きられない体にしてやる」

　剃刀のように鋭い聖悟の目がきらりと光った。

　テレビの前で醜みにくい争いが始まったことなど露つゆ知らず、画面の向こうでは主人公の女の子が泣きそうな顔をしてスマホを持っていないことをアパートで出来た友達に告白していた。

「では、早さつ速そく行きましょうか。日常系というのはなにも起きないのがつらいんですよ！　女子高生がスマホ持ってないからなんだっていうんです！　そんなことどうでもいいじゃないですか！」

　初手から相手の急所を突つくのが女神のスタイルだった。

「同年代の女の子がいない離島で育ったせいで、あの子は都会の女子高生というものに軽い恐きよう怖ふ心しんを抱いだいていた。引っ込み思案な性格もあって、初めは他の子達ともまともに話せなかった」

　女神とは対照的に聖悟の口調は穏おだやかだった。

「……そういえばそうでしたね」

　一応は一話、二話を見ていた女神は内容を思い出しながら言った。

「だが、そんなあの子を他の子達は優しく受け入れた。特にあの子の隣の部屋に入居している明るい性格の子は、あの子がアパートに迷い込んできた子こ猫ねこの飼い主を探すときに見せた動物と話が出来るという特技を褒ほめてくれた。そうしてあの子に初めて同年代の女の子の友達が出来たんだ」

　子猫を飼い主のもとへ送り届けた後、自分には動物の友達しかいないと自じ虐ぎやく気味に語る主人公の女の子に対して、隣の部屋の子はキョトンとした顔で私たちはもう友達でしょと言った。それを聞いた主人公の顔は驚きから喜びへと変わっていったのだった。

「そこまでが第一話でしたね」

「あの子には友達が出来た。そして、あの子は思ったんだ。初めて出来た友達のことをもっと知りたい。もっとお話ししてみたい、とな。そんなとき、初めて出来た友達からスマホを持っているのかと聞かれた。スマホがあれば友達とコミュニケーションをとる機会が増える。それは素す晴ばらしいことだ。でも自分はスマホを持っていない。だからあの子は悲しい顔をしている。これはあの子に友達が出来たが故に生まれた悲しみだ。離島にいた頃だったら、スマホを持っていないことで悲しんだりはしなかっただろう」

　聖悟は女神に言い聞かせた。

「それは……そうでしょうね」

　女神も聖悟の言い分を否定することは出来なかった。

　改めてテレビを見ると、画面の向こうでは主人公がスマホを持っていないことを知った隣の部屋の子が、みんなで主人公のスマホを買いに行こうと言っていた。

「そして、新しく出来た友達のことをもっと知りたいと思っているのは主人公だけじゃない。他の女の子達も同じだ。あの子達もまた、迷子の子猫のために一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていた優しい女の子ともっと仲良くなりたいと思っている」

「まあ、一緒にスマホ買いに行こうって言ってますからね」

　あの子達が距きよ離りを縮めようとしていることは女神にも理解できた。

「互たがいの優しさに触ふれ合あい、友情が芽生える。奇き跡せきのような出来事だと思わないか？」

　聖悟の声は喜びに満ちていた。

「うーん、奇跡って言うのは大げさな気がしますけど……主人公に友達が出来たことで変化が生まれたっていうのは、確かにそうかもしれませんね……」

　女神は考え込んでいた。負けを認めたわけではないが、ここまでの聖悟の言い分には確かな説得力があった。

　女神は改めてテレビを見た。

　画面の中の女の子達はみんなでショッピングモールに来ていた。

　人ひと混ごみに慣れていない主人公の女の子はみんなとはぐれてしまった。

　アパートの女の子達は手分けして主人公を捜さがすことにした。

　そして、迷子の主人公を見つけたのは、まだあまり打ち解けていない上の階に住む女の子だった。

　二人はケータイショップで他の子達と合流することにした。

「おおっと、空気が重いですな。上の階に住んでるこの子は主人公の下の階に住んでる女の子が好きなんですよね。だけど、その気持ちを素直に伝えられずにいる。ところが、主人公は下の階の女の子に気に入られていて、かわいがられてる。だから主人公に嫉しつ妬としてるんですよね」

「よく見ているじゃないか」

　聖悟は素直に感心していた。

「わたし、ドロドロギスギスした話って大好きなんですよ。修しゆ羅ら場ばとか刃にん傷じよう沙ざ汰たとかもう最高ですね」

　自分好みの展開がやってきたことで女神は勢いを取り戻し始めた。

「まあ、ギリシャあたりじゃ神も色々やってるしな」

「この子達も刺さしたり斬きったりしませんかねえ」

　女神は目を輝かがやかせていた。

「お前は今までなにを見てきたんだ？　この子達はそんな風になったりしない」

　聖悟はきっぱりと言った。

「えー、そんなのわかんないじゃないですか。見た目がかわいい女の子でも人間なんて一皮むけばケダモノですよ」

　女神は不満そうに口をとがらせた。

「あの子達の心の奥おく底そこにあるのは他者への共感、他人を思いやる心、そして優しさだ」

「異議あり！　上の階の女の子は明らかに主人公に嫉妬しています！　心の奥底に優しさがあるというのならば、これはムジュンではないでしょうか！」

　女神はビシッと聖悟を指さして矛む盾じゆんを突きつけた。

　アニメだけでなくゲームにもばっちり手を出している女神にとって矛盾を突きつけるというのはあこがれのシチュエーションだった。

　しかし、矛盾を突きつけられたはずの聖悟は全く動じなかった。

「あの子達の心は深い海のようなものだ。表面が荒あれることはあっても深いところはいつも穏やかなんだ。ときには相手に嫉妬することだってあるし、喧けん嘩かをすることだってあるだろう。だが、あの子達の心の奥底にある優しさは決して揺ゆるがない」

　画面では、上の階の女の子が履はき慣なれない靴くつを履いてきたために靴くつ擦ずれを起こしてしまっていた。主人公は上の階の女の子を気き遣づかったが、女の子はそれをはねのけて再び歩き始めた。

　それを見た主人公は無理して歩こうとする女の子を叱しかった。

「今回は結構派手に海が荒れてるんじゃないですか？」

　女神は勝かち誇ほこった笑みを浮かべて聖悟を見た。

「荒れているのは海面だけだ」

　聖悟は淡たん々たんとそう言った。

　女の子は気弱なはずの主人公が怒おこったことにびっくりしていた。

　主人公は、迷子になった自分を捜して歩き回ってくれた人が痛い思いをするのは耐たえられないと言い、女の子の手当てをした。

　女の子は気遣ってくれる主人公を見て、さっきの自分の言動を詫わびた。

　それに対して主人公は自分が迷子になったのが悪いのだから謝あやまるのは自分の方だと言い、女の子の方は履き慣れない靴を履いてきた自分こそが悪いのだと反論した。

　ふたりは互いに自分こそが謝るべきなのだと言い合った。

　しばらくして、ふたりは自分たちがやっていることのバカバカしさに気づき、顔を見合わせて笑い合った。

「確かに上の階の女の子は主人公に嫉妬していた。だが、主人公が迷子になったとなれば本気で心配して靴擦れを起こすまで捜し回った。確かに主人公は女の子を叱った。だが、それは彼かの女じよが自分の言うことを聞かなかったからじゃない。自分のために歩き回ってくれた女の子が痛い思いをしていることに耐えられなかったからだ。あの子達は心の底から互いを思いやっているんだ」

「……わたしが好きなやつとはちょっと違いますけど……こういうのもそんなに悪くないですね」

　女神は少しだけ温かな目をして、仲直りした女の子達を見守っていた。

　ふたりはケータイショップで待っていた他の子達と落ち合い、みんなで主人公のスマホを選んだ。

　悩なやんだ末に主人公が買ったのは上の階の女の子とお揃そろいのスマホだった。

　そしてみんなでアパートに帰っていったのだった。

「それにお互いを思いやっているのはあの二人だけじゃない。他の子達も一緒だ。みんなが互いの幸せを願い、思いやりを持って相手に接し、相手に共感することで優しさと愛情に満ちた日々を過ごしている。そして、なにもそれはあの世界に限った話じゃない。日常系と呼ばれるもの全すべてに共通していることなんだ。だからこそ、日常系の世界は美しく、温かく、尊いんだ」

　少しだけ寂さびしさを感じさせるエンディングテーマが流れ始めた。

　聖悟はあの素晴らしい世界にまた少しだけ触れられたことに感謝していた。

　自分の中にはないもので満たされた、あの特別な日常の世界に触れられたことに。

「わたしにはそこまで大層なものには見えませんけど……まあ、ワンクールくらいなら付き合ってあげてもいいですかね……おっと！　わたしは負けを認めたわけじゃないですよ！　アニメというのは最終話まで見ないと評価できないのですよ！」

「そうか」

　聖悟は優しく微笑ほほえんでいた。

　次回予告が終わった。次はみんなでお弁当を作る話になるようだ。

「さて、もうすぐ時間ですね。心残りはありませんか？」

　改めて女め神がみが聞いてきた。

「この続きを見られないことくらいだな」

　聖悟はちらりとテレビに目を向けた。また通販のＣＭをやっていた。

「それはどうしようもないですね。異世界転移は延期出来ませんし。まあ、わたしが代わりに見ておいてあげますよ」

　女神は感謝しろと言わんばかりの態度だった。

「それに何の意味があるんだ……」

　聖悟は呆あきれていた。

「だが、もうテレビで見る必要もないか。俺は日常の世界の住人になるんだからな」

　聖悟は自分に見合った世界に行けることの素晴らしさを噛かみしめた。

　仕事の報ほう酬しゆうとして様々なものを受け取ってきた聖悟だったが、あの子達がいる優しい世界に行けること以上に素晴らしいことなどないと断言できた。

　しかし、聖悟はあの子達と触れ合いたいなどと思ってはいない。むしろそれはなんとしても避さけなければならないことだった。

　住む世界が変わったところで聖悟自身が変わるわけではない。聖悟はあの優しい心を持った子達とは違う種類の人間だ。あの子達と関わることなど絶対に許されないのだ。

　あの子達と同じ世界でただ時を過ごすこと。

　それだけが聖悟の望みだった。

「……日常の世界？　あの、なに言ってるんですか？」

　女神は不思議そうな顔をしていた。

「お前こそなにを言っているんだ？　俺はこれから自分に見合った世界に行くんだろう？」

　聖悟は問い返した。

「確かにそうなんですけど……なんか勘違いしてません？」

「……勘違い？」

　聖悟は嫌いやな予感がした。

「ええと、あなたに見合った世界に送るとは言いましたが、日常系アニメの世界に送るとは言ってませんよ」

　ニチジョウケイアニメノセカイニオクルトハイッテマセンヨ。

　聖悟の頭は女神の発言の意味を理解することを拒きよ否ひしようとした。しかし、それは無理だった。

「……俺は日常系の世界に行けないのか？」

　世界最強の男の体中を冷ひや汗あせが伝う。鉛でも流し込まれたかのように聖悟の胃が重くなった。大量破は壊かい兵器を保有するテロリストをもあっさりと倒たおしてしまう始末屋はガタガタと震ふるえていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　行き先はヘミテオスであるあなたの絶大な力に見合った、戦乱渦うず巻まく剣けんと魔ま法ほうの異世界ですから！」

　聖悟を安心させるかのように女神はぐっと親指を立てた。

「その親指をへし折られたくなかったら今すぐ転移を中止しろ！」

「異世界転移って事前予約制でキャンセル不可なんで……」

　女神は立てた親指を慌あわてて引っ込めた。

　聖悟は絶句した。

　それからすぐに聖悟の体が重くなった。今度は恐怖や不安によるものではない。

　とうとう始まってしまったのだ。

　体全体がどんどん重くなっていき、聖悟はもう立っていられなくなった。

　聖悟は自分が倒れるのを感じた。だが、いつまで経たっても聖悟の体が床ゆかにぶつかることはなかった。

　どこまでも落ちていくなかで、聖悟は女神の声を聞いた。

「ええと、お詫びの印にこれだけは言っておきます……てへぺろ」

　これほどまでに誰だれかを殴なぐりたくなったのは初めてだったが、聖悟の視界はブラックアウトしてしまった。

　こうして、常守聖悟は旅立った。

　彼が夢見たゆるい日常系の世界ではなく、ファンタジー系の異世界に向かって。







ＥＰＩＳＯＤＥ３　来ちゃった







　常つね守もり聖しよう悟ごは目を開けた。

　彼は今、広い草原に立っていた。

　空は雲ひとつない晴天で、ときおり吹ふく心ここ地ちよい風が聖悟の頬ほおを撫なでていた。

　軽く体を動かしてみても、特に変化は感じられなかった。

　今の聖悟はカジュアルだが機能性の高いパンツにシャツ、そしてジャケットを身につけていた。靴は動きやすいブーツだった。

　要するに普ふ段だん着ぎである。

　とりあえず身体に異常はない。この点はいいことだと聖悟は自分に言い聞かせた。

　そして、聖悟にとって何よりも素晴らしいことは、もう二度と会うことはないと思っていたあの女神が目の前にいることだった。

「…………」

「…………」

　ふたりはなにも言わずに互いを見ていた。

　聖悟には言いたいことがたくさんあった。聞きたいことも山ほどあった。

　だが、それらは全て後回しにした。

　聖悟にはなによりも先にやらねばならないことがある。

　それはもちろん、この女神の顔面にアイアンクローを極きめてやることだ。

「ちょっと待って！　待って！　待ってええええ！　微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも一いつ片ぺんの躊躇ためらいもなくアイアンクロー極めてくるのやめてええええええ！」

　ふたりの他には誰もいない草原に頭を掴つかみ上あげられた女神の悲鳴が轟とどろいた。

「よくも転移させてくれたな。覚かく悟ごしろ」

　片手で掴み上げた女神の頭をぎりぎりと締しめ上げながら聖悟が言った。

「ひとつだけ！　ひとつだけ言いたいことがあるの！　だから放してえええええ！」

　女神は必死になってタップした。

「……手短にな」

　だいぶ迷ったものの、聖悟は手を放してやることにした。

　解放された女神は地面を踏みしめられることの素晴らしさを噛み締めながら荒い息を吐はいた。何回か深呼吸して落ち着くと、女神は上うわ目め遣づかいに聖悟を見た。

「……来ちゃった」

　女神は照れくさそうに笑った。

「そうか」

　聖悟はアイアンクローを再開した。

「なんで！　なんで！　なんでええええ！　付き合い始めたばっかの超ちようかわいい彼女が唐とう突とつに会いたくなって思い切って連れん絡らく無しで部屋にやってきちゃった感ドバドバ出てたでしょ！　男の子なら誰でもテンション上がるシチュエーションでしょ！　笑って許しちゃう場面でしょ！　なのになんでまたアイアンクローなのおおおおお！」

「安心しろ。テンションは上がった。俺おれはさっきよりもお前の頭を握にぎりつぶしたいという思いが強くなった」

　一回目のアイアンクローに込められていた苛いら立だちも相当なものだったが、不ふ愉ゆ快かいなものを見せられた後ということもあり、聖悟の二回目のアイアンクローには一回目とは比べものにならないほどの苛立ちが込められていた。

「そんな方向にテンション上げないでええええ！」

　女神の悲鳴は絶ぜつ叫きように変わっていった。




　アイアンクローを三分ほど続けていた聖悟だったが、流石さすがの女神もぐったりしてきたので仕方なく手を放してやることにした。

「それで、お前は一体なにをしに来たんだ？」

　聖悟が尋たずねた。

「あー、まだなんか締め付けられてる感じがする……えっとですね、あなたを異世界に送ったところまではよかったんですが、その後でちょっと問題が発生しまして。ざっくり言うとですね、あなたの力はちょっと異常なんですよ。神の血が流れているヘミテオスとはいえ本来であれば時間干渉なんて出来ませんし、ましてや本物の神の防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを障子紙のようにぶち抜ぬくなんて無理なんです」

　解放された女神は頭の骨格が歪ゆがんでいないことを触さわって確かめながら言った。

「そのこととお前がわざわざ異世界までアイアンクローを極められに来たことになんの関係があるんだ？」

　聖悟には因果関係が理解できなかった。

「わたしはアイアンクローを極められに来たんじゃないの！　上の方からあなたを監かん視しするように言われて来たの！」

　女神は地じ団だん駄だを踏んで抗こう議ぎした。

「よりにもよってこんなのを監視によこすとは……」

　聖悟は思った。

　今の世の中はどこも労働力不足で大変らしいが、流石にコレよりもマシな神じん材ざいがいないなどということはあるまい。

　となれば、これは所謂いわゆる神の試練というやつか。地じ獄ごくの鬼おには河原で延々と石を積ませるらしいが、今の聖悟からすればエンドレスの石積みなど一風変わった川でのレジャーとしか思えなかった。

「おやおや、舐なめられたものですね。『タフネゴシエーター』の異名を取るこのわたしをこんなの呼ばわりとは……」

　女神は大げさに肩かたをすくめた。

「お前に交こう渉しようが出来るとは思えないが」

　聖悟は疑わしげに女神を見た。

　なにせ仕事が仕事なので聖悟も交渉には一家言ある。客観的に見ても聖悟はかなり多くの交渉を成功させてきた人物と言えるだろう。

　そのやり方はこうだ。

　ステップ①　相手に銃じゆうを突きつける。（出来るだけ質量の大きい弾だん丸がんが銃じゆう口こうから飛び出すものを使うのがポイント）

　ステップ②　銃で撃うたれるのと降こう伏ふくするのとどちらがいいかを相手に選ばせる。（コツは引金を引きたくてたまらないのを必死でこらえているかのように振ふる舞まうこと）

　この交こう渉しよう術じゆつの成功率は現在に至るまで百パーセントを誇っていた。初めのうちは降伏を拒こばんでいた相手も、高速で飛来する金属の塊かたまりというものが自分の健康に対してどれほどの悪あく影えい響きようを及およぼすのかを目まの当あたりにすると柔じゆう軟なんに意見を変えたからだ。

「戦乱渦巻く剣けんと魔法の異世界に赴おもむくにあたって、わたしは神の秘宝を持ち込む許可を勝ち取ったのですよ。タフな交渉の末にね」

　女神のドヤ顔は教科書にも載のせられそうなくらい模も範はん的てきだった。

「ほう。一体なにを持ってきたんだ？」

　聖悟は、この女神が家の土台にも使えそうなくらい強固な自信を持っている理由に興味が湧わいていた。

「これですよ」

　女神が右手をかざすとまばゆい光とともに銀色のタブレットが現れた。

「これこそが秘宝！　その名も『神パッド』！」

　女神は銀色のタブレットを高々と掲かかげた。タブレットは本来であればメーカーのロゴがあるはずの場所にガムテープが貼はってあり、上からマジックで『神』と書かれていた。

「小学生だってもっとマシな細工をするぞ」

　常じよう軌きを逸いつした雑さに聖悟は唖あ然ぜんとしていた。

「異世界でも地図が見られる。そう、神パッドならね」

　あきれ返っている聖悟を尻しり目めに、女神はこれ見よがしにタブレットをタップしたりスワイプしたりしていた。

「あのメーカーはそのフレーズを使ったことがないらしいが……確かに地図は見られるな」

　ノリノリの女神を諌いさめながらも、聖悟はタブレットの画面を覗のぞき込んだ。意外にもその画面にはちゃんとした地図が映し出されていた。

　名前を口にするのがはばかられる代しろ物ものだが品質は確かなようだった。ただし、地図には聖悟が元いた世界には存在しない場所が描えがかれていた。

「近くに村があるようだな」

「シャンカラ村ですね」

　地図によると今いる草原に面した街かい道どうをたどっていけばシャンカラ村にたどり着くようだった。







[image: ]







「なかなかいいものを持ってきたじゃないか」

　聖悟も認めないわけにはいかなかった。

「伊だ達てに『タフネゴシエーター』と呼ばれてはいませんよ」

　女神はにやりと笑った。

「ところで、どんな風に交渉したんだ？」

「相手が折れるまで自分の主張を曲げない。それだけですよ」

「まあ、基本だな」

　聖悟の交渉術も相手が折れるまで銃じゆう弾だんをぶち込み続けるのが鉄則なので女神の信条には共感できた。

「とはいえ今回はなかなかハードでしたね。普ふ段だんであればわたしが十分も粘ねばれば相手が折れるのですが持ち込むのが神パッドとなるとね……」

　女神はタフな交渉を懐なつかしんでいた。

「苦労したようだな」

「なあに、最終的にはどんな相手も折れますよ。このわたしが転げ回りながらギャン泣きすればね」

　女神は肩に掛かかった茶色の髪かみを手で払はらった。

「…………いつもそのやり方なのか？」

「このやり方を続けるうちに誰もがわたしをタフネゴシエーターと呼ぶようになりましたよ」

　呼ぶ方からすればこのあだ名のニュアンスは『タフネゴシエーター（笑）』という感じである。だが、呼ばれる方の女神からすれば後ろについた括かつ弧こ付きの笑いなど負け犬の遠とお吠ぼえに過ぎなかった。

　そして、この女神は負けた犬の吠ほえ声ごえに心地よさを感じるタイプだった。

　そういうわけで、女神は『タフネゴシエーター』というあだ名に誇りを持っていた。

「今回は十分以上やったのか」

「十五分というのは最長記録でしたね」

「お前はとことん最悪だ」

　オモチャ売り場で駄だ々だをこねる子供だって五分以上粘ったりはしないものである。にもかかわらず、この女神には十五分粘ってもまだ余よ裕ゆうがあるようだった。

　聖悟は心底呆れていた。

「目的のためなら手段を選ばない。それこそがタフネゴシエーターの証あかしですよ」

　女神は冷ややかな視線などものともせずに得意気な顔で笑っていた。

「……とりあえずシャンカラ村に行ってみるか」

　タフネゴシエーターとの交渉に臨のぞむ羽目になった連中を哀あわれんでいた聖悟だったが、気を取り直して動き始めることにしたのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ４　ＷＥＬＣＯＭＥ　ＴＯ　ようこそ異世界







　聖しよう悟ごと女神は神パッドで地図を見ながら道なりに進んでいった。

　道は舗ほ装そうされていなかったものの、人の往来で自然に踏ふみ固かためられたようで歩きにくくはなかった。聖悟と女神はのどかな田舎いなか道みちを並んで歩くふたり連れのように見えたが、それぞれのテンションには天地よりも大きな隔へだたりがあった。

「うっはー！　流石ファンタジー系の異世界ですねえ！　見てくださいよあの鳥！　体長五メートルくらいありますよ！　焼き鳥いっぱい作れそうですね！」

　女神の方はテンションが高かった。元の世界では考えられないほど大きな鳥が晴はれ渡わたった青い空を優ゆう雅がに舞う姿にはしゃいでいた。もちろん、カメラに怪かい鳥ちようが収るようにして神パッドで自撮りするのも忘れなかった。

「おっと！　こっちには深夜帯の魔法少女アニメで邪じや悪あくなマスコットやってそうな小動物がいますよ！　一匹ぴき捕つかまえてペットにしちゃいましょうか！」

　女神のテンションはストップ高である。今度は道ばたの草むらから飛び出してきたフェレットのような白い小動物に神パッドを向けてしきりに画面をスワイプし始めた。

　奇き矯きような神にエンカウントしてしまった小動物はさっと草むらに身を隠かくした。

「おしい！　あとちょっとのところだったのに！」

「おしくもないしあとちょっとでもない。ゲームと現実の区別をつけろ。画面をスワイプしてもボールは飛ばないし動物を捕まえることなんてできやしない」

　聖悟の方のテンションはストップ安だった。当然のことながら一番のテンション下げ要因はゆるい日常系の世界に送ってもらえなかったことである。一学期の終業式を終えたばかりの小学生にも負けないテンションの女神を見ても、聖悟の口からはため息が漏もれるばかりだった。

　剃刀かみそりのように鋭するどい聖悟の瞳ひとみも、今はどんよりと曇くもっていた。

　聖悟も初めのうちはファンタジー系の異世界に送られてしまったことを全力で否ひ認にんしようとした。

　日常系というものは結構幅はばが広いのである。

　都市部が舞ぶ台たいになることが多いが、田舎でのんびりとしたスローライフを送るタイプもあるし、どう見ても西洋風の街並みなのに人名は漢字表記という変わったケースもある。

　諦あきらめるにはまだ早い。

　そう思って踏ん張っていた聖悟だったが、もはや限界だった。

　上を見れば女神の食欲を刺し激げきしたバカデカい鳥が目に入る。

　下を見れば道に残る馬のものとしか思えない足あし跡あとと、馬車のものとしか思えない轍わだちが目に入る。

　左を見れば鮮あざやかな青い色の葉をつけた木々が青々と茂しげる森が目に入る。

　右を見れば高い壁かべで囲まれた街のようなものが目に入る。ゲーテッドコミュニティではなさそうだから街の防備の一種なのだろう。

　要するに上下左右どこを見てもファンタジーだった。

　かわいい女子高生なんて影かげも形もなかった。

　東西南北から囲まれたときは四し面めん楚そ歌かというが、上下左右を囲まれたこの状じよう況きようも四面楚歌といっていいのだろうか。

　そんなことで真しん剣けんに悩んでしまうくらい聖悟は追おい詰つめられていた。

「せっかくの異世界なのにテンション低いですねえ。もっと楽しみましょうよ！」

「せめてお前と一いつ緒しよでなければ……」

　聖悟はがっくりと肩を落とした。ただでさえ落ちるところまで落ちている聖悟のテンションをさらに落としているのがこの監視要員の存在だった。

「わたしはあなたを監視しに来たので離れるわけにはいかないのですよ。いわばズッ友ですね」

　女神はぐっと親指を立てた。

「最悪としか言いようがない」

「失礼ですね。わたしのような超ちよう絶ぜつ美少女を連れて歩けるんですよ。夢のようじゃないですか」

「そうだな。悪夢のようだ」

　聖悟の声は絶望に満ちていた。

「ああ言えばこう言う……」

　女神は不満そうに口をとがらせた。

「大体この世界で俺になにをしろというんだ？　元の世界にいられないのは分かったがファンタジー系の異世界に来たってすることがないぞ」

「それはあれですよ、『異世界に送り込まれた主人公はこの世界でなにを思いなにを為なすのか』ってやつですよ」

「なにか言っているようでいてなにも言っていないだろうが」

　聖悟は苛立ちを込めてそう言った。

「ギクッ……そ、それでしたら、『ここから先は君自身の目で確かめてくれ！』でもいいです……よ？」

「さっきのと大差ない」

　女神の提案は返す刀でスパッと切り捨てられた。

　常つね守もり聖悟は大人なのだ。疑うことを知らない無む垢くで純じゆん粋すいな子供ではない。

「まあ、先のことはシャンカラ村に着いてから考えましょうよ」

「……そうするしかないか」

　聖悟だって分かっていた。

　自分はファンタジー風の異世界に来てしまったのだ。

　そのことは覆くつがえしようがない。

　あきらめて現実を受け入れるほかないのである。

　女神の方は軽い足取りで、聖悟の方は重い足取りで道を歩き続けた。

「そろそろ着くんじゃないか？」

「だいぶ近づいてますけど……あっ！」

　聖悟に聞かれて神パッドで地図を確かく認にんした女神は思わず声を上げた。

　不ふ審しんに思って聖悟がタブレットをのぞき込むとシャンカラ村が無数の赤い点に囲まれていた。

「この赤い点はなんだ？」

「魔ま物ものですね。どうもゴブリンの群れみたいです」

　女神は神パッドを操作して情報を調べた。

「ゴブリンというのはＲＰＧに出てくるようなやつか？」

「その通りです。この世界には魔物がいるんですよ。基本的に魔物は人間を襲おそいます」

「赤い点は村に向かっているようだが」

　聖悟が言うように村を囲んでいる無数の赤い点は徐じよ々じよに村に近づいていた。

「ゴブリンの群れはシャンカラ村を襲うようですね」

　流石の女神も顔をこわばらせていた。

「村が襲われるのか」

　聖悟の声は淡々としていた。

「そうですね」

「人が殺されるのか」

「この世界のゴブリンは凶きよう暴ぼうで好戦的だそうです」

　女神は神パッドでゴブリンの生態を調べて答えた。

「つまり、シリアス展開になるわけか」

「シリアスと言えばシリアスですね」

　女神の答えを聞いた聖悟は目を閉じた。

　聖悟はゆるい日常系の世界に送ってもらえなかったことに腹が立っていた。

　この女神と行動をともにすることにも腹が立っていた。

　それらだけでもとっくに我が慢まんの限界を超こえていた。

　にもかかわらず、なによりも嫌きらいなシリアス展開までやってくるという。

　常守聖悟は例えようもないほどの怒いかりを感じていた。

　腹の中で荒れ狂くるう怒りの炎ほのおを見つめていた聖悟は、ゆっくりと目を開けた。

「大丈夫ですか……って恐こわっ！　なんですかその目つき！　ただでさえ剃刀みたいに鋭い目つきがなんかもう血に飢うえた妖刀みたいになってますよ！」

　普段からヤバい感じの聖悟の目つきがさらなるヤバさを帯びていることに女神は引いていた。

「シリアス展開なんてものは……塵ちりも残さず滅めつしてやる」

　ゆるい日常系至上主義者にしてシリアス展開絶ぜつ滅めつ主義者である最強の男は、敵を滅ほろぼすべく動き出したのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ５　シリアス展開滅ぶべし







　シャンカラ村は人口三百人ほどのありふれた農村である。

　近くには冒ぼう険けん者しやギルドの支部が置かれているベルザスカという大きな街があり、村人の多くは収しゆう穫かくした作物をベルザスカに卸おろしていた。

　人の行き来は頻ひん繁ぱんにあったものの、ベルザスカへの道中では魔物に襲われることがたびたび起きた。ときには魔物が群れをなしてシャンカラ村を襲うこともあった。

　幸いなことにそれほど強力な魔物が出現することはなかったのだが、シャンカラ村のような農村にとっては決して侮あなどれない脅きよう威いだった。

　それでも日々の農作業で鍛きたえられた男達たちは、ゴブリンやコボルト程度になら後おくれを取りはしなかった。加えて、村の周囲には魔物の侵しん入にゆうを防ぐための柵さくがあった。

　さらに、戦えない女性や子供、高こう齢れい者しや達たちも魔物がやってきたらどう行動すればいいのかはきちんと理解していた。

　そういうわけで、多少厳しい環かん境きようではあったがシャンカラ村では村人達が力を合わせて穏おだやかな日々を送っていたのだった。

　この日までは。

「なんだありゃあ……」

「嘘うそだろ……」

　決して柔やわではないシャンカラ村の男達も今回ばかりは動どう揺ようしていた。

　村を襲ってきたのはゴブリンだった。

　緑の色の小さな怪かい物ぶつ達たちは武器を持っていた。

　それは問題ではない。

　武器と言ってもどこかで拾ったボロボロの剣や手製のものらしき棍こん棒ぼう程度だ。力ちから自じ慢まんの村の男が振るう大ぶりのハンマーの方がよほど強力である。

　ゴブリン達は生まれつき力が強い。それに加えて体が小さいために動きは素す早ばやい。油断していると大の男であっても痛い目に遭あわされるのだ。

　だが、これも問題ではなかった。

　シャンカラ村の人々は決してゴブリンを侮らないからだ。慎しん重ちように戦えばゴブリンの一体や二体はそれほど苦労せずに倒すことが出来た。

　問題は襲ってきたゴブリンの数が一体や二体ではなかったことだった。

　ゴブリンの数は五十体を超えていた。

　これほどの数のゴブリンが一度にやってくることなど初めてだった。

　こうなってしまうと村を守るための柵も足かせにしかならない。

「南の出口はどうだ！」

「だめだ！　そっちも奴やつらが陣じん取どってやがる！」

「クソ！　北の出口にも二十体はいるってのに！」

　村人達は柵のせいで逃にげたくても逃げられなかった。

　村にあるふたつの出入り口を確保すると、ゴブリン達は次々と村の中に侵入してきた。

「ゴブリンだ！　ゴブリンがやってきたぞ！」

「村の外には出られねえ！　女と子供、年寄りは家の中に隠れろ！」

「チクショウ！　武器が足りねえぞ！」

　のどかなシャンカラ村のあちこちから悲鳴と怒ど号ごうが上がった。

　そんななか、次々とゴブリンを倒しているひとりの剣けん士しがいた。

　剣士の名はエマ・ローズレン。

　ポニーテールにした長く美しい金色の髪が印象的な長身の女剣士だった。

「ここは某それがしが引き受ける！　お前達は逃げる人々に手を貸してやれ！」

　エマは村人達に指示を出すと磨みがき上げられた愛用の長ちよう剣けんを携たずさえてゴブリン達に向かっていった。エマが剣を振り抜くたびに彼かの女じよの長い金きん髪ぱつが揺ゆれた。剣士の見事な金色の髪は日の光を受けてきらめいていた。

　そして、エマの金色の髪がきらめくたびにゴブリン達は次々と斬きられていった。

　エマ・ローズレンは強かった。

　五十体を超えるゴブリンであろうとも倒すことが出来ただろう。

　戦うのが彼女ひとりだけであったなら。

　エマが周囲の敵をあらかた片付けたとき、子供の悲鳴が聞こえた。

　剣士は弾はじかれたように声の方へ目を向けた。

　すると家の中に逃げる途と中ちゆうで親とはぐれてしまった小さな女の子が、ゴブリンに囲まれているのが目に入った。

　金髪の剣士はすぐさま駆かけだした。エマは女の子を取り囲むゴブリン達に突っ込んでいった。

　女剣士は包囲を突つき破やぶり、逃げ遅おくれた女の子のもとにたどり着いた。

「無事か！」

　険しい表情で剣を構えている剣士を見て、女の子は泣き出してしまった。

「え、えっと、その……な、泣かないでくれ……頼たのむ」

　剣士はあたふたしながら女の子をなだめようとした。

　エマ・ローズレンはその身を剣に捧ささげた武人である。

　だが、それ以前にエマは優やさしい娘むすめだった。

「怪け我がはないかな？」

　エマは小さな女の子の前で膝ひざをつくと、泣いている女の子を優しく気き遣づかった。

「……どこも痛くないよ……ありがとう、お姉ちゃん」

　エマの思いやりは小さな女の子にもちゃんと届いていた。

　優しい剣士に助けてもらった女の子は安心して泣なき止やんだ。

「よかった。もう大丈夫だ。某が君を守り抜く」

　金髪の女剣士は女の子の頭を優しく撫でてやった。

　剣士は立ち上がると改めてゴブリン達を見み据すえた。

「かかってこい！　某が相手だ！」

　人々を守るため、剣士は声を張り上げた。

　愛剣を握りしめると、エマは人々の幸せを奪うばおうとする魔ま物もの達たちを見据えた。

　ゴブリン達は剣士の言葉に興奮していた。人語を解さない彼かれらにもエマの気き迫はくは伝わっていた。
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　こいつさえどうにかしてしまえば自分たちの勝ちだ。

　ゴブリン達はそう判断し、一いつ斉せいにエマに襲いかかった。

　視界を埋うめ尽つくすほどの数のゴブリンを前にしても、エマは諦めなかった。

　穏やかで平和なこの村を守り抜く。

　エマの頭にあったのはその思いだけだった。

　剣士はそれを成なし遂とげるまでは決して止まらないと決意していた。

　ただ、そうはいってもものには限度がある。

　突とつ如じよとして雷らい鳴めいを十と重え二は十た重えにしたかのような轟ごう音おんが響ひびき渡ったとあっては、流石のエマも立ち止まらざるを得なかった。ましてや轟音が収まったときにはゴブリン達が一様に倒れ伏ふしていたとなればなおさらだった。

　地面に倒れたゴブリン達はピクリとも動かなかった。

「なんだ？　なにが起きたんだ？」

　状況が全く理解できず、エマは困こん惑わくするばかりだった。

　村人達も突とつ然ぜんゴブリンが倒れたことに戸と惑まどっていた。

　一方、シャンカラ村の中心あたりにある大きな木のそばにいた女め神がみは度ど肝ぎもを抜かれていた。

「……や、やばたにえん……」

　驚おどろきのあまり女神の口からはギャル用語が飛び出した。

「全弾命中だ」

　女神の隣となりに立っていた聖しよう悟ごが言った。

　その手には黒いアサルトライフルがあった。

　通常よりも長い十六インチの銃じゆう身しんは極きわめて短い間かん隔かくで五十八発もの銃弾を発射したせいで赤熱していた。

　この日常系大好き人間は、シリアス展開をもたらすゴブリンどもを根こそぎ刈かり取とったことに大変満足していた。

　聖悟と女神がシャンカラ村にたどり着いたのはついさっきのことだった。

　その頃ころにはゴブリン達も金髪の剣士こそが最大の難敵だと分かっており、村にあるふたつの出入り口をふさいでいた仲間も呼び寄せて剣士を仕留めようとしていた。

　おかげで聖悟と女神はすんなりと村に入ることが出来た。

　そこから先の展開はスピーディだった。

　村に入った聖悟が状況を把は握あくするのに百分の一秒かかった。

　状況を把握した聖悟が、精密かつ迅じん速そくに多数の標的を撃ち抜くことを可能にする黒いライフルを手の中に出現させるのにはさらに百分の一秒かかった。

　聖悟がスコープで狙ねらいを定めて黒いライフルを連射し、ゴブリンを殲せん滅めつするのにも百分の一秒を要した。

　シャンカラ村は瞬まばたきするよりも早く危機から救われたのだった。

「人間離ばなれしているとは思ってましたが、まさかこれほどとは……」

　聖悟の神かみ業わざには女神も唸うなるしかなかった。

　当の本人はなにも言わずに役目を終えたライフルを下ろした。

「さてと、それじゃあ村を救った英えい雄ゆうとして華はな々ばなしく登場するとしますか！」

　女神が言った。その視線の先にはどうすればいいのかわからず、迷える子羊のように途と方ほうに暮れている村人達の姿があった。

　ヒーローとして颯さつ爽そうと登場しようとしていた女神だったが、ふと隣を見るとついてきているはずの目つきの悪い男の姿がなかった。

　辺りを見回すと、最強の始末屋は大きな木の陰かげに隠れていた。

「一体なんだっていうんです？　まさかとは思いますけど『俺は闇やみの世界に生きる者だから人前には出たくない』とか言い出すんじゃないですよね？　あなたぐらいの年で中二病患わずらってるのはちょっときついんじゃないかと……」

　女神がそう言うと、聖悟は隠れている理由を説明した。

　いっそ中二病の方がマシだったのではないか。

　事情を聞いた女神はそう思わずにはいられなかった。




　未いまだに何が起きたのか分らずにいるエマのもとに、白いワンピースを着て茶色の髪を肩まで伸のばした十五歳さいくらいの少女がてくてくと歩いてきた。エマは何度かシャンカラ村に来たことがあったが、こんな娘を見たことは一度もなかった。

「……お前がやったのか？」

　エマはワンピースの少女に問いかけた。

　少女に敵意はなさそうだったがエマは警けい戒かいを緩ゆるめなかった。

「いえ、ゴブリンを倒たおしたのはわたしじゃなくてあそこにいる男の人です」

　ワンピースの少女は離れたところにある大きな木を指さした。

「……あの木の陰に隠れている男か？」

　エマがそちらに目を向けると、誰だれかが木の陰に隠れながらこちらの様子をうかがっているのが見えた。どうも若い男のようだった。

「そうです。その人です」

　少女がうなずいた。

　エマがさらに目をこらすと、男が銃のような物を持っているのがわかった。

　銃なら何度か目にしたことがあるエマだったが、黒一色の銃など見たことも聞いたこともなかった。

「彼がゴブリンを銃で撃ったのか」

「こういうのには慣れてる人なんです」

「凄すさまじい腕うで前まえだ。見事としか言いようがない」

　女剣士は感服していた。なぜ隠れているのかはさっぱり分からないが、とにかくあの若い男はエマが見聞きしてきた中では間ま違ちがいなく最高の射手だった。

「それでですね、あの人から伝言があるんです。『ふたりとも怪我はないだろうか？』だそうです」

「ああ。某もこの子も無事だ。助すけ太だ刀ちに感謝する」

　エマは後ろの女の子を振り返った。女の子は不思議そうな顔をしていた。

「そうですか。では伝えてきます」

「え？　あ、ちょっと……」

　エマが止める間もなく、白いワンピースの少女は木に隠れている男の方へと走っていった。

「一体なんなのだ……」

　なぜ助かったのかという疑問には答えが出たものの、エマの頭の中はまだまだ疑問でいっぱいだった。

「わかんない」

　女の子が言った。

「そうだよなあ……」

　エマもそう言うしかなかった。




　わけがわからないのはメッセンジャーである女神も同じだった。

　女神の場合は聖悟から事情を説明されていた。だが、その説明は納なつ得とくは出来ても理解は出来ないものだった。

「様子はどうだった？」

　聖悟は戻もどってきた女神に聞いた。

「金髪の剣士さんも小さい子も無事ですよ」

「そうか」

　最強の始末屋の目を以もつてすればあのふたりが無事なことくらいは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。しかし、聖悟は本人に確かめなければ気が済まなかった。

「伝言も伝えてきましたよ。剣士さんは助けてくれたことに感謝してました」

　女神は金髪の女剣士の言葉を伝えた。

「正確にはなんと言っていた？」

「正確にですか？　たしか……『某もこの子も無事だ。助太刀に感謝する』でしたね」

「本当にそれだけか？　頭に『ええと』とか『ああ』をつけたりしていなかったか？」

　女神を問い詰める聖悟の顔は真剣そのものだった。

「伝言のやりとりでそこの部分にこだわるのはあなたくらいでしょうね……そこまでこだわるなら自分で話してくればいいじゃないですか。優しそうな人でしたよ」

「そんなことはわかっている。彼女が優しいからこそ俺おれは彼女と関かかわれないんだ」

　あの剣士が誰よりも優しい心を持っていることくらい聖悟は一目見たときからわかっていた。

　日常系至上主義者である常つね守もり聖悟にとって優しい心を持った女の子というのは例えようもないほどに尊いのである。

　尊さなど質量分ぶん析せきをやっても検出できそうにない目の前の神なんぞとは比べものにならない存在なのだ。

　そして、彼女があまりにも尊すぎるが故ゆえに、聖悟はあの剣士と関わることが出来ないのだった。

　優しい女の子は画面越ごしに眺ながめなければならない。自分のような人間が直接関わることなどあってはならない。

　これが聖悟の言い分だった。

「綺き麗れいすぎて手を触ふれることが出来ないって感じなんですかね」

　女神には全く理解できない理り屈くつだったが、聖悟の言葉には無む駄だに説得力があったので一応は納得していた。

「感覚としてはそれに近いな。とにかく、俺は彼女と直接関わるわけにはいかない」

「じゃあ、どうするんですか？」

「お前の両足はなんのためにあるんだと思う？」

　聖悟が問いかけた。

「まじすか……」

　女神には聖悟の質問の意図が理解できてしまった。




　残されたエマは白いワンピースの少女と隠れている若い男が木の陰で話し合っているのを遠くから眺めていた。

　エマが様子を見ていると若い男と偶ぐう然ぜん目が合った。すると、彼は目にもとまらぬ速さで木に隠れた。

　男の反応に苦笑いを浮うかべていると、またワンピースの少女がエマのところまでてくてく歩いてきた。

「えーとですね、あなたの言葉を伝えた結果、あの人からまた伝言を頼まれました。『礼には及およばない。無事でよかった』だそうです」

　女神は再びメッセンジャーとなった。女神の両足は歩くためにあるのだから。

「……そ、そうか」

　このやりとりには違い和わ感かんしかないものの、あの男に助けられたのは確かだし、伝言を聞いている限り彼は善人のようだ。

　ただ、善人であるはずの彼がなぜこんなことをするのかさっぱりわからず、エマの困惑は余計に大きくなった。

「彼は一体なぜ隠れているんだ？」

　聞かないわけにはいかない質問だった。

「あー、わたしが答えようと思えば答えられるんですが……一応聞いてきますね」

　白いワンピースの少女は女剣士の言葉を聞くとまた歩いていった。

　少女は男がいる木の陰までたどり着くと再び話し合いを始めた。

「まだかな？」

　エマが守っていた女の子は少し退たい屈くつそうだった。

「まだみたいだな」

「……お姉ちゃん、あたし、眠ねむくなってきちゃった」

　極度の緊きん張ちようから解放されたせいか、女の子はうとうとし始めた。

「そうか……よし。こっちへおいで。某がおぶってあげよう」

　エマは女の子を手招きした。

　エマがおぶってやると、女の子はすぐに寝ね息いきを立て始めた。

　そのまましばらく待っているとワンピースの少女がエマのところに戻ってきた。

「お待たせしました」

「それで、彼はなんと言っていたんだ？」

　背中ですやすやと眠っている女の子を起こさないように女剣士は声を潜ひそめた。

「あの人曰いわく『君のような優しい心を持った女の子はあまりにも尊すぎて俺には近づくことが出来ない。遠くから見守ることを許して欲ほしい』だそうです」

　ワンピースの少女は男からの伝言を述べた。

　女剣士はこちらの様子をうかがっている男の方を見た。男はエマと目が合うとさっと木に隠れた。

　だが、少し経たつと木からちょっとだけ顔を出してまたこちらを見た。

　男の視線からは慈いつくしみと温かさ、そして思いやりが感じられた。

「そう言われてもな……」

　心優しい女剣士エマ・ローズレンは小さな女の子をおぶったまま途方に暮れたのだった。
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　寝ねている女の子をおぶったまま途方に暮れていたエマだったが、自分にはまだやることがあったのを思い出した。

「いつまでもこうしているわけにはいかないな」

「どうかしましたか？」

　女神が尋たずねた。

「某それがしは無事だが他ほかの村人達はそうではない。負傷者の手当てをしなくては」

「あれだけ戦ったのにまだ働くんですか……パないっすねー……」

　完全週休五日制を夢見る女神からすれば信じがたい発言だった。

「悪いがこの子を頼む」

　この白いワンピースの少女にはなんとなく不安を覚えるが、女の子を預けても大だい丈じよう夫ぶだろう。エマはそう判断しておぶっていた女の子をワンピースの少女に託たくした。

「幼児というのは理屈ではなく本能で相手の心を見み抜ぬくもの。秘境を流れる清流のように清らかなわたしの心に触れれば、そりゃあもう心ここ地ちよい眠りに……って、えっ！　ちょっと！　なんでマッハでギャン泣きするの！　さっきまでメッチャすやすや寝てたじゃないですか！」

　女神が手を触れたとたん、眠っていた女の子は声を上げて泣き出した。

　小さな女の子は察していた。性しよう根ねの腐くさった得体の知れない女の手にゆだねられてしまったことを。

　怪け我が人にんを取るべきか泣いている女の子を取るべきかエマが頭を悩なやませていると、我わが子この鬼き気き迫せまる泣き声を聞きつけた若い夫ふう婦ふが駆け寄ってきた。

「ああ、よかった！　本当によかった！」

　泣いてはいるものの女の子が無傷なのを見て、若い夫は喜んだ。

「もう離はなさないからね！」

　若い妻の方はあたふたしている女神から女の子を受け取ると、強く抱だきしめた。邪じや神しんの手から逃のがれた女の子はぴたりと泣き止んで母親に抱きついた。

「ありがとうございました！」

　夫婦は揃そろってエマと女神に頭を下げた。

「某は大したことはしていません」

　エマは謙けん遜そんして言った。

「わたしはなんにもしていません」

　女神は正直に言った。

　夫婦はエマと女神に何度も礼を言ってから去って行った。

「さて、次は負傷者の手当をしなくては」

　そう思ったエマだったが、村の中央の大きな木のあたりに人だかりが出来ていることに気づいた。

「まさか重い怪我を負った者がいるのか！」

　エマは慌あわてて駆けだした。

　だが、近づいてみるとどうも人だかりの様子がおかしいように感じられた。

　人だかりからはときおり歓かん声せいが上がり、拍はく手しゆの音さえ聞こえてきたのだ。

「どうなっているんだ？」

　エマは丁てい寧ねいに人々をかき分けて進んでいった。人だかりの中心にいたのは木に隠れてエマを見ていたあの若い男だった。彼は怪我を負った村人に手当を施ほどこしていた。

「骨は折れていないようだが、大分強く打たれているな」

　腕うでの痛みを訴うつたえる村人を診みていた聖しよう悟ごがつぶやいた。

「ゴブリンの棍棒をくらっちまって……」

　聖悟は村人の話を聞くと、ジャケットのポケットに手を入れた。周りから見えないように手を隠かくすと、手の中に湿しつ布ぷを出現させた。

　ポケットに手を入れたのは、なにもないところからいきなり湿布を取り出すところを見られないようにするためである。それに加えて、聖悟は手から湿布を出せる男だと思われるのがなんか嫌いやだった。

　聖悟が腕に湿布を貼はってやると、村人は楽になったと言って喜んだ。

「他に怪我人はいないか？」

　今の男で最後のはずだが、聖悟は一応聞いてみることにした。

　メッセンジャーを送り出した後、聖悟はゴブリンとの戦せん闘とうで負傷した村人達を治ち療りようしていた。初めのうちは疑わしげに聖悟を見ていた村人も、聖悟の医い療りよう技術を目まの当あたりにすると疑念はすぐに消えてしまった。今では聖悟が治療を施すと村人から歓声が上がるようになっていた。

「はいはーい！　久しぶりに長く歩いたせいで足が痛いんで、わたしにも湿布くださーい！」

　ビシッと手を挙げたのはエマについてきていた女神だった。

　聖悟は女神を一いち瞥べつすると足あし下もとに唾つばを吐はいた。

「それでもつけておけ」

　吐き捨てた唾に顎あごをしゃくって聖悟が言った。

「なにからなにまで辛しん辣らつゥ！」

　あまりの扱あつかいの悪さに女神は衝しよう撃げきを受けた。

　ふたりのやりとりにエマが乾かわいた笑いを浮かべていると、人だかりが割れて壮そう年ねんの男性が現れた。男性は髪かみに白いものが混じっていたが、体つきはがっしりしていた。

「初めまして。私はマクリーと申します。このシャンカラ村の村長です。あなたがたがゴブリン達を倒してくださったのですね」

　マクリー村長の言葉に聖悟と女神はうなずいた。

「ゴブリンを倒してくださっただけでなく、怪我人の手当までしてくださるだなんて……大したもてなしも出来ませんが、私の家にお招きしてもよろしいですか？」

　聖悟と女神はこの申し出を受けることにした。




　マクリー村長の自宅は他の村人の家と比べても特別大きくはなかったが、温かみのある家だった。

　村長は客人に椅い子すを勧すすめると、自分も椅子に腰こし掛かけた。

「改めてお礼を申し上げます。このたびは本当にありがとうございました」

　マクリーは聖悟と女神に深々と頭を下げた。

「ふっ、礼には及びませんよ」

　村長の正面の席に座すわっている女神は茶色の髪を得意気に払はらった。

「気にしなくていい」

　聖悟もそう言った。

「それで、その……あなたは一体なぜそんなところにいるのですか？」

　マクリー村長の目は天てん井じようの隅すみに器用に張り付いている聖悟に向いていた。

「気にしなくていい」

　聖悟は先ほどと同じ言葉を繰くり返した。

「いや、ゴブリンの件はともかくこれを気にしないわけには……」

　マクリー村長は村を救ってくれた恩人の奇き妙みような振ふる舞まいに戸惑っていた。

「えーと、これはですね……」

　女神はもうひとりの客人である金髪の女剣士をちらりと見た。

　めざましい活かつ躍やくをしたエマも村長に招かれていたのだった。

　エマの席は村長の隣だったので本来であれば、彼女の正面には聖悟が座るはずだった。

　しかし、当の本人はエマから最も離れた場所である天井の隅に陣取っていた。

「某がいるせいで落ち着かないのであれば席を外そう」

　女剣士は困ったように笑いながら席を立とうとした。

「そ、それには、お、及ばない」

　感じる尊さが強すぎるためにできる限り剣士から距きよ離りを取っていた聖悟だったが、気を遣つかわせるわけにはいかなかったので、意を決して床ゆかに降り立った。

「さあ、こちらへどうぞ」

　マクリー村長は改めて聖悟に椅子を勧めた。

　当然、その席は女剣士の正面である。

　聖悟はちらりと剣士に目を向けた。

「助けてくれて本当にありがとう。あなたは命の恩人だ」

　女剣士は聖悟に向かって微笑ほほえんでいた。

　聖悟には彼女が持つなによりも深い優しさが感じられた。

　それは聖悟が画面の向こうにいるあの子達の中に見いだしていたのと同じものだった。

　なによりも尊い存在を守り抜ぬいた聖悟は、言いようもないほどの満足感に満たされていた。

「大丈夫か？　さっきからぼーっとしているが……」

　女剣士は心配そうな顔をしていた。

　聖悟はようやく我に返った。それと同時に自分が剣士を見つめていたことに気づいた。

　一いつ瞬しゆんのうちに椅子をひったくると、聖悟は部屋の隅に椅子を置いて腰こしを下ろした。

「な、なんでもない。話を続けてくれ」

　聖悟はマクリー村長を見た。その視線は完全に固定されていた。聖悟は鋼の意思をもって女剣士に目を向けまいとした。

「そ、そこまで真しん剣けんな目で見られると少々落ち着きませんな……」

　見つめられたマクリー村長は大きな体をもぞもぞさせた。

「さて、恩人であるあなた方にこんなことを聞くのもなんですが……あなた方は一体何者なのですか？」

　このふたりが村を救ってくれたことには心から感謝しているものの、村長としてこの質問をしないわけにはいかなかった。

　この質問を予期していた聖悟はパチンと指を鳴らして時間を止めた。

　村長と女剣士は凍こおり付ついたかのようにぴたりと動きを止めた。

「ちょっと！　時間止めるならもっと上う手まくやってくださいよ！　お茶が固まって飲めないじゃないですか！」

　出されたお茶を飲もうとしていた女神がカップを振って文句を言った。

「今いま更さら聞くのも変な気がするが、なぜ俺たちは村の人々と普ふ通つうに会話が出来ているんだ？」

　女神の抗こう議ぎを無視して聖悟が聞いた。

　あまりに自然に言葉が通じるので確かく認にんするのが遅れてしまったが、聖悟は異世界の人々相手になんの問題もなく会話が成立することに疑問を持っていた。

「なに言ってるんですか？　わたしたちは異世界に転移してきたんですよ？」

　女神はキョトンとしていた。

「そうだ。だから言語体系とかが……」

「異世界転移したら普通に言葉が通じるのなんて常識じゃないですか」

「……そうなのか？」

「そうですよ。ちなみに読み書きも全く問題ないので安心してください。あとこの世界も一日は二十四時間ですし、一ヶか月げつは三十日、十二ヶ月で一年ですね。時間の単位に関しては元の世界と一いつ緒しよだと思ってください。あ、そうそう、長さや重さの単位だけは元の世界とちょっと違ちがうんで注意してくださいね」

「……気にしたら負けか」

　聖悟は適度に別世界感を出しつつも、厄やつ介かいな部分に頭を悩ませなくて済む異世界を受け入れることにした。

「それで、俺たちが何者であるかを聞かれたわけだが、どう答えるんだ？」

　話が予想外の方向に転がったが、聖悟が時間を止めたのは村長の質問になんと答えるのかを話し合うためだった。

「わたしの正体を明かすのは規則違い反はんなのでわたしもあなたと同じで異世界から来た人間だってことにします」

「別の世界からやってきたなんて話を信じてもらえるのか？」

「この世界にはまれに異世界人が現れるんで大丈夫ですよ」

　女神はぐっと親指を立てた。

「俺以外にも異世界から来た奴がいるのか」

　聖悟は少し驚いていた。

「ごくわずかですけどね。この世界全体でも異世界人は十人くらいしかいないはずですよ」

「そいつらも俺と同じヘミテオスなのか？」

「みんながみんな神の血を引いているってわけじゃないですね。ただ、異世界からやってくる人っていうのは何らかの事情で元の世界にいられなくなっちゃった人達たちなので、あなたと同じでものすごい力を持ってます」

「なるほど。しかし、異世界人がふたり同時にやってきたというのは流石さすがに不自然じゃないか？」

「そこに関しては兄きよう妹だいであるわたしたちがまとめて異世界に送られたって設定でいくんで問題ありません」

「…………なんだって？」

「難なん聴ちよう系を気取るのはやめた方が良いですよ」

　女神が忠告した。

「聞こえなかったわけじゃない。信じがたい言葉に耳を疑っただけだ」

「ああ、そういうことですか。わたしのような正統派ヒロイン系美少女が自分の妹になっちゃうという夢のような事態が信じられないわけですか。安心してください。身みの丈たけに余る幸福を受け入れられないというのは自然な反応ですよ」

　女神は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべていた。

「面おも白しろいことを言うじゃないか。流石は稀き代たいのコミックリリーフだ」

　女神の見事な仕事ぶりに聖悟は拍手を送った。

「やれやれ……絵に描かいたような正統派美少女をコミックリリーフ呼ばわりですか。そんな態度を取るのなら義ぎ妹まい設定じゃなくて実じつ妹まい設定にしちゃいますよ」

　女神はやんわりと脅おどしをかけた。

「それはやめてくれ」

　聖悟はあっさりと降参した。

「ふふっ、あなたが実妹派ではなく義妹派だってことくらいお見通しですよ！」

　特に根こん拠きよのない決めつけだったが、的中したようなので女神はシュビッと聖悟を指さした。

「とにかく血がつながっていない設定にしてくれ。お前と同じ血が流れていると思われるなんて冗じよう談だんじゃないからな」

　コレの同類だと思われるのは常つね守もり聖悟にとって耐たえがたい恥ち辱じよくだった。

「…………」

　予想外のカウンターを喰くらった女神は頬ほおを膨ふくらませると無言で聖悟をにらみつけた。

　女神がキレていることはさておき、方針は決まったので聖悟は再び指を鳴らした。

　時間が元通りに流れ始めた。

「わたしたちは兄きよう妹だい揃そろって異世界からやってきたんです」

　聖悟への怒いかりをなんとか抑おさえ込んで女神が説明した。

「なんと！　異世界人でしたか！」

　マクリー村長は目を丸くして驚いていた。

「異世界人ならばあの強さにも納得がいくな」

　女剣けん士しもうなずいていたが、ふとなにかに気づいたようだった。

「申し訳ない。命を救ってもらったのに某それがしはまだ名乗っていなかった」

　女剣士はふたりの恩人に頭を下げた。

「い、いや、そんなことは……」

　尊さしか感じない剣士から謝あやまられてしまった聖悟はしどろもどろになった。

「気にしないでください。色々とバタバタしてましたから」

　女神が言った。

「某はエマ・ローズレン。剣けんの道を極きわめるため、旅をしている剣士だ」

　女剣士は椅子から立ち上がって名乗った。

「エマ・ローズレン……」

　剣士に感じる尊さが振り切れてしまっている聖悟には、名前の響きさえも天上の調べのように感じられた。

「それで、その……あなたの名前も伺うかがいたいのだが」

　エマは困ったような顔をして、離れた席にいる聖悟を見た。

　自分の方も名乗っていなかったことに気づいた聖悟は慌てて立ち上がった。

「常守聖悟だ」

　聖悟は信じられないほど緊張していたが、どういうわけか自然に言葉が出てきた。

「常守聖悟か……」

　席は離れていたがエマが聖悟の名前を繰り返したのは聞き取れた。

　心優しい女の子が自分の名前を口にしていることに聖悟の心は躍おどった。

「ええと、妹さんの名前は？」

　エマが聞いた。心優しい女の子とのやりとりで聖悟は多幸感に包まれていた。

　まるで美しい花畑にいるかのような気分になっていた聖悟の頭には、ある名前が思い浮かんだ。

「花はな子こだ」

　聖悟は隣に座る義理の妹を紹しよう介かいした。

「なるほど、常守花子か」

「花子さんというのですか」

　エマとマクリー村長が繰り返した。

「タァァァァイム！」

　花子は血相を変えて両手でＴの字をつくり、時間を止めた。

「お前はそうやって時間を止めるのか」

　自分とは違うやり方で時間を止める花子に聖悟は少し感心していた。

「違う違う違う違う！　そこじゃないそこじゃないそこじゃない！　今そこの部分クソどうでもいいの！　もっと大事な問題があるのおおおお！」

　花子は必死の形相で聖悟に詰つめ寄った。

「花子、女の子が『クソ』とか言うのは良くないと思うぞ」

　聖悟は諭さとすように言った。

「花子を定着させようとしないで！」

　花子が叫さけんだ。

「なんで！　なんでなの！　なんで役所の書類の記入例にも使わなくなったような名前出しちゃったの！」

　花子は出来たばかりの義理の兄の胸むなぐらを掴つかんで揺ゆさぶった。

「すまん。ぱっと頭に浮かんだ名前を口走ってしまった」

　聖悟は素す直なおに詫わびた。

「謝って済むなら警察要いらないの！　この世界に警察ないけどね！」

「よく分からんが役所とかに行けば改名とか出来るんじゃないか？」

「異世界から来たのに戸こ籍せきとかあるわけないでしょ！」

「……まあ、元気出せよ花子」

　聖悟はぽんと花子の肩かたに手を置いた。

「だから！　その名前で呼ばれると！　元気出なくなるのおおおお！」




　その後、花子は状じよう況きようを打開するためにあらゆる手段を考えた。

　名前を言い間違えたことにしてごまかす。エマと村長を洗脳する。挙げ句の果てには禁きん忌きを犯おかして時間を巻き戻すことさえも検討したが、どの案も成功しそうになかった。

　否ひ認にんと孤こ立りつ、続いて怒り、そして取引、最後に抑よく鬱うつを経て、花子はついに受容へと至った。

「常守花子です。よろしくね」

　時間の流れを元に戻すと、花子はエマと村長に向かって言った。

　自分の運命を受け入れた花子の顔には穏おだやかな笑みが浮かんでいた。




　こうして異世界の地に常守聖悟の義理の妹、常守花子が誕生したのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ７　孫という名の宝物







　聖しよう悟ごがコンマ一秒足らずでゴブリンを殲せん滅めつした日から二日が経過した。

　怪我人の手当は終わったものの、ゴブリン達は村の家屋も破は壊かいしていた。聖悟が家屋の修復も手伝いたいと申し出るとマクリー村長は大いに喜び、村での生活のために空き家を一つ貸してくれた。

　聖悟と花はな子こは貸してもらった空き家で生活しながら損そん壊かいした家屋の修復を手伝っていたのだった。

「ゴブリンを倒たおしてくれただけでなく村の復興まで手助けしてくれるとは……」

　エマはふたりの献けん身しんぶりに驚おどろいていた。

　シャンカラ村では復興のために人々がせわしなく走り回り、活気のある声が響ひびいていた。

「エマさんだって手伝ってるじゃないですか」

　今日二軒目の家の修理を終えた花子は、エマとともに次の家に向かって歩いていた。ふたりで歩いていると、ときおり手を振ってくれる人がいたり、感謝の言葉をかけられたりした。

「これはその、修しゆ行ぎようの一いつ環かんでだな……」

　剣にその身を捧ささげた武人であるが故に素直に人々の助けになることをしたいとは言えず、エマは無む理り矢や理り剣けんの修行に結びつけようとした。

「家の修理って剣の修行になるんですか？」

「なる！　なるぞ！　なるったらなるんだ！」

　自分でも家の修理と剣の修行になんの関係があるのかさっぱり分からないエマだったが力強く断言した。

「そこまで強く言わなくても……ところで、エマさんは旅する剣士さんなんでしたっけ？」

　ふと思い出して花子が聞いた。

「ああ。某それがしは修行の旅をしている剣士だ。最近はこの村の近辺で魔ま物ものが出ることが多いから人々を守るため……じゃなくて魔物を相手に修行するためにこの村を拠きよ点てんにしている」

　心優しい剣士は盛大に口を滑すべらせながら答えた。

「なるほど。兄さんにも伝えますね」

　花子は後ろを向き、十メートルほど離れたところからこちらを見ている聖悟に向けてブロックサインを送った。

　聖悟からは即そく座ざに返事が来た。もちろんこちらもブロックサインである。

「ふむふむ。『人々を守ろうとする君の志は本当に美しい』だそうです」

　ブロックサインを解読した花子が隣となりのエマに聖悟の言葉を伝えた。

「か、勘かん違ちがいするな！　そ、某は人々を守るためではなく剣の修行のためにやっているのだ！」

　顔を赤くしてエマが抗議した。

「ああ、すみません。わたしが『間ま違ちがった』メッセージを送ってしまったせいですね」

「今のセリフ、『間違った』の部分に含ふくみがあったような気がするのだが……」

　エマは疑わしげに花子を見た。

「そんなことはないですよ」

　花子は涼すずしい顔でエマの視線を受け流した。

「……そういうことにしておこう。それはともかく、この状況にはとてつもない違和感を覚えるのだが……」

　エマはちらりと後ろの聖悟を振り返った。エマが目を向けると聖悟は近くにいた体格の良い村人の陰かげにさっと隠れた。突とつ如じよとして遮しや蔽へい物にされた村人はぎょっとしたがゴブリンを倒してくれた英えい雄ゆう相手では文句も言えず、困った顔をしていた。

　エマは苦笑いするしかなかった。

「じゃあ、そう伝えますね」

　花子は再びブロックサインを送ろうとした。

「そうじゃない。そうじゃないんだ。某が言いたいのは聖悟が離れたところからこちらを見守っているのはおかしいのではないかということだ」

　エマは慌てて花子を止めた。

「あー、そういうことですか。うちの兄さんは女の子を離れた場所から見守ることしか出来ない病気なんですよ」

「……お前達の世界には妙みような病気があるんだな……」

　病気と言われれば確かにそう見えるものの、エマにはいまいち納なつ得とくがいかなかった。

「いや、ちょっと待て、それはおかしい。聖悟はお前とは普通に接しているだろう。それに村の女の子とも話をしていたぞ」

　今までの聖悟の振る舞いを見ていたエマは矛む盾じゆんに気づいた。

「そうですね。兄さんの病気が発はつ症しようするのは今のところエマさん限定です」

「……某は聖悟に嫌きらわれているのだろうか」

　頭に浮かんだ疑念を言葉にすると、エマは少しだけ胸が苦しくなるのを感じた。

「逆です」

「逆？」

　エマは花子に問い返した。

「兄さんはエマさんのことが好きすぎてまともに接することが出来ないんですよ」

「と、突とつ然ぜんそんなことを言われても……聖悟とは出会ったばかりで……その……」

　予想もしなかった答えにエマはうろたえた。

「兄さんのエマさんに対する想おもいの純じゆん粋すいさはちょっと尋じん常じようじゃないですね。ピュアすぎてこのわたしですらいじる気にならないくらいですから」

　ピュアすぎていじる気にならないというのは花子の本心ではある。だが、花子の本能が聖悟を煽あおれと叫び出すことがちょいちょいあった。

　あの聖悟を煽るのだ。そんなの楽しいに決まっている。

　しかし、それを実行したが最後、花子が屍しかばねをさらすことになるのは必定だった。

　誰だれかを煽るときには安全な場所にいなければならない。

　そのルールを胸に刻んでいる花子はどうにかこうにか踏ふみとどまっていた。

「そ、そんなにも、某のことを想ってくれているのか……」

　エマは自分の顔が赤くなるのを感じた。つい聖悟の方を見てしまいそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。

「そうですよ。例えるならあの純粋な愛は……」

「純粋な愛は……」

　エマは固かた唾ずをのんで花子の言葉を待った。

「孫に対するおばあちゃんの愛！」

「……ああ、うん、そうか」

　エマの顔の熱はすっと引いていった。孫に対するおばあちゃんの愛。なるほど、それは確かにこの上なく温かな愛情だろう。それはわかるのだが、エマはどうしても素直に喜ぶ気にはなれなかった。

「し、しかし、その、聖悟は一体なぜ某のことを……」

　しっくりこない種類のものではあるが深い愛情を向けられていることに変わりはない。とはいえ、エマには出会ったばかりの聖悟にここまでの好意を持たれる理由がわからなかった。

「それはエマさんが優やさしい女の子だからです」

　花子の答えはシンプルだった。

「某は剣に生きる者だ。や、優しくなど……」

　エマは花子から目をそらした。

「いえいえ、エマさんは優しいですよ。あの兄さんが認めたくらいですから」

「よく分からないのだが、聖悟の判断はそんなにも正確なものなのか？」

　花子がこれほどまでの自信を持っているのがエマには不思議でならなかった。

「なんというか……兄さんは優しい心を持った女の子を崇あがめる宗教の原理主義者なんですよ」

　異世界人であることは話してあるものの、日常系アニメやらなんやらという表現を使ってしまうとなにかとややこしくなるので花子は言葉を選びながら上手く説明しようとした。

「異世界には変わった宗教があるんだな」

　いまいちピンとこないものの、宗教だと言われてしまえばエマには反論のしようがなかった。

「もしや花子も聖悟と同じ宗教に帰き依えしているのか？」

「うーん、わたしは多神教ですね。とりあえずどの神も崇めます。自分に合わなかったら三週間で信しん仰こう捨てますが」

　花子はアニメを視し聴ちようする上での自分のスタイルも同じように説明することにした。

「見限るのが早くないか？」

「最近じゃ一週間で信仰捨てちゃう人も珍めずらしくないですからね。わたしは気が長い方ですよ」

「世界が変わると文化も変わるんだな……」

「そういうことですね」

「聖悟の考えは分かった。だが、このままというわけにはいかないだろう」

　一応は納得したものの、やはりエマはこの状況を受け入れられなかった。

「もしやわたしのブロックサインに不備が！」

　ブロックサインに絶対の自信を持っていた花子はショックを受けた。

「そうじゃない。お前達のブロックサインは完かん璧ぺきだ。むしろブロックサインだけであれだけ複雑な伝言を送れるのが不思議なくらいだ」

　エマは慌てて否定した。

「某はもっと普通に聖悟と接したいんだ」

　これこそがエマの願いだった。

「なるほど。じゃあそう伝えますね」

　花子は遠くから見ている聖悟にパパッとブロックサインを送った。

「……もしかしてわざとやっているのか？」

　エマは目を細くして花子を見た。

「……てへっ」

　花子はコツンと自分で自分の頭を叩たたいた。

　そのときの花子の笑え顔がおには、聖悟が認めるほどの優しさを持ったエマさえも軽くイラつかせるほどの破は壊かい力りよくがあった。




「返事が来ませんねえ」

　花子は聖悟からのサインを待っていたがいっこうに返事が来なかった。

「仕方ないですね。一緒に見に行きましょう」

「某がついて行っても大だい丈じよう夫ぶだろうか。もう少し段階的に距離を詰めていくつもりだったのだが」

　エマはいきなり近づいてしまったら聖悟が逃にげ出だすのではないかと心配していた。

「多分大丈夫ですよ。優しい心を持った女の子と直接触ふれ合あうのは教義に反しますが、優しい心を持った女の子から逃げ出すのはもっと教義に反するので」

「本当に不思議な宗教だな……」

　エマはそう言うほかなかった。

　何はともあれ、返事は聞かねばならないのでふたりは聖悟の方へ歩いて行った。




「ほら、逃げなかったでしょ？」

　花子が言った。

「それはそうだが……」

　花子の言うとおり聖悟は逃げ出したりはしなかった。しかし、エマの目の前にいるその男は正面に立つエマと目を合わせまいと斜ななめ下したを凝ぎよう視ししており、両足は生まれたての子こ鹿じかのようにプルプルと震ふるえていた。

「某の伝言は受け取ってくれたのか？」

　なんだか気の毒に思えてきたが、エマは答えを聞きたかった。聖悟の視線は相変わらず斜め下に釘くぎ付づけだったが一応はうなずいてくれた。

「病気や宗教上の理由で某と接するのが難しいのは分かるんだが、某はもう少し普通にお前と接したいんだ……ダメだろうか？」

　エマは自分の声が震えていることに驚いていた。自分が聖悟に拒きよ絶ぜつされるのを恐おそれていたことにこのときになってようやく気づいたのだった。

　聖悟は顔を上げてまっすぐにエマを見た。この優しい剣士が不安を感じているのは聖悟にもわかった。聖悟はなんとしても彼かの女じよの不安を取り除きたかった。そう思うと、体の震えはすぐに治った。

「……ダメじゃない。君からそう言ってもらえるのはとても嬉うれしい」

　聖悟の答えを聞くと、エマの顔は自然と笑顔になった。

「よろしくな、聖悟」

　エマは穏やかな微笑みを浮うかべていた。

「よろしく、エマ」

　聖悟も同じように笑みを返した。




　その後、三人は家屋の修理を再開した。午前中いっぱいをかけて三人は全すべての家の修理を終えた。

「家の修理はこれで終わりだ。次は馬小屋の修理をしよう」

　エマが言った。

「次は馬小屋の修理だそうです」

　右みぎ隣どなりを歩くエマの言葉を聞いた花子は左ひだり隣どなりを歩く聖悟に伝えた。

「馬小屋も大事だが井い戸どの修理を優先した方が良いだろう」
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　聖悟は右隣の花子に言った。

「井戸の修理を優先した方が良いそうです」

　花子は右隣のエマに聖悟の言葉を伝えた。

「……さっきと状況が変わっていない気がするんだが……」

「さっきと状況が変わっていない気がすると――」

「伝えなくていい！　というか聖悟にだって聞こえているだろう！」

　エマはまた聖悟に伝えようとした花子を止めた。

「まあ、一応距離は縮まったんじゃないですかね」

　花子は自分を挟はさんでエマの反対側を歩いている聖悟をちらりと見た。

　聖悟の足取りは軽く、重大な仕事をやり遂とげたかのように満足げな顔をしていた。

「そうかもしれんが、やはりなにかが間違っているだろう……」

　この状況に疑問を感じつつもエマはふたりと一緒に井戸の修理に向かったのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ８　この世界で為なすこと







　シャンカラ村がマッハで救われた日から七日が経たっていた。

　復興作業は全て終わり、村には以前の生活が戻もどっていた。聖しよう悟ごは村人達の仕事を手伝いながら、花はな子こは食っちゃ寝ね食っちゃ寝しながら、空き家での生活を続けていた。

　今はふたりで昼食を取っているところである。

「むむっ！　スープのお肉が少ない！　シェフを呼ぶのです！」

　いつもであれば五つあるはずのスープのなかの肉が四つしかないことに気づくと、花子はバンバンとテーブルを叩いた。

「目の前にいるだろうが」

　テーブルを挟んで花子の正面に座っている聖悟がパンを噛かみちぎりながら言った。調理を担当しているのはいつも聖悟だった。

「いやですねえ。わかってるに決まってるじゃないですか。このセリフを一度言ってみたかっただけです」

　花子は悪びれもしなかった。

「文句があるなら自分で作れ」

「……聖悟さん、わたしと知り合ってどのくらい経ちますか？」

　花子は姿勢を正して真剣な顔をした。

「一週間くらいだな」

「それだけ時間が経ったのにまだわたしが料理とか出来るタイプだと思ってるんですか？　アタマ、大丈夫ですか？」

　花子は聖悟の物わかりの悪さを本気で心配していた。

「お前の言うとおりだ。俺おれはどうかしていた。もっと早くお前を仕留めておくべきだった」

　向かいに座すわる花子の顔面を鷲わしづかみにした聖悟は過あやまちを正そうとした。

「ギブギブギブギブ！　わたしイキってました！　舐なめた口利きいてすんませんでしたああああ！」

　花子は必死でタップして降参した。

　ずいぶん迷ったものの聖悟は花子を放してやった。

「食事は俺が作ってやる。お前は出来る範はん囲いで良いから手伝え」

　食事を終えた聖悟は席を立つと食器を片付け始めた。

「意外と優しいじゃないですか！」

　最強の始末屋が見せた優しさに花子は拍はく手しゆを惜おしまなかった。

「お前を放ほうり出すと他ほかの人間に迷めい惑わくがかかるからな」

「ダメなペットみたいに扱あつかわれてる！」

　花子はショックを受けていた。

「犬や猫ねこならどれほどマシだったか……ちょっと待て、お前なにをやっている？」

　溜ためた水で食器を洗っていた聖悟だったが、ふと振ふり向むくと花子がいつの間にか神パッドを取り出していた。

「なにって、今日配信されたアニメの最新話をチェックしてるに決まってるじゃないですか」

　神パッド専用カバー（キーボード付き）をスタンドにしてちょうど良い角度で神パッドを固定すると、花子はゆったりと椅い子すにもたれた。

「なんだと！」

　流石さすがの聖悟もこれには驚いた。

「ついでに言うと、聖悟さんの部屋で見た日常系アニメの第四話も配信されてますよ」

「こっちの世界でも日常系アニメが見られるなんて聞いていないぞ！」

「そりゃそうでしょ。いま初めて言いましたから。あ、そうそう、これが出来るのは神パッドだけですよ。聖悟さんの能力でスマホやタブレット出してもアニメは見られないので悪あしからずご了りよう承しようください」

　花子はしれっと言った。

「……えーと、聖悟さん？　なんで包丁を手に持ってるんですか？　包丁はもう洗い終わってたはずですが……」

「たまたまだ。深い意味はない」

　手に持った包丁に目を落としながら聖悟が言った。

「じゃ、じゃあ、ちょっと腰こしを落としていつでも素す早ばやく動ける体勢になってるのも、洗ってるはずなのに包丁を逆手で持ってるのも、殺意しか感じられない目でわたしを見ているのも、たまたまですよね！」

　花子は確認した。臨戦態勢に入っているとしか思えない聖悟の行動だって偶ぐう然ぜんでないという保証はない。宝くじだって当たるときは当たるのだから。

「『たまたま』というのは手元にあったのが『たまたま』包丁だったという意味だ」

　花子の勘違いは聖悟によって正された。

「つまり、あれですか……弘こう法ぼう筆を択えらばず的なあれなのですか……」

　ガタガタと震え出した花子に対して、聖悟はゆっくりとうなずいた。

「……えー、重要事じ項こうの周知徹てつ底ていがなされていなかったことは、えー、誠まことに遺い憾かんであり、当方といたしましては、えー、全力を挙げて再発防止に、えー、取り組む所存で……」

　花子はつっかえつっかえ遺憾の意を表明した。だが、その目は聖悟ではなく神パッドを凝視していた。

　不ふ審しんに思った聖悟は花子の後ろに回り込んだ。神パッドには完全謝罪対応マニュアル（ケースに応じた例文つき）が表示されていた。

「……言いたいことは色々あるが今は後回しだ。とりあえず動画配信サイトを見せろ」

　聖悟はさっと手を伸のばして神パッドをタップし、動画配信サイトに画面を切り替かえた。

「ちょっと！　ここからコンプライアンスとかガバナンスとかステークホルダーとかのお決まりのフレーズを使って最終的にわたしの責任を有う耶や無む耶やにする流れだったんですけど！」

　謝罪という名の言いい逃のがれを打ち切られた花子が抗こう議ぎした。

「あれなら自動音声の謝罪文でも聞かされる方がマシだ」

　そう言って聖悟は神パッドの画面に集中した。

「なんだこれは。最低画質じゃないか。最高まで上げるぞ。ボリュームも小さすぎる」

　聖悟は神パッドをタップしてささっと設定を変えた。

「ちょ！　最高画質設定はやめてええええ！　ギガが減る！　ギガが減るうううう！」

　花子は血相を変えて聖悟の暴挙を止めようとした。

「高速通信は制限があるのか。なにからなにまで適当なくせにこんなところだけしっかりしているとは……」

　神パッドの警告表示を見て聖悟は舌打ちした。

「そうなの！　だから画質を落として――」

　一筋の希望の光を見いだした花子はそれに縋すがった。

「……高速通信容量を追加購こう入にゆうできるじゃないか」

　警告表示の下の方に高速通信容量の追加購入案内を見つけた聖悟の唇くちびるが大きな弧こを描いた。

「それはらめえええええ！　わたしのお小こ遣づかいがあああああ！」

　花子は奇き声せいに近い悲鳴を上げた。

　しかし、聖悟は容よう赦しやなく画面をタップし、高速通信容量を限界までチャージした。

「面めん倒どうな設定も終わった。これでようやくあの子達に会える」

　目的を達成した聖悟は満足そうにうなずいた。

「…………」

　お小遣いを全額投入された花子は抜ぬけ殻がらのようになっていた。

　だが、花子の絶望などお構いなしに神パッドは高速でデータをダウンロードした。すぐにかわいらしいタイトルロゴが表示され、軽快なオープニングテーマが最大音量で鳴り響いた。異世界で望みうる最高のクオリティで、常つね守もり聖悟の大好きな日常系アニメが始まった。




　至福の時はあっという間に過ぎ去ってしまう。過ぎ去った楽しい時を想うと聖悟の胸に言いようのない寂さびしさが去来した。だが、聖悟は次回予告を眺ながめながら味わうこの寂しさがそれほど嫌いではなかった。

　ちなみに次回はみんなで海水浴に行く話だそうだ。

　聖悟が元いた世界では十月に入るところだった。当然、海水浴に行くような時季ではない。とはいえ、聖悟は日常系アニメに対して季節感がどうこうなどと狭きよう量りようなことを言うつもりはなかった。

　水着回は拝むものであって文句を言うものではない。それが聖悟の信条だった。

「……わたしのお小遣いをぶっ込んだ最高画質の日常系アニメはいかがでしたかね？　ご満足いただけましたか？」

　全てを失った花子は力のない笑えみを浮かべていた。心が壊こわれそうになったときに笑いたくなるのは人も神も同じだった。

「ああ。俺がこの世界でなにをすべきなのかが分かった」

「……なんですって？」

　思いもよらない言葉に花子は正気に戻った。

「俺は自分が恥はずかしい。馬車が走っていることなんてどうでもいい。電気もガスも水道もないことなんてどうでもいい。魔物がいることなんてどうでもいい。ここが剣と魔ま法ほうの世界だってことなんてどうでもいいんだ。彼女は、エマは、持っていたじゃないか。あの子達と同じものを。他人を思いやる心を。優しさを。それなら、俺がやることはひとつだ」

　聖悟は熱に浮かされたように語った。

「つまり、どういうことなんですかね？」

　熱意だけは気持ち悪いくらいに伝わってくるものの、花子には聖悟がなにをするつもりなのかがよく分からなかった。

「この世界を変えるんだ。ゆるい日常系の世界にな」

　聖悟の顔は天てん啓けいを得たかのようだった。

「……いや、いやいやいやいや！　ちょっと待ってくださいよ！　ここは剣けんと魔法のファンタジー系異世界ですよ！　冒ぼう険けん者しやギルドとかあるんですよ！　魔物を統すべる魔ま王おう的なやつとかいるんですよ！　なんか禁忌的な力を秘ひめた古いにしえの精せい霊れいとかもいますし、戦争っぽいことをやってる国もあるんですよ！　あなたみたいな異世界人も暗あん躍やくしてたりしてなかったりするんですよ！　ゆるい日常系の世界とは全然違ちがうんですよ！」

　花子はふわっとした根こん拠きよを並べ立てて聖悟を止めようとした。

　それに対して聖悟の考えは至ってシンプルだった。

「優しい心を持った女の子がいればどこにだってゆるい日常は広がるんだ」

　常守聖悟には世界が変わろうとも絶対に揺るがない普ふ遍へんの真理があるのだ。

「うわあ、またニチャアって笑ってる……」

　こんな顔で笑う男を止められるわけがない。それは花子も認めざるを得なかった。

「俺はこの世界にゆるい日常をもたらす。魔王だの戦争だののシリアス展開はなにもかも滅ほろぼしてやる」

「お気持ちはよく分かったんで、そのニチャアって感じの笑顔のままで血に飢うえた妖刀みたいな目つきになるのはやめてもらえませんかね……夢に出てきそうなんですが……」

　異様な表情を浮かべる聖悟に花子はドン引きしていた。

「さあ、ゆるい日常の幕開けだ」

　常守聖悟は笑っていた。ゆるくて優しい世界への期待にこころをぴょんぴょんさせながら。







ＥＰＩＳＯＤＥ９　ゆるい日常の要







　ゆるい世界を作ることを決意すると聖しよう悟ごは早さつ速そく行動を開始した。

　まずは花はな子こを連れてエマに話を聞きに行った。エマは馬小屋で自分の馬にエサをやっているところだった。

　この世界をゆるいものに変えるにあたって、聖悟には絶対に確かく認にんしておかなければならないことがあった。

「この世界の学校について知りたいだって？」

　エマに問い返されると聖悟はうなずいた。

「そうだな……まず、この世界で学校に通うのは基本的に貴族だけだ。学校によって多少の差はあるんだが、大体十三歳さいになると貴族の子し弟ていは学校に通うことになる。ちなみに学校に通うのは通常であれば男子のみだ」

「貴族のお嬢じよう様さま学校はないのか。夢も希望もあったもんじゃないな」

　やはりファンタジー世界などろくなものではない。期待を打うち砕くだかれた聖悟は嘆なげいていた。

「学校に通う女子もいないわけではないんだが、やはり男子が圧あつ倒とう的てきに多いな」

「男のこととか果てしなくどうでもいい」

　聖悟からすれば、男子生徒について考えるよりも道ばたに転がっている石ころについて一日中考えている方が遙はるかに有意義だった。

「言い切ったな……」

　無関心を絵に描かいたような聖悟の態度にエマは戸と惑まどっていた。

「やっぱり学校に通うのは貴族だけなんですね」

　花子が言った。

「予想通りだったな」

　聖悟が言った。

「では、わたしは村長さんのところに行ってきますね」

　そう言うと、花子はエマに手を振って村長の家に走っていった。

　花子が突然村長の家に行った理由も気になったが、エマにはそれよりも重要な問題があった。

「なあ、聖悟」

　エマは聖悟に向き直った。

「なんだ？」

「地面を見ているのはそんなに楽しいのか？」

　エマは斜め下を向いて馬小屋の地面を凝視している男に問いかけた。

　一応会話は成り立っていたものの、聖悟は決してエマと目を合わせようとしなかったし、離れていると言えなくもない絶ぜつ妙みような距きよ離りを保っていた。

「……宗教上の理由で……」

　斜め下を向いたまま言い訳する聖悟に向かって、エマは一歩近づいた。

「ちゃんと某それがしを見てくれ」

　真しん剣けんな声でそう言われた聖悟は覚かく悟ごを決めて顔を上げた。

　剣けん士しの金色の髪かみは入り口から吹ふき込む弱い風になびいていた。聖悟の態度に不満を感じていたせいでエマの口元は引ひき締しまっていた。だが、その青い瞳ひとみはいつもと同じように穏おだやかな優しさで満たされていた。

「その……ちゃんと見てくれとは言ったが……そんな風に見つめられてしまうと……」

　エマは結ゆわえた金色の髪を落ち着かない様子でいじっていた。彼女の透すき通とおるように白い肌はだは少し赤みを帯びていた。

　聖悟は時間が止まったかのように立たち尽つくした。世界が滅びるまでずっとこの優しい心を持った女の子を見つめていたかった。

「ふーむ、ボーイミーツガールって呼ぶにはちょっとボーイ側の年ねん齢れいが高いですけど、これはこれでありなんじゃないですかね」

　いつの間にか戻っていた花子が言った。その手には銀色に光る神パッドがあった。

　花子の存在に気づいたふたりは慌あわてて互たがいから目をそらした。

「も、戻っていたのか……な、なにをやっているんだ？」

　必死で平静を装いながらエマが尋たずねた。

「どうぞお気になさらず。おふたりが接近していく過程を記録に収めているだけですので」

　神パッドをエマに向けたまま花子が言った。

「気にするなと言われても……ちょっと待て、記録だと？」

「あ、見ますか？　最高画質で録画してますから綺き麗れいに撮とれてますよ」

　花子は神パッドを操作して録画した映像を再生した。

「なんだこれは！　板に某が映っているぞ！」

　神パッドに映る自分の姿にエマは目を見開いた。

『ちゃんと某を見てくれ』

　画面の中のエマが言っていた。

『その……ちゃんと見てくれとは言ったが……そんな風に見つめられてしまうと……』

　画面の中のエマは顔を赤くしていた。

　生身のエマはあまりの恥ずかしさに言葉にならない叫さけびを上げた。

「そんなに気にすることないですよ。自分では剣士らしく凜り々りしい感じで振る舞まってたつもりだったのに、客観的に見たら異性を意識してうろたえてる普ふ通つうの女の子にしか見えなかったってだけのことじゃないですか」

　花子はしれっと言った。

「解説するなああああ！」

　自分の振る舞いを改めて突つきつけられたエマが叫んだ。

「他人を撮さつ影えいするのは同意を得てからにしろ」

　見かねた聖悟が花子の手から神パッドを取り上げ、素早く映像を消去した。

「わたしのお宝が！」

「消えたのか……た、助かった」

　エマは安あん堵どのため息を漏もらした。

「盗とう撮さつはともかく、お前が戻ってきたってことは村長の方には話したんだな？」

　聖悟は花子に聞いた。

「許可はバッチリ取りましたよ。空いている土地があるから貸してくれるそうです。ただ、実際の作業はこっちでやらないとダメですが」

「それで充じゆう分ぶんだ」

「なにか始めるつもりなのか？」

　エマが尋ねた。

「ああ。まずはこの村に学校を作って女子高生を誕生させる。そしてこの世界をゆるい世界に変える」

「ゆるい世界？」

　エマにはよく分からないフレーズだった。

「ざっくり言えばすごく平和な世界ってことです」

　花子が補足した。

「そうか。お前達は平和な世界を作ろうとしているのか。某は剣士として目の前の人々を守ることだけを……じゃなくて強くなることだけを考えていた。世界そのものをどうこうしようだなんて思いもしなかった。だが、世界そのものを平和にするというお前達の考えは素す晴ばらしいものだと思う」

　エマは聖悟が掲かかげた目標に心を打たれていた。

「これってそんな大層な話なんですか……」

　花子は剣士のクソ真ま面じ目めな反応に鼻白んだ。

「君にそう言ってもらえるのは光栄だ」

　聖悟はエマに共感してもらえたことがたまらなく嬉しかった。

「それはそうと、お前の言う『じょしこーせー』とはなんなのだ？」

　エマが聞いた。

「高等学校に通う女子生徒のことだ。辞書を引けばそう書いてある。だが、この言葉はそんな無む味み乾かん燥そうなものじゃないんだ。女子高生という言葉は限られた時間の中で、かけがえのない日々を思いっきり楽しむ、そんな彼女たちの姿を表しているんだ」

　聖悟の言葉には熱がこもっていた。

「つまり、お前はこの村に学校を作るのだな」

　言っていることはよく分からないものの、エマにも聖悟の熱意は伝わってきた。

「その通りだ」

「なるほど、女子に教育を施ほどこすわけか。そういう学校の噂うわさも耳にしたことはあるんだが、実際に作ると言われると突とつ拍ぴよう子しもないものに聞こえるな。だが、某は世界平和のための第一歩にふさわしいと思う。よし！　お前には命を救ってもらった恩がある！　某も学校作りに手を貸そう！」

　エマは力強く協力を約束した。

「心配することはない。通ってみればすぐに慣れる」

　聖悟はエマを勇気づけるようにうなずいた。

「……うん？　いまの言葉はなにかおかしくないか？　まるで某が学校に通うかのように聞こえるのだが……」

「なにもおかしくはない。君は女子高生になるんだ」

「ま、待て待て待て！　なぜ某が『じょしこーせー』にならなければいけないのだ！」

「君がかわいいからだ」

「は？」

　ぽかんと口を開けてエマが静止した。

「肌は綺麗だし、青い瞳も美しい。その見事な金色の髪は日常系だと少し珍しいが、気にするようなことじゃない。そういうわけで君はかわいい。だが、なんと言っても素晴らしいのはその人ひと柄がらだ。他人を思いやる優やさしい心を持った女の子というのは最高に尊い。欲を言えば日常系において凜々しい感じの子は三番手くらいが理想的なんだがいまはそんな贅ぜい沢たくを言っている場合では――」

　聖悟は手早くエマの魅み力りよくを並べていった。

「き、急に褒ほめるな！　びっくりするだろうが！」

　エマは顔を真っ赤にして声を荒あらげた。

「すまない。驚おどろかせるつもりはなかったんだ」

　聖悟は素す直なおに詫わびた。

「あ、謝あやまらなくてもいい……謝らなくてもいいんだが……その、しかしだな……」

　エマの声はどんどん小さくなっていった。

「しかし？」

「な、なんでもない！　某のことはもういい！　……コホン、学校を作るとなると必要になるのは校舎と先生か」

　無む理り矢や理りごまかしながらエマが言った。

「村長さんは空き地に校舎を建てるのを許可してくれましたよ」

　花子が言った。

「そうなると問題は先生か……そうだ！　聖悟が異世界の知識を教えたらいいんじゃないか？」

　名案を閃ひらめいたエマの声は弾はずんでいた。

　だが、聖悟は重いため息をついた。

「ど、どうしたんだ？　なぜ少し悲しそうな顔で遠くを見ているんだ？」

　なにやら憂ゆう鬱うつそうな聖悟にエマは戸惑っていた。

「俺はゆるい日常を実現するためならなんでもやるつもりだ。だが、その優しい世界に俺が直接関かかわってはならないんだ」

　聖悟が単なる住人でいるならいい。あの素晴らしい世界にただ存在しているだけならば。

　傍ぼう観かん者しや。

　それが聖悟のあるべき姿なのだ。

　そもそも聖悟が望んでいたのは単にあの温かな世界に行くことだけだ。

　彼女たちとふれあうことなど聖悟は微み塵じんも考えていなかった。

　そんなことを望むには彼女たちは尊すぎるのだ。

　あの世界は聖悟の中にはないもので満たされている。それ故ゆえに聖悟はあの世界に焦こがれる。

　だが、あの世界に住む彼女たちが持っているものを聖悟は持っていない。それ故に聖悟があの子達と直接関わることは許されないのだ。

　聖悟とて最初からこのように考えていたわけではない。思おもい悩なやんだ時期もあった。

　それでも時間が経つにつれ、傍観者でいることを受け入れるに至ったのだった。

「……わけがわからない……」

　聖悟の葛かつ藤とうと受容に至る経けい緯いなど露つゆ程ほども知らないエマはただただ困こん惑わくしていた。

「安心してください。わたしも全く理解できませんから」

　花子が言った。

「俺は教師なんてやるつもりはない。そんなことをしてしまったら俺は傍観者でいられなくなってしまうんだ」

「そ、そうか……教師をやらないことにするだけでいったいなぜそんなにも吹っ切れたような顔になるのか某にはわからんが……お前がやらないのならば別の人間を探さなくてはならないな」

　戸惑いつつもエマが言った。

「仕方ないですねえ。このわたしが迷える子羊たちに至高の英知を授さずけてやるとしますか」

　もったいぶった調子で教師役を買って出たのは花子だった。

「他に当てはあるのか？」

　聖悟がエマに聞いた。

「あることはあるんだが……某も『彼女』と面識があるわけではないからな……」

　エマは腕うでを組んで考え込んだ。

「『彼女』か。いいな。男でないのは素晴らしい」

「男のなにがそんなに嫌いやなんだ……」

　エマは言わずにいられなかった。

「全てだ」

　即そく答とうだった。

「……馬ば鹿かげたことを聞いて悪いんだが、お前、自分の性別はちゃんとわかっているんだよな？」

　聞いていいものか大分迷ったエマだったが勇気を出して聞いてみることにした。

「男である俺は優しい世界に不要なんだ」

　そう語る聖悟は遠い目をしていた。

「なんかまた悲しげな顔で遠くを見はじめたな……」

「それで、『彼女』というのはいったい何者なんだ？」

「某が言っているのは『森の魔ま女じよ』のことだ」

　ふたりは森の魔女について話し始めた。




「ああ、うん、わたしはアウトオブ眼中ですか。完かん璧ぺきスルーですか。アンタッチャブルですか。まあ、こうなるような気はしてましたけどね……ハハッ」

　教師役に名乗り出たものの全く相手にされなかった花子は力なく笑った。その目には涙なみだが光っていた。







ＥＰＩＳＯＤＥ10　アポ無しは失礼







　方針が決まったので、三人はマクリー村長に報告しに行った。

　学校を作るという計画には快く賛同してくれたマクリー村長だったが、『森の魔女』を教師として迎むかえ入いれるという点については少々不安を持っているようだった。

「彼かの女じよに教師役を頼たのむのですか……」

　椅子に腰こし掛かけた村長は、組み合わせた両手に目を落とした。

「友好的な相手ではないのか？」

　聖しよう悟ごが尋ねた。

「いえいえ、彼女は私たちに良くしてくれていますよ。時々村にやってきて森で取れる貴重な植物や彼女が調合した薬を分けてくれますし、具合が悪い者がいれば診みてくれます」

「親切な方なのだな」

　エマは森の魔女の行いに感心していた。

「あなたと同じようにね」

　村長は心こころ優やさしい剣士を見ていたずらっぽく笑った。

「そ、そのようなことは……」

　エマは顔を赤くしてうつむいた。

「話を聞いているかぎり協力してくれそうな感じがしますけどね」

　花はな子こが首をかしげた。

「申し訳ないのですが、私からはこれ以上なにも言えません。ここから先は実際に彼女と会って、ご自分の目で確かめてください」

「気にしなくていい。最初から会いに行くつもりだったからな」

　聖悟が言った。

　その後、村長に魔女の住すみ処かまでの道を教えてもらうと、三人で魔女が住む森へと向かったのだった。




　魔女が住む森はシャンカラ村の西にあった。

　森には背の高い木々が生おい茂しげっていて、昼を少し過ぎた頃ころだというのに薄うす暗ぐらかった。

　だが、動物が草木をかき分けて動き回る音や鳥達が甲かん高だかく鳴く声があちらこちらから聞こえており、不気味な感じはしなかった。

「そういえばエマさんは魔女に会ったことがないんですよね？」

　花子が隣となりを歩くエマに聞いた。エマは念のため愛用の長ちよう剣けんを帯びていた。

　聖悟の方は念じて出現させた大型のナイフで邪じや魔まな枝を切りながら先頭を歩いていた。

「ああ、そうなんだ。某それがしはまだ魔女と会ったことがなくて……いやいや、ちょっと待て！　いま聖悟がなにもないところからナイフを出したぞ！」

　先頭を歩く聖悟を何気なく見ていたエマは、目を疑うような光景に驚きの声を上げた。

　聖悟はちらりと花子を振り返った。その目は『ごまかせ』と言っていた。

　花子はぐっと親指を立てて、『チョロそうな女剣士ひとりくらいどうとでもなりますぜ』というメッセージを送った。

「あれは手品です」

　花子は落おち着つき払はらってそう言った。

「嘘うそをつくんじゃない！　お前、『手品ってことにしてごまかそう』って思っただろう！」

　エマ・ローズレンは雑なごまかしが通用するほど甘あまい相手ではなかった。

「あれは手品です」

　花子は淡たん々たんと同じ言葉を繰くり返した。声にも表情にも全く動どう揺ようは見られなかった。

　嘘、大げさ、紛まぎらわしい表現を並べ立てることに関して、花子は百ひやく戦せん錬れん磨まの強者だった。

「どうあってもそれで押おし通すつもりか」

　エマは納なつ得とくしていなかった。とはいえ、いつまでもこだわっていても仕方がない。ごまかし方には腹が立つものの、このふたりにも事情があるのだろう。そう考えたエマは気を取り直して花子の質問に答えることにした。

「ともかく、某が魔女に会ったことがないという件だったな。前にも言ったがその通りだ。この村にはたびたび厄やつ介かいになっているのだが、たまたま会う機会がなくてな。だから某も魔女に会うのは楽しみなんだ」

「シャンカラ村にはよく来ていたんですね。慣れた感じで村の人達と接してると思ってましたが」

　花子が言った。

「ああ。最近はこの辺りを拠きよ点てんにしているんだ」

「そうか……エマさんは住所不定でしたね」

　放ほう浪ろうの剣士を見る花子の目は悲しげだった。

「その言い方はやめろ！　哀あわれむような目で某を見るんじゃない！」

「わたしのいた世界では住所がない人っていうのはなんというか……かなり……特とく殊しゆな人間として扱あつかわれていたので……」

　花子は目を伏ふせずにはいられなかった。

「だから！　某を可か哀わい想そうな子扱いするなと言っているだろうがああああ！」

　エマの叫びは木々の葉を大きく揺ゆらしたのだった。




　ひんやりとした森の中を歩くうちに少し落ち着いてきたエマは、前から聞きたかった疑問をぶつけてみることにした。

「ところで、お前達は元いた世界ではなにをやっていたんだ？」

「戦場に乗り込んでどちらか、あるいは両方を叩たたきのめす……そんなことが多かった」

　面おも白しろくもなさそうに聖悟が言った。

「おお！　お前も武人だったのだな！」

　聖悟の言葉にエマは興奮を覚えた。

「いや、そうじゃない」

　聖悟は首を横に振ふった。

「違うのか？」

　エマは不思議そうに聞いた。

「君がやっているのは誰だれかを『守る』ことだろう？」

「いや、それはその……」

　正面からそう言われたエマは言葉に詰つまった。

「俺おれの仕事は『敵』の『排はい除じよ』だった」

　自分の仕事を語る聖悟の声は平板だった。

「……そうか」

　エマにはなんとなく聖悟が寂しそうに見えた。

「俺は君とは違う。だからこそ、俺は君の優しい心に惹ひかれるんだ」

　エマを見る聖悟の瞳には深い安らぎが感じられた。

「だ、だから、そんな、優しいとか……惹かれるとか言われるのは……その……慣れていなくてだな……」

　エマは消え入りそうな声でつぶやいた。

「そ、そうだ！　花子の方はなにをやっていたんだ？」

　気持ちを切り替えようとエマは花子に話を振った。

「ほほう、このわたしがなにをやっていたのかを聞きたい……と、エマさんはそうおっしゃるわけですか……」

　このときを待っていた花子は肩かたにかかった髪をファサァッと払った。

「言いにくいのであれば無理に言わなくても……」

　最大級にもったいぶっている花子の態度で色々と察してしまったので、エマは話を切り上げようとした。

「いいんです。いいんですよ。謎なぞというものは女を美しく見せるもの。そしてまた、謎は人を引きつけるもの。わたしのようなミステリアスな美少女のことを知りたいと願うのは自然の摂せつ理りなのです」

　花子は滔とう々とうと語りだした。

「すごい勢いで興味が失うせていくんだが……」

　花子はまだ具体的なことをなにも言っていないにもかかわらず、エマの心はどんどん冷めていった。

　どうしたものかと思っていると、エマの元に思わぬ助け船がやってきた。

「あれが魔女の住すみ処かじゃないか？」

　神パッドで地図を見ていた聖悟が言った。

　聖悟が指さした先には木々のない開けた場所があり、そこに丸太で組んだ頑がん丈じようそうな一いつ軒けん家やが建っていた。

「ふっ、今日のところはここまでですね。掴つかんだと思ったら手からすり抜けてしまう……謎とはそういうものなのですよ」

　花子はエマに意味ありげな視線を送った。

「そうか」

　エマは花子の視線をさらりと受け流した。

「それにしても、こんな辺へん鄙ぴなところに好き好んで住んでいるのはいったいどんな御ご仁じんなのだろうな」

　エマはなんの警けい戒かいもせずに魔女の家に向かって歩いていった。

「ちょっと待ってください」

　声をかけたのは花子だった。

「どうかしたか？」

　エマが振り返った。

「アポ無しでの訪問は失礼ではないでしょうか？」

「それはそうだが……なんだか急に常識的なことを言い出したな」

　指し摘てき自体はまっとうなものだったが、エマには花子がそういうことを気にするタイプだとは思えなかった。

「お前、もしかして過去の自分の行いを反省しているのか？」

　アポ無し訪問から深夜のピンポンラッシュにつないで、強制異世界転移でとどめを刺さす十割コンボをくらった経験を持つ聖悟は苦い顔をしていた。

「わたしとて時には間ま違ちがいを犯おかしますからね。過去を省かえりみることも必要なのですよ」

「まあ、サルでも反省は出来るからな」
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　聖悟の言葉に花子はメンチを切ることで応こたえた。

「しかし、今いま更さら約束を取り付けることなんて出来ないだろう」

　エマが指摘した。

「訪問直前でもアポが取れる。そう、神パッドならね」

　花子は聖悟の手から神パッドを素す早ばやくひったくると、収納されていた高性能スタイラスペンを取り出してさらさらと画面に文字を書き付けた。

「あとは印刷するだけですな」

　神パッドを操作すると花子の頭上に幾き何か学がく模様の魔ま法ほう陣じんが現れ、なかから印刷された紙が出てきた。

「仕上がりましたね。ちょっと持っててください」

　花子は神パッドを聖悟に預けると出てきた紙を手にとって印刷の具合を確かめた。

「至いたれり尽くせりだな」

　神パッドの便利さには流石さすがの聖悟も感心していた。

「映像を記録できるだけでなく、紙に文字を印刷することも出来るのか……すごいな」

　エマは聖悟が持っている神パッドをのぞき込んだ。

「あ、ああ……そ、そうだな……色々なことが出来るんだ」

　どうにかこうにかエマと普通に接することが出来るようになった聖悟だったが、この距離となると話は別だった。すぐ近くにいる尊さの結けつ晶しようを出来る限り意識しないようにしながら、聖悟は神パッドの機能を説明した。

「結局、お前はなにをやるつもりだったんだ？」

　エマは神パッドから目を上げて花子を見た。

「訪問の事前連れん絡らくを……するんですよっと！」

　花子は滑なめらかなオーバースローのフォームで丸い石を投げながら答えた。石は先ほど印刷した紙で包んであり、紙には『これから伺うかがいます』と書かれていた。

　性しよう根ねが腐くさっていようとも花子は神である。その身体能力は無む駄だに高かった。投げられた石は矢のように飛び、森じゅうに響ひびき渡わたる轟ごう音おんとともに魔女の住処の頑丈な扉とびらをぶち抜ぬいた。

「ふーむ、やはり縫ぬい目めがないと上う手まくスピンがかからないですね」

　花子は指の具合を確かめながらつぶやいた。花子の『事前連絡』に聖悟とエマが言葉を失っていると、穴が空いた扉がものすごい勢いで内側から開いた。

「ワシの家に石をぶち込んできたのはどこのどいつじゃああああああ！」

　家から出てきた赤い髪の人物は黒いローブを身につけていた。怒いかりに震ふるえるその手には花子が書いた手紙が握にぎられている。

「まさか出で迎むかえまでしてくれるとは思いませんでしたよ。やはりアポは取っておくべきですね」

　花子は事前連絡の成果に満足していた。
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ＥＰＩＳＯＤＥ11　断れない申し出







「なるほど、おぬしがエマか。美しき放浪の剣士の話はシャンカラ村の連中から聞いておるよ」

　森の魔女は正面に座すわる金きん髪ぱつの剣士を見てにやりと笑った。

　魔女は花はな子この『事前連絡』に激げき怒どしたものの、噂に聞いていた女剣士がいるのに気づくと態度を軟なん化かさせて、三人を家に入れてやったのだった。

「そ、某それがしは美しくなど……」

　年季の入った椅い子すに腰掛けたエマは顔を赤くして縮こまった。

「おぬしがふたりの異世界人と協力してゴブリンの襲しゆう撃げきから村を守ったことは村長が知らせてくれた。その異世界人達たちにも感謝しとったんじゃが、よもやそのふたりの片割れがこんなドアホウじゃったとはな」

　魔女は床ゆかに正座させた白いワンピースの少女をにらみつけた。

「訪問するときには事前に連絡を入れるのが常識だと思うんですよ」

　花子は反省していなかった。

「おぬしは知らんのだろうが、世の中には他ほかにも常識があるんじゃよ。例えば、訪問する家の扉を投石でぶち抜かないこととかな」

　口調こそ穏やかだったが魔女の瞳は怒りに燃えていた。

「ところで、その……」

　エマが口を開いた。

「なんじゃ？」

「あなたが『森の魔女』なのですよね？」

「いかにも。ワシはアパルナ・ロックウッド。『森の魔女』とはワシのことじゃ」

　森の魔女アパルナは鷹おう揚ようにうなずいた。

「ええと……」

　エマはどう言ったらいいものかと言葉を探していた。

「ふふっ、ワシはこんな形じゃがもう三百年は生きとるよ」

　女剣士がなにを尋ねたいのかくらいアパルナにはお見通しだった。

「三百年ですって！」

　エマは思わず声を上げた。

　森の魔女アパルナは子供にしか見えなかったのだ。

　身長はどう見ても百四十センチに達していない。小こ柄がらな女性と表現するには少々厳しいものがあった。顔の作りも完全に子供のそれだった。

「ずいぶん前にちょっとした手て違ちがいで老いない体になってしもうてな。おまけに体まで若返ってしもうたのじゃよ」

　アパルナが説明した。

「はえー」

　凜々しい女剣士はつい間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「つまり、お前は実じつ年ねん齢れいと肉体年齢に大きな開きがあるんだな？」

　それまで黙だまって話を聞いていた聖しよう悟ごが言った。

「そういうことじゃな。体の方は十歳さいくらいで生まれたのが三百年前じゃから、二百九十年分の開きがあるのう」

「……日常系には不向きだな」

　アパルナの答えに聖悟は重いため息をついた。

　ゆるさ第一の日常系といえどもキャラ付けは不可欠である。そして、キャラ付けというのははっきりしている方が好ましい。

　だが、ものには限度がある。これはやり過ぎだ。

　ただでさえファンタジー風の異世界だというのに、ロリババアなどというファンタジックな存在を先生にしてしまったら日常系からさらに遠のいてしまう。とはいえ、学校には先生が必要である。聖悟もそれは分かっていた。

「なんじゃ、ワシの姿が不満なのか？」

　アパルナの目が鋭するどくなった。

　それでも聖悟はうなずいた。

「初対面で女の外見にケチをつけるとは良い度胸じゃな、ボケナス。一体どんな姿なら良かったんじゃ？」

「……難問だな」

　聖悟は腕を組んで考え込んだ。

　これはつまり理想とする日常系アニメの先生像を答えろということだ。

　一口に日常系の先生といっても色々なタイプがいる。ちょっと気だるげな先生に真面目な新米教師、親しみやすいサバサバしたタイプ、強きよう烈れつなギャップがある先生。どの先生にもそれぞれの良さがあるのだ。どれが理想かなどそう簡単に答えられるものではない。

　それでも聖悟は答えを出した。

　悩んだ末に出した答えを口にしようとしたとき、魔女がニヤニヤと笑いながら言った。

「なんじゃ、なんじゃ、理想の女の姿を答えるのが恥はずかしいのか？」

「恥ずかしいのか、だと？」

　深遠な悩みに対して茶々を入れられた聖悟は静かに怒りを滾たぎらせた。

「良いだろう、答えてやる。俺の理想は母性あふれる優しいお姉さんタイプだ。鉄板過ぎて面白みがないと言う奴やつもいるだろう。俺だってもう少しひねりが欲ほしいと感じるときもある。だが、母性あふれる優しいお姉さんという存在は目立つことはなくともゆるい世界を支える重要な要素のひとつなんだ。俺はあの優しい世界を愛する者のひとりとして、母性あふれる優しいお姉さんこそが理想のタイプだと宣言する。それを恥じるつもりなど全くない！」

　聖悟は熱い衝しよう動どうに突き動かされるままそう言った。

「ああ、うん、からかったのは謝るが、別に熱を込めて語ってもらわなくてもいいんじゃがなー……」

　母性あふれる優しいお姉さんタイプ愛に燃える聖悟に、アパルナは引いていた。

　ふたりのやりとりを見ていた花子は魔女が聖悟に気を取られている今こそがチャンスだと判断した。花子の手がテーブルに載のっていた魔女の手作りクッキーを素早くかっさらった。

「ほほう、こいつはなかなかの逸いつ品ぴんですな」

　クッキーの出来に花子は目を細めた。

「おぬしは遠えん慮りよというものを知らんのか？」

　花子の動きもちゃんと見ていた魔女は呆あきれかえった。

「ふっ、遠慮なんてものは元の世界に忘れてきてしまいましたよ」

　茶色の髪かみをファサァっと払いながら花子が言った。

「そうか」

　アパルナは淡々としていた。

「え？　わたし、いま生しよう涯がいでベストスリーに入るレベルの超ちようイケてるセリフを完璧に決めたんですが……」

　ショックを隠かくせない花子は助けを求めて聖悟を見た。しかし、聖悟はなにも言わずに目をそらした。

「見捨てられた！」

　花子が叫さけんだ。

「それで、おぬしらは一体なにをしに――」

「我わが宿敵よ！　満願成じよう就じゆの時が来たぞ！」

　アパルナが本題に入ろうとした時、家の外から大きな声がした。

「なんだ？」

　聖悟達たちは扉に目を向けた。花子が空けた穴から家の前に誰かが立っているのが見えた。

「客だぞ」

　聖悟が言った。

「言われんでも分かっとる」

　アパルナは見通しが良くなった扉を苦々しい顔で見ていた。

「聴ちよう力りよく、視力ともに問題なしか。年の割には健康だな」

「このワシを年寄り扱いしよるとは……」

　アパルナはギリギリと奥おく歯ばを噛かみしめた。

「ええと、あれは一体何者なのですか？　『我が宿敵』とか言っていましたが」

　異世界人と魔女の間で本格的に火花が散る前にエマが割り込んだ。

「もう、かれこれ半年ほど前のことなんじゃが、ワシのもとに異世界人の魔ま法ほう使つかいがやってきたんじゃよ」

　アパルナが説明した。

「異世界人の魔法使いですって！」

　エマはテーブルに身を乗り出した。剣けん士しの目は妙みような具合に輝かがやいていた。

　アパルナもエマの様子が変わったことに気づいたが、とりあえず話を続けることにした。

「うむ。そやつはどういうわけかワシを一方的にライバル視しておってのう……決けつ闘とうを挑いどんできたんじゃ。異世界から来た魔法使いなんてそうそう見れるもんではないからのう、ワシもつい面白がって決闘に応じてしもうたんじゃ」

「ライバル……決闘……」

　エマはうわごとのようにつぶやいた。

「そいつと戦ったのか？」

「いまにして思えばあれは大おお間ま違ちがいじゃった」

　アパルナは聖悟の質問にうなずくと、重いため息をついた。

「ワシは決闘に勝ったんじゃ。じゃが、奴はおのれの敗北を決して認めようとしなかった。次の日になると奴はまた決闘を挑んできよったのじゃ」

　アパルナは面めん倒どうくさそうに経緯を語った。アパルナからすれば何度追い払ってもやってくる野の良ら犬いぬのようなものだったのだが、放浪の女剣士は全く別の受け取り方をしていた。

「……異世界で巡めぐり会あった好敵手との激げき闘とう！　そして、自分よりも強い相手がいることを知る！　それでもあきらめることは出来ない！　なぜならば自分自身に対して自分の強さを証明しなくてはならないのだから！」

　放浪の女剣士エマ・ローズレンはメラメラと燃えていた。

「おい、エマの様子がおかしいぞ、どうなっとるんじゃ？」

　魔女はテーブルから身を乗り出すと、瞳ひとみに炎ほのおを燃え上がらせたエマに聞こえないように小声で言った。

「俺に聞かれても困る。こんな風になるのは初めて見た」

　エマの変へん貌ぼうには聖悟もアパルナと同じくらい戸と惑まどっていた。

「どうもスイッチが入ったようですな」

　訳知り顔の花子が顔を覗のぞかせた。

「スイッチ？　どういうことじゃ？」

「簡単に言うとですね、一部の人達は決闘だの好敵手だのってフレーズがメチャクチャ心に響くんですよ」

「なんかめんどくさそうな人種じゃのう」

「残念ながらその予想は大当たりですね。エマさんの頭の中では決闘で力を使い果たしたアパルナさんとその異世界人の魔法使いさんが、河原の土手で大の字になって沈しずむ夕日を眺ながめながらお互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合ってるところですよ」

「なんじゃそのピンポイントな妄もう想そうは」

　困惑しきりのアパルナは、ついさっきまでまともな人間だと思っていた女剣士の様子をうかがった。

「……世界を超こえて巡り会った二人は河原で沈む夕日を背に、拳こぶしと拳を、お互いの思いと思いをぶつけ合う！　そして、持てる力の全すべてを出し切り、もう立ち上がることすらできないふたりは互いの強さを讃えて笑い合うのですね！」

　興奮を抑おさえきれないエマは椅子から立ち上がって拳を突つき上あげた。花子のピンポイントな予想はピンポイントで的中していた。

「……お前、読心術が使えるのか？」

　熱く燃える剣士を尻しり目めに聖悟が聞いた。

「この手の人達は頭の中が大体一いつ緒しよなんですよ」

「しかしどうしたもんかのう。この話はワシが奴の相手をするのが面倒になったから段々適当にあしらうようになって、最近はあしらうのすら面倒くさいんで適当に居留守を使うようになったってオチなんじゃが」

　アパルナはだるそうに真実を語った。

「エマは納得しそうにないな」

　聖悟の視線の先にいるエマの頭の中では、死し闘とうの果てに友情が芽生えたふたりの魔法使いが力を合わせてさらなる強敵に立ち向かうという熱い展開が繰り広げられていた。

「なんとか熱血展開をでっち上げられないもんですかね？」

　花子が聞いた。

「無む茶ちやなことを言うでないわ。ワシは魔法使いであって語かたり部べではないのじゃ。おぬしらこそ異世界の知識でどうにか出来んのか？」

「わたしたちはフィクションに関しては消費専門で――」

「どうした！　宿敵！　まさか怖おじ気けづいたのか！」

　三人が燃え上がっている剣士をなんとか軟なん着ちやく陸りくさせる方法を話し合っていると、家の外から再び大きな声がした。

「しびれを切らしているな」

「居留守ってわけにもいかないですよね」

　聖悟と花子は扉の穴から外の様子をうかがった。

「だるいのう……」

　ぼやくアパルナは急に老ふけ込んだかのようだった。

「さあ！　いよいよ決戦ですね！」

　エマは期待に胸を躍おどらせていた。

　げんなりした顔のアパルナ、目をキラキラさせているエマ、そして普ふ段だん通りの聖悟は三人揃そろって魔女の住処を出た。

　残ってクッキーを独ひとり占じめしようとした花子も、戻もどってきた聖悟に首根っこを掴まれて引きずられていった。

「わたしのロリババアクッキーがああああ！」

　すでに十枚以上を腹に収めていたが、花子は泣きながら叫んだ。




　四人を待ち受けていたのは黒い髪の少女だった。

　年ねん齢れいは十五歳くらいで、左目に紋もん章しようのようなものが描えがかれた黒い眼帯をつけていた。

　彼女は、その小柄な体がすっぽりと収る大きなコートを袖そでを通さずに羽織っていた。コートは闇やみを溶とかし込んだように黒一色だった。

「久しいな、我が宿敵」

　眼帯の少女はアパルナの姿を認めると、口くちの端はしを吊つり上げた。

「おや？　来客中だったのか。僕ぼくと同じように人の世の影かげで生きるお前に知ち己きがいたとは驚おどろきだ」

　アパルナに続いて家から出てきた聖悟達を見て、眼帯の少女が言った。

　彼女の言こと葉ば遣づかいは無駄に仰ぎよう々ぎようしいものだった。

　本人的には固い言葉遣いに見合った迫はく力りよく満点の低い声を出しているつもりのようだが、実際のところ彼女の声は高くてかわいらしい感じだった。

　その結果、本人の願いとは裏腹に子供が頑がん張ばって背せ伸のびしているような、微笑ほほえましい雰ふん囲い気きが醸かもし出だされていた。

「……アパルナ殿どの、なんか思ってたのと違ちがうんだが」

　強者感を出そうと頑張っている少女の姿は、燃え上がっていたエマの心を一気に冷ました。

「人を見た目で判断すると痛い目を見るぞ、剣けん士し殿どの」

　眼帯の少女は凄すごんでいたが、彼女の童顔では威い圧あつ感など出なかった。

「そうか。それは悪かったな」

　熱い期待を打うち砕くだかれたエマの表情は冷めきっていた。

「ふ、ふふっ、忠告を素す直なおに受け入れるのは、い、いいことだ」

　少女は女剣士が自分を見て明らかに落らく胆たんしているのを気にしないように頑張っていた。
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「おぬし、あしらわれとるだけじゃぞ。それも割と冷たい感じで」

　アパルナは冷れい酷こくに事実を突きつけた。

「そんなことないもん！」

　眼帯の少女は反射的に反論してしまった。

　そしてすぐに自分がやらかしてしまったことを悟さとった。

「……そ、そんなことはない……」

　威い厳げんを保つため、少女はなんとか態勢を立て直そうとした。

「『もん』が取れたな」

「『もん』が取れましたね」

「『もん』が取れたのう」

「『もん』とか言ってしまう宿敵はちょっとな……」

　少女は必死だったが、見み逃のがしてもらえるはずもなかった。

「……満願成就の時は来た！　さあ、この僕と貴様のどちらがより高みに近いのかを決めようではないか！」

　見逃してもらえないならごまかすしかない。眼帯の少女はうわずった声で叫ぶとコートから指揮棒ほどの長さの杖つえを取り出した。

「ごまかしたぞ」

「ごまかしましたね」

「ごまかしおったな」

「ごまかしがあからさまな宿敵はちょっとな……」

　少女のごまかしは無残な失敗に終わった。

「よ、四人がかりで精神攻こう撃げきしてくるとか……見み損そこなったぞ！　宿敵！」

　声を荒あらげる少女の目にはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

「もう取とり繕つくろえなくなってきてるな。有う耶や無む耶やにするために問答無用で襲おそいかかってくるぞ」

　聖悟が言った。最強の始末屋の観察眼など使わずとも眼帯の少女が逆ギレ寸前なのは見て取れた。

「ほんっとにだるいのう。面倒くさいことこの上ない。とはいえ、おぬしらを巻き込むわけにもいくまい。少し離はなれておれ」

　アパルナは疲つかれ切きった顔をしていた。

「ちょっと待ってもらえませんかね」

　自じ称しよう宿敵に向かってとぼとぼ歩いて行く魔ま女じよを呼び止めたのは花子だった。

　アパルナはだるそうに振り向いた。

「わたしがあの子をどうにかする代わりにひとつお願いを聞いて欲しいって言ったらどうしますか？」

「なんじゃと！　おぬし、このクソどうしようもない輩やからをどうにか出来るのか！」

　救いの手をさしのべられたアパルナの顔がぱっと輝いた。

「クソどうしようもないとか言うな！」

　アパルナの本音に眼帯の少女は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　聖悟はその隙すきに花子を引っ張っていった。

「おい、どういうつもりだ」

　十分に離れると、聖悟は思いもよらない行動に出た花子を問い詰めた。

「だって、このままじゃアパルナさんに学校で先生をやってくれって頼たのんだって引き受けてもらえないですよ」

「お前の火の玉ストレートのおかげでな」

「聖悟さんだって今のところは印象が悪いじゃないですか」

「それはそうだが……」

　信念を貫つらぬくためとはいえ聖悟はアパルナの外見を否定してしまったのだ。その聖悟が頼んだところで教師役を引き受けてはくれないだろう。

「そこで、『断れない申し出をする』ってわけですよ」

　花子はにやりと笑った。

「勝算はあるんだろうな？　タフネゴシエーターのスキルが通用する相手じゃなさそうだぞ」

　聖悟は地団駄を踏んでいる涙目の少女を肩かた越ごしに振り返った。あんなんではあるが、彼かの女じよが強力な力を秘ひめていることを聖悟は見み抜ぬいていた。

「わたしが転げ回りながらギャン泣きするしか能のない女だと思ったら大間違いですよ」

　花子の自信は揺るがなかった。

「ずいぶんな自信だな」

「ふふっ、『早はや撃うちマック』と恐おそれられたわたしの腕うで前まえを見せてやりますよ」

「……そのあだ名の由ゆ来らいは？」

「オンラインゲームのネット対戦で負けた分を暴言メッセの早撃ちで取り返してたからですが、それがなにか？」

　花子はキョトンとした顔でそう言い放った。

「お前は本当に最悪だ」

　この邪じや神しんを倒たおせば世界は大分良くなるのではないか。聖悟はそう思わずにはいられなかった。

「わたしの早撃ち煽あおりに腰こしを抜かさないでくださいよ」

　早撃ちマックと呼ばれた女はパチンとウインクすると軽い足取りで決闘に赴おもむいた。







ＥＰＩＳＯＤＥ12　早撃ちマック　ＶＳ　ザ・サイレンス







「アパルナさん、どうするかは決まりましたか？」

　花はな子こが問いかけた。

「ぬう……」

　アパルナはまだ迷っていた。

「そのストーカーさんにいつまでもつけ回されるか、わたしたちの頼みを聞くか、ふたつにひとつですよ」

「……おぬしらの方がマシか」

　苦く渋じゆうの決断だったがアパルナは花子を選んだ。

「決まりですね」

　花子はアパルナに代わって眼帯の少女の前に出た。

「神聖な決闘にしゃしゃり出てくるとは無ぶ粋すいな奴だ！　自分がどれほどの力と対たい峙じしているのかをその魂たましいに刻んでやろう！」

　眼帯の少女は大分調子を取り戻していた。

「アパルナ殿、あの娘むすめは実際のところどの程度の実力なのですか？」

　対峙したふたりを見ながらエマが聞いた。

「たちの悪いことに奴の力はかなりのものじゃ。そうでなければこんな事態にはなっとらん。あやつはこのワシですら知らない異世界の魔ま法ほうを使いおるんじゃ」

「異世界の魔法ですか……」

　女剣士はゴクリと唾つばを飲んだ。

「花子の方はどうなんじゃ？」

　アパルナが聖しよう悟ごに聞いた。

「弱くはない……はずだ」

　正直なところ聖悟も花子についてはどう判断していいのか分からなかった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんじゃろうな……」

　今更ながら、アパルナは不安を感じていた。

「心配するな。いざとなれば俺おれが花子ごと吹ふき飛とばす」

　聖悟の言葉は力強かった。花子を見る聖悟の瞳には暗い炎が躍っていた。

「おぬし、なんか花子の方にだけ憎にくしみを込めとらんか？」

　なぜか義理の妹に敵意を向けている聖悟に森の魔女は戸惑っていた。

　そんなやりとりが行われていることなど露つゆ知らず、花子と眼帯の少女の決闘が始まろうとしていた。

「始める前にひとつだけ聞いておこう。貴様の名は？」

　短い杖を油断なく構えた眼帯の少女が問いかけた。

「常つね守もり花子といいます」

　花子は至って普ふ通つうに答えた。

「……なるほど、僕と同じ異世界人か」

　花子を見る眼帯の少女の目が細くなった。

「異世界人といっても、わたしはあなたとはひと味違いますがね。マナーとして聞いておきますが、あなたのお名前は？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度で花子が問いかけた。

「僕は沈ちん黙もくをもたらす者……名はザ・サイレンス」

　眼帯の少女は厳おごそかにそう告げた。

「ザ・サイレンス……沈黙をもたらす者……」

　エマがつぶやいた。

「あやつ、ワシが名前を呼ぶと妙に嬉うれしそうな顔するんで気持ち悪いんじゃよなあ」

　アパルナは名前を呼ぶと眼帯の少女がなぜか喜んでいたことを思い出していた。

「ザ・サイレンスさんですか」

　花子は興味なさそうだった。

「自己紹しよう介かいは終わった。さあ、死合おうではないか！」

　短い杖を指揮棒のように振ふって、眼帯の少女が開戦を宣言した。

「そうですね。では、どうぞ」

「……え？」

　予想だにしなかった花子の言葉にザ・サイレンスは間の抜けた声を出した。

「どうぞ。わたしを攻撃してください」

　腕うでを広げて花子が言った。

「……攻撃って……え？」

　眼帯の少女はまだ状じよう況きようが飲み込めていなかった。

「だから、攻撃しろと言っているんですよ。とっととやってください」

　聞き分けの悪い子供に言い聞かせるかのように花子が繰くり返した。

「いや、でも……」

　思い描いていたのとは全く違う展開に、ザ・サイレンスはどうすれば良いのか分からなくなっていた。

「やってくださいよ。ほら、やりたいんでしょ？　魔法使うんでしょ？　詠えい唱しようするんでしょ？　ほら、やってくださいよ」

　ザ・サイレンスを急せかす花子の態度は冷たいものだった。

「それは、その……そうだけど……そんな言い方……」

　ザ・サイレンスの抗こう議ぎの声は小さくなっていった。

「やってくださいよ。詠唱したいんでしょ？　闇の力が暴走するんでしょ？　『黒こく炎えんのナイトメア』みたいに」

「ぎくっ」

　眼帯の少女の反応は実にわかりやすかった。

「やっぱりですか」

　花子はやれやれと肩かたをすくめた。

　黒炎のナイトメア。

　アニメ化された大人気ライトノベルである。

　原作小説第一巻が発売されると『今時あそこまでド直球に中二展開をやる作品は逆に貴重である』と密ひそかに話題になった作品だ。

　最初のうちこそ物もの珍めずらしさで人目を惹ひいていたものの、実際のところ小説としてのクオリティは高く、瞬またたく間まに人気を獲かく得とくしていった。

　メディアミックスも大成功で、特にアニメ版は深夜帯のアニメとしては驚きよう異い的てきなまでの大ヒットを記録したのだった。

　そして、主人公が袖を通さずに羽織っているやたらと丈たけの長い黒のコートと、主人公に宿る闇の炎を封ふうじるための紋章が描かれた黒い眼帯は中二病のシンボルとなっていた。

「そういえば、あれが放送されてから黒いコートと黒い眼帯の売り上げが妙な具合に伸のびたらしいですね」

　花子は意地の悪い笑えみを浮かべて黒いコートと黒い眼帯を身につけた目の前の少女を見た。

「わ、わたしのはちゃんとしたオーダーメイドで……」

「おや？　あなたさっきまで自分のことは『僕』って言ってませんでしたか？」

　花子はニヤニヤと笑いながら指し摘てきした。相手が墓ぼ穴けつを掘ほるところを見逃すようでは早撃ちマックは務まらない。

　一いち人にん称しようを間ま違ちがえたことに気づいたザ・サイレンスが慌あわてて自分の口をふさいだ。

「ち、ちがうもん……わたしは僕だもん……」

　眼帯の少女は首を振った。対戦相手の無様な姿に花子の笑みが一段と大きくなった。

「わ、笑うな！」

　眼帯の少女は泣きそうな声で抗議した。

「なにを言うんですか。『僕』は笑ってなんかいませんよ」

　花子はわざと一人称を変えてザ・サイレンスをさらに煽った。この程度の煽りなど早撃ちマックには朝飯前だった。

「ううううぅぅ……」

　効果は抜ばつ群ぐんだった。

　眼帯の少女はいまにも泣き出しそうな顔で唸うなっていた。

「あいつ、こんな時だけは優ゆう秀しゆうだな……」

　花子の腕前を目まの当あたりにした聖悟は苦い顔になった。

「なあ、話に乗っといてなんなんじゃが、ちょっと可か哀わい想そうじゃないかのう？」

　いくら鬱うつ陶とうしい相手とはいえ、年とし端はもいかない少女を嬉き々きとして煽る花子にはアパルナも大分引いていた。

「そう、ですね……某それがしも胸の辺りがちくちくと……」

　エマもまた良心の呵か責しやくを感じ始めていた。

　味方であるはずの三人から白い目で見られていることに気づいていない花子は、いよいよ仕上げに取りかかった。

「ほら、いつまでも唸ってないで、いい加減に詠唱したらどうですか？　それともそのうーうー言ってるのがあなたの詠唱なんですか？」

「ちがうもん！　ちゃんと詠唱するもん！」

　ザ・サイレンスにはもはや威厳などかけらもなかった。

「そうですかそうですか。あなたのことですから、それはそれは見事なオリジナルの詠唱を披ひ露ろうしてくれることでしょうね」

「そうだもん。オリジナルの詠唱を見せてや……え？」

　眼帯の少女が固まった。

「どうかしましたか？　早く見せてくださいよ。沈黙をもたらす者によるオリジナルの詠唱を」

　花子の笑みは耳まで裂さけそうなくらい大きくなっていた。

　眼帯の少女はここに至ってようやく、この憎たらしい笑みを浮かべている相手の狙ねらいに気づいた。

　しかし、罠わなは閉じてしまった。哀あわれな獲え物ものはもう逃にげられないのだ。

「オ、オリジナルの……詠唱……」

「ザ・サイレンスともあろう者がまさか大事な詠唱をパクリですませたりはしませんよねえ？」

　花子はその質問の答えをすでに知っていた。

　それでもあえて質問という形を取ったのは、完かん膚ぷなきまでに相手を煽るためである。

「……良いだろう！　見せてやる！　僕の最高のオリジナル詠唱を！」

　ザ・サイレンスは腹をくくって詠唱を行うことを宣言した。

　たとえ未来が閉ざされていようとも、人は最後まで誇ほこり高たかく生きなければならないのだから。

「見せるのは詠唱じゃなくて魔法なんじゃないかのう」

「今いま更さらそれを言っても……」

　アパルナの指摘にエマは諦あきらめの表情を浮かべた。

　花子は覚かく悟ごを決めた眼帯の少女を真しん剣けんな表情で見ていた。

　そして、決着の時がやってきた。

「太古の見えざる手、蒼あおき千の剣けん、血に汚よごれた槍やりの穂ほ先さき、瞬まばたく……」

「瞬く幻げん影えいを吸い上げ、灰はい桜ざくらの太矢を放て……だそうですね」

「な、なんで……」

　詠唱を先取りされるという悪夢のような事態にザ・サイレンスは言葉を失った。

「あまり印象に残る使われ方はしていませんが、詠唱とかをまとめたサイトにはばっちり載ってますよ」

　そう語る花子の手にはいつの間にか神パッドがあった。

「そんな……」

　あのタブレットがなんなのかは分からないが、自分が敗北したことだけはザ・サイレンスにも理解できた。

　だが、決闘が終わっても彼女の悪夢は終わらなかった。

「さて、ウォーミングアップも済んだことですし、本番を始めましょうか」

　ぱんぱんと手を鳴らして、花子は仕切り直した。

「ほん……ばん……？」

　うなだれていた眼帯の少女が顔を上げる。

「自分で言っていたじゃないですか。最高のオリジナル詠唱を見せてやるって。だから今度は本番ですよ。さあ、オリジナルの詠唱を見せてください」

　そう語る花子は晴れやかな笑みを浮かべていた。

　ザ・サイレンスは悟った。

　相手は黒炎のナイトメアのどの詠唱を持ち出そうとも見破ってしまう。

　そして、やり直しを要求するのだ。

　パクリではないオリジナルの詠唱が出てくるまで。

　そんなものは決して出てこないことを知りながら。

「う、うううぅぅぅ……」

　眼帯の少女は耐たえられなかった。

　これから自分のメッキが剥はがされていくことを想像すると涙があふれてきた。

「いやだなあ、泣くことはないじゃないですか」

　花子はそう言って眼帯の少女にハンカチを差し出した。

　ザ・サイレンスは安あん堵どした。

　慈じ悲ひはある。救いはあったのだ。

「それで涙をふいたら仕切り直しですよ。わたしにあなたのオリジナルの詠唱を聴きかせてくださいね」

　潰つぶす。

　わたしはお前が潰れるまでこれを続ける。

　花子の笑え顔がおの奥おくで、楽しげに笑う瞳がそう言っていた。

「う、うわあああああん！」

　偽いつわりの救いに奈な落らくの底まで叩たたき落おとされたザ・サイレンスは声を上げて泣いた。

「なんです？　嬉し泣きですか？　そうですかそうですか、オリジナルの詠唱を披露できるのがそんなに嬉しいんですか。それなら、思う存分詠唱させてあげま……」

　ノリにノッていた花子は自分が一線を越こえてしまったことに気づかなかった。

「花子」

　それは地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声だった。

　花子は振り向きたくなかった。

　だが、その声を無視することなど出来はしなかった。

　花子は油の切れた機械のようにぎくしゃくした動きで振り向いた。

「ど、どど、どうか……しましたか……兄さん……？」

　一いつ瞬しゆんのうちに花子は顔面を掴つかまれた。

「やり過ぎだ」

　ゆるい日常系アニメをこよなく愛する男の前で女の子を泣かすことがなにを意味するのかを、花子は身をもって知ることになったのだった。




　始末を終えると、聖悟はうずくまって泣いている眼帯の少女の前に膝ひざをついた。

「安心してくれ。君をいじめるろくでなしはもういない」

「ふえ……？」

　眼帯の少女は突とつ如じよとして味方が現れたことに戸惑っていた。

「もう大丈夫だ。だから泣かないでくれ」

　女の子が泣いている姿を見るのは聖悟にとって耐たえがたいことだった。

　ぽかんとしていたザ・サイレンスだったが、涙をぬぐって立ち上がった。

「今日はもう帰るといい。あれには俺からきつく言っておく」

　聖悟は腐ふ敗はいした生ゴミを見るような目で倒れ伏ふした花子を見ていた。

「あ、ありがとう、ございました」

　眼帯の女の子はうつむきながらそう言うと、逃げるように去って行った。

「終わったようじゃのう」

　ザ・サイレンスの姿が見えなくなると、アパルナが言った。

「すまない。俺はあの子を逃がしてしまった」

　聖悟はアパルナに詫わびた。

「気にするな。ワシもそこで伸びとる奴やつのやり方には疑問があったからのう」

　泡あわを吹いて倒れている花子を見下ろしながらアパルナが言った。

「とはいえ、花子は約束を守った。逃げ帰りはしたが、あそこまでやられたのではあやつは当分ワシに挑んでくることはあるまい」

　アパルナは苦笑いを浮かべていた。

「それはそうだが……」

「つまり、今度はワシが約束を守る番だというわけじゃ。それで、おぬしらはいったいなにを頼むつもりだったんじゃ？」

　アパルナは気絶している花子の代わりにエマの方に聞いた。

「我々はシャンカラ村に学校を作ろうと思っています。そこで、貴女あなたに学校で教師をやっていただきたいのです」

　エマが説明した。

「……そうか。教師か……」

　アパルナの表情が曇くもった。

　少しして、アパルナが口を開いた。

「済まぬ。それは出来ん」

　森の魔女は深々と頭を下げた。

「……そうですか」

　エマは疑問や反はん駁ばくを口に出したりはしなかった。

　自分に向かって頭を下げるアパルナの体が震ふるえていたからだ。

　元々小さな彼女の体がいまはよりいっそう小さく見えた。

「他ほかのことであれば何でもする。家でも研究資料でもなんでも持って行ってくれて構わん。じゃが、教師だけは……」

「アパルナ殿、気にしないでください。教師ならば他でも見つかるでしょう」

　泣きそうな顔をしている小さな魔女にエマは優やさしく声をかけた。

「そんなに嫌いやなのか？」

　聖悟が尋たずねた。

「済まぬ。ワシはもう他人に魔法を教えたくないんじゃよ」

　アパルナは改めて聖悟に謝罪した。

「お前、なにを言っているんだ？」

　聖悟は首をかしげた。

「いや、だからワシはもう他人に魔法を教えるわけには……」

「魔法を教える必要などないんだが」

「な、なんじゃと？」

　アパルナは驚いてエマの方を見た。

「どうも誤解されていたようだ。学校を作るのは確かですが、別に魔法を教えるわけではないのです」

　エマは苦笑していた。

「魔法なんぞ教えられても困る。それじゃ完全にファンタジーだ」

　聖悟が言った。

「じゃ、じゃあ、いったいなんの学校を作るんじゃ？」

　困こん惑わくしているアパルナが聞いた。

「普通の学校だとしか言いようがない」

　聖悟が答えた。

「普通の学校で普通に教師をやれというのか？」

「その通りだ。お前は別に魔法しか教えられないわけじゃないだろう？」

「それは……まあ、そうじゃが……」

　森の魔女はまだ状況が飲み込めていないようだった。

「改めて聞くが、普通の学校で教師をやるのも嫌なのか？」

「……いや、それならば、まあ……」

　アパルナはぽつりと言った。

「引き受けていただけるのですか！」

　エマの顔がぱっと明るくなった。

「ああ。引き受けよう。ワシが普通の学校で普通の教師をやってやる」

　アパルナはうなずいた。

「ロリババア先生は普通の教師じゃないと思うがな」

　そう言った直後、聖悟は小さな森の魔女の強きよう烈れつな跳とび蹴げりを喰くらったのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ13　絶対に譲ゆずれない部分







　アパルナが教師を引き受けてくれたことをマクリー村長に報告するため、聖しよう悟ご達たちは彼女を連れて一いつ旦たんシャンカラ村に戻ることにした。

　アパルナは村の学校で教師をやるものの、これまで通り森の奥の家に住むつもりだと語った。

「森の奥からだと村まで結構距きよ離りがあると思いますが、通うの面めん倒どうじゃありません？」

　復活した花はな子こはシャンカラ村に向かって森の中を歩く途と中ちゆうでアパルナに尋ねた。

「おぬしらが作る学校に魔法で転移用のゲートを設置するつもりじゃ。ゲートがあれば距離など問題にならん」

　アパルナが答えた。

「魔法ってのは便利だな」

　聖悟はそう言いながら右手にナイフを出現させ、歩くのに邪じや魔まな枝を切り落としていた。

「いや、おぬしのそのわけのわからん術も相当便利そうじゃが……」

　三百年生きてきた自分ですら見たことがない術でナイフを取り出す異世界人に森の魔女は困惑していた。

「あれは手品です」

　花子は気を利きかせてやることにした。

「ほら見ろ、種も仕し掛かけもない手品だ」

　あらかた枝を切り落とした聖悟は、手品であることをアピールするためにアパルナの目の前で手に持っていたナイフを消して見せた。

「嘘うそをつくでないわ！　おぬしのそれは本当に種も仕掛けもないじゃろうが！」

　アパルナはそう簡単にごまかされはしなかった。その隣となりではかつて同じようにごまかされたエマがしきりにうなずいていた。

　聖悟と花子はプランＢへの移行を目で確かめ合った。

「授業方針について話し合いたいんだが」

　聖悟が言った。

「いいね！」

　花子はぐっと親指を立てた。

「こやつら、あからさまに話をそらしおったぞ」

「どうもあの術の説明をしたくないらしいのです。某それがしが聞いたときもこんな風にごまかされました」

　明らかに怪あやしい反応をするふたりを見て、アパルナとエマはひそひそと話し合った。

　怪しむふたりの視線が背中に突つき刺ささるのを無視しながら、聖悟と花子は夕ゆう闇やみの中を歩いて行った。




　森を抜ぬけた四人がシャンカラ村に着いた頃ころにはもう完全に日が落ちていた。

「だいぶ暗くなっちゃいましたね」

　花子が言った。扉とびらのところにランプを吊つるしている家がぽつぽつあるものの、夜のシャンカラ村は自分の足あし下もともよく見えないくらい暗かった。

「ふむ、明かりが必要じゃな」

　アパルナは背負っていた杖を取ると素す早ばやく呪じゆ文もんを唱えた。

　すると杖の先に白い光が灯ともった。魔法の光は家々に吊されているランプよりも遙はるかに明るかった。

「おお！　魔法ですか！」

　あたりを照らすアパルナの魔法にエマは少し興奮気味だった。

「まあな」

　女剣けん士しの反応に気をよくしたアパルナが得意気に言った。

「これが魔法か。確かに便利だな」

　初めて魔法を目にした聖悟が言った。

「まあな……ってなんじゃそれは！」

　さっきと同じように得意気な顔を聖悟に向けたアパルナだったが、異世界人の手の中にあるものを見て顔色が変わった。

「これか？　これはフラッシュライトだ。ランプの親しん戚せきみたいなものだな」

　聖悟が手の中に出現させていたのは無む闇やみ矢や鱈たらと強力な軍用フラッシュライトだった。

　その光量は圧あつ倒とう的てきで、照らされている箇か所しよは真昼よりも明るいくらいだった。

「おぬしのそれの方がよっぽど便利じゃろうが！」

「そうか？」

　聖悟がアパルナの方を向いた。それに合わせてフラッシュライトも彼女の方を向いた。

　軍用フラッシュライトというものは単に暗い場所を照らすだけの道具ではない。

　その強力な光は敵に対する目め眩くらましとしても使われる。

「ぎゃああああ！　ワシの目が！　目があああ！」

　フラッシュライトの強烈な光に目を焼かれたアパルナは悲鳴を上げた。

「ああ、悪い」

　聖悟はスイッチを押おしてフラッシュライトの明るさを落とした。この強力な代しろ物ものの扱あつかいには聖悟も気をつけており、人に向けるときには相手の胴どう体たいを照らすようにしているのだが、小さな森の魔ま女じよにはそれが仇あだになった。

「大丈夫ですか、アパルナ殿どの！」

　エマは慌てて魔女を介かい抱ほうした。

　夜のシャンカラ村に響き渡わたった悲鳴を聞きつけた村人達たちが家から飛び出してくるのにそれほど時間はかからなかった。




　驚おどろかせてしまったことを村人達に詫びた後、聖悟達はマクリー村長の家を訪おとずれた。

「アパルナ殿、お元気そうで何よりです」

　マクリー村長はアパルナを連れ帰った聖悟達を大いに歓かん迎げいしてくれた。

「まだ目がショボショボするがのう」

　未いまだに目が痛むアパルナはしきりに瞬きをしていた。

「老眼か？」

　聖悟が聞いた。

「おぬしのわけのわからん道具のせいじゃ！　このボケナスが！」

　アパルナは怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「まあまあ、落ち着きましょうよ」

　花子は怒りに燃える森の魔女をなだめた。

「アパルナ殿の説得には成功したようですな」

　柔にゆう和わな笑みを浮うかべて村長が言った。

「ええ。不測の事態に見み舞まわれはしましたが、アパルナ殿は教師をやってくださるそうです」

　エマが答えた。

「うむ。ずいぶんおかしな輩やからじゃが、約束したからな」

　アパルナはうなずいた。

「お前ほどおかしくはないぞ」

　聖悟が言った。

「跳び蹴り一発くらいではなにもわからんようじゃな、ボケナス」

　アパルナが臨戦態勢に入ろうとしたとき、村長がおもむろに口を開いた。

「……本当によろしいのですか？」

「……心配いらんよ。村長」

　森の魔女は姿勢を正して穏おだやかに答えた。

　聖悟達はふたりのやりとりが気になったものの、今は何も聞かないことにしたのだった。




　翌朝、聖悟は村長が貸してくれた空き地に立っていた。その手には昨夜描き上げた校舎の図面があった。空は晴はれ渡っており、絶好の建築日和びよりだった。

「いよいよ校舎作りだ」

　聖悟の声には気合いが入っていた。

「ところで、校舎を作るのにかかる費用はどうやって工面したんじゃ？」

　手伝いに来ていたアパルナが聞いた。

「聖悟が倒したゴブリンの魔ま石せきを某が換かん金きんしたのですよ。それに加えて、あのゴブリンの群れには懸けん賞しよう金きんがかけられていまして、その分も上乗せされたのです」

　エマが説明した。倒したゴブリン達から魔ま物ものの核かくである魔石を回収したエマは、ベルザスカの冒ぼう険けん者しやギルドまで魔石を売りに行ったのだった。

　その際にゴブリンの群れに懸賞金がかけられていたことも知った。エマは魔石を売ばい却きやくした代金に加えて、懸賞金も手に入れたのだった。

　手に入った金はまず被ひ害がいを受けた住民達たちへの補ほ償しように当てた。

　余った分は聖悟とエマで折半することにした。そして、ふたりはそれぞれの取り分から校舎の建築費を出したのだった。

「エマが金を出す必要はなかったんだがな」

　聖悟がぼやいた。

　当初、エマはゴブリン退治の報ほう酬しゆうを受け取ること自体を拒こばんだ。

　自分は助けられた身なのだから報酬を受け取る資格などない。

　それがエマの言い分だった。

　そういうわけにはいかないので、聖悟はなんとかして報酬を受け取らせようとした。だが、この女剣士はかなりの石頭だった。聖悟は一時間ほど説得したのだが、エマは首を縦に振ろうとはしなかった。

　やむにやまれず、聖悟は最終兵器を使うことを決めた。

　タフネゴシエーター花子である。

　石頭の女剣士もタフネゴシエーターのスキル（床ゆかを転げ回りながらのギャン泣き）には降参せざるを得なかった。

　交こう渉しようにかかった時間はたった三分だった。

　勝利を勝ちとるとタフネゴシエーターは悠ゆう然ぜんと去って行った。

　しかし、これで終わりではなかった。

　金を受け取ることには同意したエマだったが、今度は自分も校舎の建築費を出すと言い出した。

　学校の建築費をそこに通うことになる生徒が出すという事態に聖悟は頭を抱かかえた。到とう底てい受け入れられない提案である。だが、この石頭の女剣士を説得するとなればタフネゴシエーターを再び召しよう喚かんするしかない。

　聖悟はアレが床を転げ回りながら泣き叫さけぶ姿など二度と見たくなかった。

　こうして、エマは校舎の建築費を出すことになったのだった。

「その話はもう終わったはずだが」

　むっとした顔でエマが言った。

「君の優しさと義ぎ理り堅がたさは最高に尊いんだが、限度を考えてくれ」

　聖悟が言った。

「某はやるべきことをやったまでだ」

　放ほう浪ろうの剣士は誇らしげだった。

「まあ、君の優しさが俺おれの原動力だからな」

　聖悟は負けを認めた。

　この温かい優しさこそ聖悟が画面の向こうの彼かの女じよたちに見いだしていたものなのだから。

「そ、そんな目で見るんじゃない……」

　エマが目をそらした。その顔は赤くなっていた。

　そう言われて聖悟は自分がエマを見つめていたことにようやく気づいた。

　だが、この優しい女の子ならいつまでも見ていられる。

　画面の向こうの彼女たちを見ていたときのように。

「ひょっとしてワシらは邪魔なんかのう」

　ふてくされたようにアパルナがつぶやいた。

「ふたりだけの世界ってやつなんですかねえ」

　花子も肩をすくめた。

「そ、そんなことはありません！　さあ、みんなで力を合わせて立派な校舎を作りましょう！」

　エマは慌てて仕切り直しをはかった。

「そうだな。取りかかるとしよう」

　聖悟もうなずいた。

　作業を始めようとしたとき、いくつもの足音が空き地に近づいてきた。

「おーい！　異世界の兄ちゃーん！」

　四人は声がした方を向いた。

　やってきたのはシャンカラ村の男達だった。

「みんな揃そろってどうしたというのだ？」

　エマが聞いた。

「どうしたもこうしたも、あんたらを手伝いに来たんだよ」

　集まってきた村人達の中からひときわ体格のいい男が前に出てきた。

　ゴブリン襲しゆう撃げきの際に先頭に立って戦っていた男だった。最前線で戦っていたため、彼かれは怪け我がも重かったのだが無事に回復していた。

　その彼は今、大きな金かな槌づちを持っていた。

　他の村人もみな工具を持参していた。

「これは俺が勝手に始めたことだ」

　聖悟が言った。

「そうかい。じゃあ、俺たちは村を救ってくれた恩人を『勝手に』手伝うことにするよ」

　金槌を持った体格のいい男は、聖悟の手からひょいと校舎の図面をひったくった。

「よーし、手分けして始めるぞ！」

　男がそう言うと、村人達は一いつ斉せいに動き出した。

　作業を始める村人達を聖悟は呆ぼう然ぜんと見ていた。

「いい人達だな」

　エマが言った。

「……男はどうでもいい」

　それだけ言うと、聖悟は自分の仕事に取りかかった。

「全く、素す直なおじゃないのう」

　アパルナはにやにやと笑っていた。

「男のツンデレとか気持ち悪いですよねえ」

　花子も笑っていた。

　だが、金槌の大男はすぐに聖悟たちのもとに戻もどってきた。

「どうかしたのか？」

　エマが尋ねた。

「なあ、本当にこの図面通りに作るのか？」

　大男は困った顔をしていた。

「なんじゃ？　図面の描き方がおかしいのか？」

　魔ま法ほうで宙に浮かせた材木を手て際ぎわよく運んでいたアパルナも手を止めた。

「いや、図面そのものは良く描けてるんだがな……」

　大男はポリポリと頬ほおを掻かいた。

「じゃあ、なにがマズいんですか？」

　村人達に指示を出しているように見えるが、実際にはなにもしていなかった花子も首をかしげた。

「四階建てで部室棟とうを完備した上で体育館、講堂を備えた校舎を建てることのどこが問題なんだ？」

　出現させたチェーンソーで木を切っていた聖悟はチェーンソーを止めると、不思議そうな顔で言った。

「全部じゃねえかなあ」

　大男が答えた。

「そういえばこやつバカじゃったな」

　アパルナはため息をついた。

「ダメなのか……」

　周囲の反応に聖悟は肩かたを落とした。

「まあ、図面はちゃんと描けるんだし、もうちょっと小さめのやつを頼たのむぜ」

　大男は笑って聖悟の肩を叩いた。

「みんなでこの村に合う学校を作ろうではないか」

　エマは聖悟を励はげました。

「ワシも手伝ってやるぞ」

　アパルナも協力を約束した。

「わたしは完全週休五日制の時短勤務を要求します」

　花子はサボる気満々だった。

「……俺は間ま違ちがっていたようだな」

　文化系の部活動や体育に加えて、講堂でのライブにも対応するという聖悟の考えは欲張りすぎだったのだ。

　しかし、聖悟にもどうしても譲れない一線があった。

「今回のところは二十五メートルのプールを併へい設せつするだけで我が慢まんするとしよう」

　聖悟以外の全員が絶句した。

　涙なみださえ浮かべながら説得を試みた聖悟だったが、水着回という名の希望はあっさりと打うち砕くだかれたのだった。




　図面を描き直して作業を進めること十日。ついに校舎が出来上がった。

「よし、これで完成だ」

　エマは額に浮かんだ汗あせをぬぐうと、みんなで作った校舎を見上げた。

　こぢんまりとしてはいるものの、校舎はとても立派に見えた。

「いやー、労働というのは気持ちいいですな」

　花子は晴れやかな笑えみを浮かべていた。

「おぬしはろくに働いておらんかったじゃろうが」

　花子のこともちゃんと見ていたアパルナは呆あきれた。

「いやですねえ、わたしは皆みなさんの精神的支柱、つまりはアイドルなのですよ」

「アイドル？　おぬしらの世界では穀ごく潰つぶしをそんな風に呼ぶのか？」

「穀潰しって言うのやめて！」

　ニートとかよりも大分きつい表現に花子は泣きそうになった。

　みんなが校舎の完成を喜んでいた。

　ただひとりを除いて。

「……プール……水着回……」

　聖悟は希望が失われたことをいまだに認められずにいた。

「こやつはいつまでもぐちぐちと……」

　アパルナは呆れていた。

「水着のない日常なんて……」

　聖悟は嘆なげいていた。

　水着回のない日常。

　サビ抜きの寿す司しのようなものだ。

　それはそれで十分満足できるものだが、やはりなにか大事なものが欠けていると言わざるを得ない。

「まったく、どうしようもない男じゃのう。じゃが、おぬしのおかげでここまで来られたのは否定できん。褒ほう美びに魔法で池でも作ってやろう。このワシが一ひと肌はだ脱ぬいで水着姿になって見せればおぬしも満足じゃろう？」

　アパルナは聖悟の労を労ねぎらうつもりで言った。

　それを聞いて聖悟は笑った。

「プールだけに年寄りの冷や水か。面おも白しろい冗じよう談だんだ。笑わせてもらったおかげで少し気が楽になった」

　失われた水着回のことは忘れられそうもないが、聖悟は気を遣つかってくれたアパルナに感謝した。

　だが、当のアパルナは真冬のプールよりも冷たい目で聖悟を見ていた。

　屈くつ辱じよくに震える森の魔女は静かに愛用の杖つえを取り出すと、己おのれの怒りをぶつけるべく呪文を唱え始めた。

　エマと花子、それに村人達は灼しやく熱ねつの劫ごう火かを繰くり出だして聖悟を灰にしようとするアパルナを必死でなだめたのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ14　ロリババア先生







　シャンカラ村に学校が出来てからすでに十五日ほどが経たっていた。

「あの日のごたごたが嘘のようだ」

　学校での授業を終えて校舎を出たエマが言った。

「ボケナスに笑われた件は思い出すと未だに腹が立つんじゃが……まあ、学校が予想よりもうまくいっておるのは確かじゃな」

　エマの隣のアパルナが言った。

　ふたりは学校から帰っていく子供達に手を振ふりながら、のんびりと夕焼けを眺ながめていた。

　学校はきわめて順調だった。

　アパルナの授業は村での日々の生活にすぐに役立つように実学を中心としたものだった。

　しかし、きちんと理論的な部分にも触ふれており、子供達は学問というものが日々の暮らしにどのように役立つのかを実じつ践せん的てきに学んでいった。

　親たちも、子供が学校で学んできたことを嬉うれしそうに語り、勉強したことを家での手伝いにも活いかしてくれる姿を見て喜んでいた。

　そんななか、親たちの中からも学校に通いたいと言い出す者が現れた。

　子供達の姿を見て、彼らも学ぶことに興味を持ったのだった。

　マクリー村長とも相談した結果、昼間に子供達を教え、夜に大人達を教えることになった。

　大人向けの学校も非常に好評で、学んだ知識を仕事に活用して実益に結びつける者も出始めていた。

　素す晴ばらしい学校を作ってくれた異世界人には村人全員が感謝していた。

　だが、聖しよう悟ごの心境は複雑だった。

「……なんか違ちがう」

　客観的に見ればこの学校は非常に上う手まくいっている。だが、聖悟はそれを素直に喜ぶことが出来なかった。

　聖悟が作りたかった学校というのはゆるい日常のシンボルとなる存在のことだ。

　学校である以上勉強はやらないわけにはいかないが、日常系において中心となるのは仲のいい友達とのおしゃべりや部活、各種イベントなのである。

　ロリババア先生の生しよう涯がい学習センターを作りたかったわけではないのだ。

「某それがしも一応は教育を受けていたのですが、こうしてじっくりと学ぶのも楽しいものですね」

　理想と現実のギャップに戸と惑まどう聖悟のことなど露つゆ知らず、エマは勉強することの楽しさを語っていた。

「おぬしは飲み込みがいいからのう。ワシとしても教え甲が斐いがある」

　アパルナもエマの学習能力の高さには舌を巻いていた。

「先生が立派な方だからですよ」

　褒ほめられた女剣士は照れくさそうに言った。

「……せめて女の子がいれば」

　充じゆう実じつした日々を送っているふたりとは対照的に、聖悟は口くち惜おしそうだった。

「女の子ならいるではないか。ほれ、あそこに」

　アパルナが指さした。

　そこでは学校帰りの小さな女の子が迎むかえに来てくれた母親の胸に飛び込んでいた。親子は手をつないで仲良く家に帰っていった。

　似たような光景はあちこちで見られた。

「年ねん齢れいが低すぎる。必要なのは十六～十八歳さいの女の子だ」

　あれはあれで微笑ほほえましいが、聖悟が必要としているのはあくまで女子高生だった。

「村長も言っていたが、その年代の女の子はこの村にはいないそうだ」

　エマが言った。

　シャンカラ村は小さくはないのだが、ちょうど女子高生にあたる年代の女の子だけがいないのだった。

　村の規模から察するに、学校を作れば五人くらいは女子高生が生まれて良い感じの仲良しグループが出来るだろうと思っていた聖悟だったが、当てが外れたのだった。

「まさか主人公に友達がいない日常系になってしまうとはな……」

　誰だれよりも優しい心を持つ女子高生であるエマが、友達も持たずにロリババア先生に勉強を教わるだけの日々を送る。

　ゆるさなど欠片かけらもない悲しすぎる日常に、聖悟は涙を禁じ得なかった。

「人に向かって友達がいないとか言うな！」

　女剣士は抗こう議ぎの声を上げた。

「おぬし、友達おったのか。村には同年代の女子もおらんし、ちょっと心配しておったのじゃが」

　アパルナが言った。

「そ、それはその、友達という言葉が具体的にどういった関係を意味するのかにもよるのではないかと思うのですが……」

　エマはしどろもどろだった。

「校舎の外がい壁へきを塗ぬり直そうと思うんだが」

「おぬしにしてはいい考えじゃな」

　友達がいない女剣士に配はい慮りよして、ふたりは話題を変えた。

「露ろ骨こつに気を遣うのはやめてくれ！　かえって傷つく！」

　ふたりのあからさまな気き遣づかいに、友達がいない女剣士は泣きそうになった。

「おやおや、皆さん、このわたしをお忘れじゃありませんかね？」

　やってきたのは花はな子こだった。

「……まさかとは思うが、おぬし、エマの友達になるとか言い出すつもりか？」

　アパルナが尋ねた。

「イエス・アイ・ドウ」

　花子の発音はなかなかのものだった。

「ダメだ。お前がいるとバランスがおかしくなる」

　聖悟は花子の申し出を即そく座ざに却きやつ下かした。

「おっと、人知を超こえた美しさを持つわたしでは金きん髪ぱつ美人のエマさんといえども釣つり合あいが取れませんか……やれやれ、過ぎた美び貌ぼうというものは孤こ独どくを招いてしまうものなのですね……」

　花子はアンニュイな顔をしていた。

「いいか、よく聞け。ゆるい日常であっても笑いの要素は必要だ。だが、お前みたいな笑いの要素しかない奴やつを入れるわけにはいかない。そんなのは子供の喧けん嘩かに大量破は壊かい兵器を持ち出すようなものだ」

「わたし、大量破壊兵器扱いなの！」

　聖悟の認にん識しきに花子はショックを受けていた。

「……その、花子は、某と友達になってくれるのか……？」

　恐おそる恐るエマが尋たずねた。

「聖悟、大事なのは本人がどう思うかじゃろう？」

　アパルナは諭さとすように言った。

「……確かに、そうだな……」

　友達がいないことでつらい思いをしているのはエマである。いくら花子がコミックリリーフかつバランスブレイカーかつオチ要員であるからといって、友達が欲ほしいというエマの願いを否定するわけにはいかないのだ。そこの部分は聖悟もちゃんとわかっていた。

「もちろんですよ」

　花子はエマにとびっきりの笑え顔がおを見せた。

「そうか、では……」

「では、こちらの画面をタッチしてください。それで契けい約やくが完かん了りようしますから」

　友達が出来たことに喜んでいるエマに対して、花子は神パッドを差し出した。

「友達……契約……これは一体……」

　エマの目の前にある神パッドの画面には友達契約書と記された文書が表示されていた。

「見ての通り、友達契約書ですよ。料金は基本的に一ヶか月げつごとの支し払はらいですが、三ヶ月分、六ヶ月分、一年分の前まえ払ばらいも可能です。前払いする場合は料金が割引されるのでお得ですよ」

　友達料金プランを説明する花子はにこやかに笑っていた。

「……つまり、花子と友達でいるためには……お金を払わなくてはならないのか……」

　エマの声は小さくしぼんでいった。

「当然じゃないですか。あ、そうそう、旅行とかパジャマパーティといった通常の友達契約よりも親密なお付き合いが出来るようになる『友達契約プラス』もあるので是ぜ非ひご検討いただければ――」

「花子」

「なんですか？　今が契約を勝ち取れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんで黙だまってて欲しいんですけど――」

　大事な場面で割り込んできた声に面倒くさそうな顔で振り向いた花子は、一いつ瞬しゆんのうちに頭を鷲わしづかみにされた。

「ど、どんどん、アイアンクローの発生が早くなっていきますね……」

「世の中には色々な悪人がいるが、俺が考える最悪の悪人はどんな奴だと思う？」

　花子の頭を掴つかみ上あげたまま聖悟が聞いた。

「ど、どんな人なんでしょうね……想像もつきませんよ……」

「残念ながら意外と身近にいるんだよ……俺が考える最悪の悪人というのは人の弱みにつけ込む奴のことだ……今のお前と同じだな」

　こうして、友達がいない女剣士の弱みにつけ込んで金をむしり取ろうとした邪じや神しんは成敗されたのだった。




「そういえば近くにある別の村の住民がここの学校に通うことを希望していると村長が言っていたな。子供を学校に通わせるためにシャンカラ村への移住を検討している家族もいるらしい」

　邪神を滅めつした聖悟は村長との会話をふと思い出した。

「そうか。某と同年代の女子もいるかもしれないな」

　悪徳商法の餌え食じきになりかけたエマは気を取り直してそう言った。

「に、賑にぎやかに……なりそうですね……」

　地面に突っ伏ぷしたままの花子が言った。

「……賑やかなだけで済めばいいのじゃがな……」

　小さな森の魔女の小さなつぶやきは三人の耳には届かなかった。







ＥＰＩＳＯＤＥ15　クズ貴族、襲しゆう来らい







　その日も何事もなく午後の授業が終わった。

「アパルナ先生、さようなら」

「先生、また明日」

　生徒達たちは小さな先生に笑顔で手を振りながら帰って行った。

「おう、また明日学校でな」

　アパルナも手を振って生徒達を見送った。

　子供達が帰ってしまうと、小さいはずの教室も妙みように広く感じられた。

　聖しよう悟ごは授業で使った教材を片付けるアパルナを手伝った。

　窓から夕日が差し込むなか、ふたりはなにも言わずに作業をしていた。

「……これはワシの独り言なんじゃがな」

　聖悟に背を向けて片付けをしていたアパルナがぽつりと言った。

「他人がいる場で堂々と独り言を始めるとは……認にん知ち症しようか」

　三百歳にしては頭がしっかりしていると思っていたのだがどうも違ったらしい。これからは気をつけて見守らないといけないな。

　そんなことを考えていた聖悟の頭に、矢のように飛んできた魔女の杖がぶち当たった。

「ボケナスぅ、おぬしはどんだけ察しが悪いんかのう。ワシはこれから心に秘ひめた思いを吐と露ろしようとしとるんじゃよ。じゃがな、今までのワシらの関係上、ワシはおぬしに対して素直に本心を打ち明けることに言葉では言い表せないほどの抵てい抗こうを感じるんじゃ。それでもワシはおぬしにワシの思いを知っておいてもらいたい。そのための苦肉の策として独り言じゃと断った上で心の内を語ろうというんじゃ。どうじゃ、理解できたか？」

　凄すさまじい形相でこちらをにらみながら自分の気持ちを詳しよう細さいに説明する森の魔女に対して、聖悟はうなずくしかなかった。

　ここまで懇こん切せつ丁てい寧ねいに思っていることをぶちまけられるのならば独り言という形式にこだわらなくてもいいのではないか。

　そう思いはしたものの、それを指し摘てきするような空気ではないことは流石さすがの聖悟にも察することが出来た。

「……ワシはとある大国にある魔法学校の教師じゃった」

　アパルナは独り言をやり直した。

　今度は聖悟も口を挟はさまなかった。

「そこでは戦地に赴おもむく兵士のために魔法を教えとった。人を殺すための魔法をな。ワシは国に恩義があったし、戦争の大義にも納なつ得とくしとった。じゃが、自分の生徒達に戦争をやらせることには耐たえられなかった。結局、ワシは魔法学校を離はなれた。それ以来、教師なんぞ二度とやるまいと思っとった」

　アパルナはそこで言葉を切り、教室を見回した。

「じゃが、どういうわけかおぬしと出会い、ワシは再び教きよう壇だんに立つことになった。教壇からの景色はあのときとは違っておった。子供も大人もみんなが明るく、楽しく、たまには真しん剣けんに、ワシの話を聞いてくれる。ワシはそれが嬉しくて、楽しくて仕方ない。じゃから、おぬしには言っておかねばならん」

　アパルナは振り向いて聖悟を見た。

「常つね守もり聖悟、ありがとう」

　森の魔女はそう言って頭を下げた。

「独り言で頭を下げてどうする」

「うるさいわ、ボケナス」

　口ではそんなことを言っていたが、アパルナは笑っていた。

「さてと、独り言も済んだことじゃし、そろそろ帰るかのう」

　アパルナが帰ろうとしたとき、忌いまわしい存在が近づいているのを感じ取った聖悟の瞳ひとみが鋭するどく光った。

「……この気配……」

「ど、どうしたんじゃ！　おぬし、元から悪かった目つきがなんかもう尋じん常じようじゃない感じになっとるぞ！」

　突とつ如じよとして強い殺気を放ち始めた聖悟に、アパルナは引いていた。

「シリアス展開の気配だ」

　聖悟はおぞましい気配をたどって幽ゆう鬼きのように歩き出した。

「一体なんなんじゃ……」

　何を言っているのか全く理解できなかったが、アパルナは聖悟を追いかけることにした。

　ふたりは校舎の外に出た。

　そこにいたのは上質ではあるがやたらと派手な服を着た男だった。その男の年齢は聖悟と同じくらいで、彼の後ろには粗そ暴ぼうな雰ふん囲い気きの男達たちが付き従っていた。

　村人達は一様におびえた顔をして、派手な服の男を遠巻きに見ていた。

「とうとうやってきおったか……」

　苦々しげにアパルナが言った。

「おやおやぁ、誰かと思えば森の魔ま女じよ、アパルナ・ロックウッドじゃないか。お前、こんなボロい家に住んでるのか？」

　派手な服の男はアパルナを見下ろしてニタニタと笑った。

「あれはお前の知り合いか？」

　聖悟がアパルナに聞いた。

「知り合いと言えなくもない。エルネスト・ベンジェリン。貴族のドリアン・ベンジェリンのひとり息むす子こじゃよ」

　アパルナが答えた。

「親の権力を笠かさに着るしか能がないバカ息子か」

　足の生えた生ゴミを見る聖悟の目は冷え冷えとしていた。

「理解が早すぎやせんかのう……ワシはまだ名前くらいしか言っとらんぞ……」

　確かにエルネストは親の権力を笠に着たバカ息子なのだが、アパルナも聖悟の異様な察しの良さには困こん惑わくしていた。

「で、『魔法が使えればこの世界はボクのものだ』とか幼よう稚ちこの上ない思いつきでパパに頼んで森の魔女に家庭教師をやってもらおうとしたものの、魔女にすげなく断られたことを未いまだに根に持っていたら、当の魔女が村の学校で教師をやっていると聞いて因いん縁ねんをつけに来たこと以外に俺がこいつについて知っておくべきことはあるのか？」
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　面めん倒どうくさそうに聖悟が聞いた。

「おぬし今度はバカみたいに察しがいいのう……ありえないほど察しが悪かったさっきの男と同一人物とは思えんわ……」

　聖悟の劇的な変化にアパルナは目を見張った。

「アパルナ！　お前、ボクのことを言いふらしてたな！」

　正確に過去を言い当てられたエルネストは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「言っとらんわ！　なにが悲しくて大して面白くもない貴族のぼんぼんの話をせにゃならんのじゃ！」

　あらぬ疑いをかけられたアパルナが反論した。

「た、大して面白くもないだと……」

　たじろぐエルネストの目にはうっすらと涙が浮うかんでいた。

「なんでもいいからとっとと帰れ。男を見ると虫むし酸ずが走る」

　聖悟は手を振ってこの心底不快な存在を追い払おうとした。

「なめた奴め……おい！　こいつを叩たたきのめして、そのボロい家を燃やしてしまえ！」

　エルネストは後ろに控ひかえていた男達に命じた。

　剣けん呑のんな雰囲気の男達がゆっくりと前に出た。

「そんな！」

「それだけはやめてくれ！」

　離れて様子をうかがっていた村人達は悲鳴を上げた。

「学校、燃やされちゃうの……」

「学校がなくなるのやだよ！」

　楽しい学校を奪うばわれることに子供達が泣き出した。

「まずいぞ、聖悟！」

　アパルナの声は張はり詰つめていた。

「……思っていたのとはだいぶ違うが、優やさしい世界っぽいものにはなりつつあるんだ。お前、それを壊こわすつもりなのか？」

　男という、存在そのものが我慢ならない輩やからが学校を壊すなどと言い出したことに、聖悟は強きよう烈れつな怒いかりを覚えた。

「お、お前ら！　さっさとそいつをぶちのめせ！」

　にらまれたエルネストは本能的な恐きよう怖ふを感じながらもなんとか声を振り絞しぼった。

　命令を受けた男達が聖悟に襲おそいかかった。

　男達は棍こん棒ぼうやナイフを振りかざして襲いかかってきた。対する聖悟が使ったのは右手だけだった。加えて、用いるのは親指と人差し指のみ。二本の指で輪を作り、人差し指で弾はじく。要するにデコピンである。

　ただし、最強の始末屋のデコピンはそんじょそこらのデコピンとは次元が違った。

「……嘘うそだ」

　さっきまで顔を真っ赤にしていたエルネストはすっかり青ざめていた。

　エルネストには目の前の光景が理解できなかった。パパが貸してくれた傭よう兵へい達たちは得体の知れない男に軽く指で弾かれただけで、冗談のように吹ふっ飛とんだ。

　吹っ飛ばされて地面に転がった男達は、ハンマーで殴なぐられでもしたかのように苦しそうにうめいていた。

　自分は夢を見ているのではないか。

　エルネストがそう思い始めたとき、その男が声をかけてきた。

「なあ、このくらいで帰ってくれないか？」

　エルネストの手下を小石のように弾き飛ばした男は苛いら立だっていた。

「ひいっ！」

　エルネストは短い悲鳴を上げて飛び上がった。

「殺さないようにお前達の相手をするのは大変なんだよ」

　男はだるそうに言った。

「な、なんなんだよ、お前……」

　エルネストは後ずさった。

「常守聖悟。お前みたいな害虫から優しい世界を守るためにやってきた異世界人だ」

　男が名乗った。

「い、異世界人、だって……」

　目の前にいる男がとんでもない怪かい物ぶつであることをエルネストはようやく悟さとった。

「もう一度だけ言ってやる。帰ってくれないか？」

　異世界からやってきた怪物の最後通告にエルネストはがくがくとうなずいた。

　貴族のぼんぼんは手下を連れて逃にげ帰かえっていった。

「良くやってくれたな、ボケナス」

　エルネスト達の姿が見えなくなると、アパルナはぐっと親指を立てて聖悟を労ねぎらった。

「まあな」

　シリアスな空気が一いつ掃そうされたことに深い満足感を覚えていた聖悟は、誰かにジャケットの袖そでを引かれた。

「異世界のお兄ちゃん、学校、守ってくれてありがとう」

　聖悟が顔を向けると、袖を引いていた男の子はそう言って笑った。

「ありがとな、兄ちゃん！」

「せいせいしたわ！」

　村人達は大人も子供もエルネストを追い払った男を称しよう賛さんした。

　どうすれば良いのか分からず、聖悟は助けを求めるようにアパルナを見た。

「おやおや、ワシに助けて欲しいのか？」

　アパルナはニヤニヤと笑った。

「俺おれはなにも言っていない。年のせいで幻げん聴ちようが聞こえたんじゃないか？」

「あー、年のせいかよく思い出せないんじゃが、おぬしの悪口はもっとキレが良かったような気がするんじゃがなあ」

　アパルナは相変わらずニヤニヤ笑っていた。

「……嫌いやな年寄りだ」

　聖悟はそんな言葉しか返せなかった。

　村人の歓かん声せいも収り始めた頃ころ、馬に乗った剣けん士しが颯さつ爽そうと現れた。

「エマ・ローズレン推参！　罪もない民たみを苦しめる貴族の風上にも置けない輩め！　某それがしが成敗してくれる！」

　女剣士は長く美しい金色の髪かみをなびかせて名乗りを上げた。

「常守花はな子こ参上！　クズ貴族め！　このわたしが相手なのです！」

　馬には花子も乗っていた。

　遅おくれてやってきた勇ましいふたりの姿に聖悟達たちは、ぽかんと口を開けて立たち尽つくしたのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ16　女子高生の証あかし







　学校に因縁をつけてきたクズ貴族を追い払ってから三日が経った。あれ以降は特に事件もなく、シャンカラ村には平和な日々が戻もどっていた。

　聖しよう悟ごは借りている家の外で朝早くから手て際ぎわよく薪まきを割っていた。

「おはよう。朝から精が出るな」

　そんな聖悟の背中に声をかけてきたのは通学途と中ちゆうのエマだった。

「ああ、おはよう」

　聖悟も振り返って挨あい拶さつを返した。

　エマは動きやすさを重視したいつもの鎧よろいを身につけており、腰こしには愛用の長ちよう剣けんを帯びていた。

　学校に行く途中のエマを聖悟はじっと見た。

「どうかしたか？」

　エマは足を止めて首をかしげた。

「……なんか違う」

　ここに至って常つね守もり聖悟はようやく気づいた。

　女子高生は軽装の鎧をつけて剣けんを腰に差したまま学校に通ったりしないことに。




「学校の制服を作らねばならない」

　聖悟はテーブルをバンと叩いて言った。

「唐とう突とつじゃな」

　テーブルを挟んで聖悟の正面に座すわっているアパルナが言った。

　聖悟は授業を終えたアパルナを自分の家まで連れてきていた。

「いつものことですけどね」

　聖悟の隣となりに座る花はな子こが言った。

「某それがしの服装になにか問題があるのか？」

　今回の主役であるエマも当然呼び出されていた。

「はっきり言うが、今の君の服装には問題しかない」

　聖悟が言った。

　エマは剣こそ壁かべに立てかけているものの、相変わらずの鎧姿だった。

「なにがどうまずいんじゃ？」

　アパルナが尋ねた。

「花子」

「アイアイサー」

　聖悟が目顔で合図すると、花子は神パッドを取り出して検けん索さくエンジンに「女子高生　制服」と打ち込んで、画像検索の結果をアパルナとエマに見せた。

　神パッドの画面にはセーラー服やブレザーを着た女の子が映っていた。

「女子高生というのはこういう格好をしているものだ」

　聖悟が言った。

「異世界の女子はこんな格好をしとるのか」

「我々の世界の服とは少し違いますね」

　アパルナとエマは異世界の女の子の服をしげしげと眺めた。

「少しなんてものじゃない。あっちの世界には鎧姿で剣を持って学校に通う女子高生なんてどこにもいやしない」

　聖悟はかぶりを振った。

「ふむ、こっちの世界でも貴族の子し弟ていが通う学校には制服があるんじゃ。通えるのは男子だけじゃから女子用の制服なんてものはもちろんありゃせん。ワシらが作った学校は女子も通えるんじゃから女子用の制服を作るのも面白いかもしれんな」

　アパルナはにやりと笑った。

「なるほど、女子用の制服を作れば女子も学校に通えることの宣伝になるのですね」

　エマが言った。

「そういう側面もあるが、とにかく今のままではエマを女子高生と呼ぶことは出来ない。状じよう況きようを打開するには制服を作る必要がある」

　女子高生がいなくてはゆるい日常は始まらないのだ。聖悟にとって制服は死活問題だった。

「あのー、ちょっといいですか？」

　すっと手を挙げたのは花子だった。

「なんだ？」

　聖悟が聞いた。

「制服ならわざわざ作らなくても兄さんの能力……じゃなかった、手品で出せるんじゃないですか？」

　花子は豪ごう快かいに口を滑すべらせながら指摘した。

「今、能力って言いおったぞ」

「ええ、はっきりと言いましたね」

　前から聖悟の『手品』に疑いを持っていたアパルナとエマはひそひそと言葉を交かわした。

「出せることは出せるんだが……やって見せた方が早いか」

　聖悟はパチンと指を鳴らして、手元に麦わら帽ぼう子しを出現させた。

「かぶってみろ」

　聖悟は麦わら帽子を花子に放ほうり投なげた。

「これはこれは……よりにもよって麦わら帽子ですか。こいつは穏おだやかじゃありませんな」

　帽子をキャッチした花子は眉まゆを吊つり上げた。

「世の蒙もう昧まいな連中は穴の空いたセーターなんぞにキャッキャキャッキャとはしゃいでおりますが、あんなものは子供のオモチャでしかないのですよ。恋こいに恋する女の子よりもピュアでロマンチックな人種である童どう貞ていどもを本当の意味で殺す服というのは、彼かれらに在りし日の幻げん想そうを思い起こさせるものなのです。そう、例えば白いワンピースを着て麦わら帽子をかぶった美しい少女が、夏の入道雲をバックに元気いっぱいの笑みを浮かべている姿のような。それを踏ふまえた上でわたしを見てくださいよ。メインヒロイン系美少女であるわたしはいま、清せい楚そさの象しよう徴ちようである白いワンピースを着ているのです。そこに麦わら帽子をかぶれですって……これはとんでもないことになりますよ。ですが、幸いにしてここは屋内。バックに夏の入道雲はありません。よって、世の童貞どもがゴミのように死に絶えることはないでしょうが、だからといって命の保証が出来るわけでは……」

「いいからとっととかぶれ！　話が前に進まないだろうが！」

　業ごうを煮にやした聖悟は、ぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだぐだと世よ迷まい言ごとを並べる花子の頭に麦わら帽子を押おし込んだ。

「やれやれ、ロマンというものが理解できない人はこれだから……ちょっと！　前が見えないんですが！」

　麦わら帽子を鼻まで押し込まれた花子が喚わめいた。

「すぐに見えるようになる」

　そう言って聖悟はもう一度指を鳴らした。

「あれ？」

　花子の鼻まで押し込まれていた麦わら帽子はぱっと消えてしまった。

「これは……」

「つまり……」

　エマとアパルナは揃そろって聖悟を見た。

「察しの通りだ。俺は出したものをいつでも自由に消せるんだ」

　聖悟はため息をついた。

「なるほど、兄さんは自分が出した服を着ている相手ならいつでもひん剥むけるわけですか」

　花子が言った。

　エマとアパルナはズザザッと聖悟から離れた。

「警けい戒かいするのも無理はないが、俺だってそんな状況になるのはゴメンだ」

　聖悟が求めているのはゆるい日常である。変質者しか喜ばないような特権など願い下げだった。

「とりあえずはおぬしの言葉を信じるとするか」

「ですね」

　アパルナとエマは警戒しつつも元の位置に戻った。

「これで分かってもらえたと思うが俺が制服を出すわけにはいかない。この世界で一から制服を作らなければならないんだ」

「おぬしの事情はよくわかったが、これで見とる限りそっちの世界の服は大分良い生き地じで作っとるようじゃな。こっちの世界でこれだけのものを手に入れるとなるとなかなか大変じゃぞ」

　神パッドで制服を眺ながめていたアパルナは、かなり上等な生地が使われていることに気づいていた。

「このあたりで上等な生地を手に入れるとなると、ベルザスカにあるヴァレンシア商会に行くしかないだろうな」

　エマが言った。

「ヴァレンシア商会……ベルザスカで一番大きい商会ですね。確かに高級な生地も扱あつかってますね」

　神パッドでパパッと検索した花子が言った。

「異世界の技術はわけがわからんのう。ヴァレンシア商会が扱っておる品物の一覧が値段つきで出てくるとは」

　アパルナはぎょっとしていた。

「流石さすがに高価ですね。ゴブリン退治で得た収入はもうあまり残っていませんからこれを買うとなると……」

　神パッドをのぞき込んだエマは生地の値段を見てため息を漏もらした。

「お困りのようだな」

　その声は開けてあった窓の外から聞こえてきた。

「その声は！　なぜおぬしがここにおるんじゃ！」

　聞き覚えのある声に驚おどろいたアパルナが椅い子すから立ち上がった。

「僕ぼくはお前の影かげのようなもの。光あるところには必ず影が出来るのだ」

　仰ぎよう々ぎようしい言葉とともにひょこっと窓の下から顔をのぞかせたのは、自じ称しようアパルナの宿敵ザ・サイレンスだった。

「……おぬし、なんか震ふるえとらんか？」

　アパルナからは眼帯をつけたザ・サイレンスの顔の上半分だけが見えているのだが、彼かの女じよの顔はどういうわけかプルプルと震えていた。

「こ、これは武む者しや震ぶるいだ！　今からそちらに向かう！」

　窓が案外高い位置にあったため、必死でつま先立ちしてなんとか顔を出していたザ・サイレンスはそれがばれないうちに家の中に入ることにしたのだった。







ＥＰＩＳＯＤＥ17　ザ・サイレンスの恩返し







「途中からだが話は聞かせてもらった。学校の制服を作るために生地が必要なのだろう？」

　相変わらず、ザ・サイレンスの口調はかわいらしい声に見合わない尊大なものだった。

「それは確かにそうなんじゃが、そもそもなんでおぬしがここにおるんじゃ？」

　アパルナにはこの自称宿敵がシャンカラ村までやってきた理由がさっぱり分からなかった。

「それは、その……あのときのお礼……」

　ザ・サイレンスは先ほどまでの堂々とした態度とは打って変わって、内気な少女のようになった。その目はちらちらと聖しよう悟ごを見ていた。

「ああ、なるほど。あのときのお礼参りに来たわけですか」

　ポンと手を打ったのは花はな子こだった。

「え、いや、そうじゃなくて……」

　ザ・サイレンスは後ずさった。ベリベリとメッキを剥はがされてしまったときのトラウマが彼女の中で目を覚ましつつあった。

「あのときは邪じや魔まが入ってしまいましたから、今回はきっちり最後までやりましょうか。さあ、今度こそ聞かせてくださいよ。あなたの最高のオリジナル詠えい唱しようをね」

　惜おしくも逃のがした獲え物ものを前に、花子は再び早はや撃うちマックと化した。

「今日は、その、喉のどの調子が悪くて……」

　ザ・サイレンスは目を覚ましてしまったトラウマから逃れたい一心で不調を訴うつたえた。

「そういうのいいんで、早くやってくださいよ」

　だが、煽あおり合いの荒こう野やを生きる早撃ちマックは慈じ悲ひなど持ち合わせていなかった。

「う、うあああああん！」

　逃げられないことを悟った眼帯の少女はまたも泣き出してしまった。

　日常系原理主義者は女の子がいじめられているのを黙って見過ごしたりはしなかった。

「……花子、俺の前で女の子を泣かせるとどうなるか、知っているはずだよな？」

　再び聞こえてきた地じ獄ごくからの呼び声に早撃ちマックは震え上がったのだった。




「すまない。二度もつらい思いをさせてしまった」

　いじめっ子を成敗した聖悟はザ・サイレンスに不ふ手て際ぎわを詫わびた。

「……また、助けてくれた……」

　聖悟を見つめる眼帯の少女は熱に浮かされているかのようだった。

「こやつ、こんなんじゃったかのう？」

　いくら記き憶おくをたぐっても自称宿敵がこんな顔をしているところなど思い浮かばず、アパルナは戸と惑まどっていた。

「前に会ったときとは大分雰囲気が違ちがいますね」

　エマもまた、前回とは全く違うザ・サイレンスに困惑していた。

「さて、ザ・サイレンスだったな？」

　聖悟は改めて来訪の目的を尋たずねるつもりだったのだが、眼帯の少女はどういうわけかふるふると首を横に振ふった。

「ザ・サイレンスじゃなかったか。申し訳ないが、君の名前を教えてもらえないか？」

　改めて名前を尋ねてきた聖悟に対して、眼帯の少女は再び首を横に振った。

「そうじゃない……です。わた……僕はザ・サイレンスって名乗ってるけど、それは本当の名前じゃなくて……」

「本名じゃなかったのか！」

　驚きの声を上げたのはエマだった。

「本名は静しず香かっていいます。お兄さんには、本当の名前で、呼んで欲ほしい……です」

　眼帯の少女はそれだけ言うとうつむいてしまった。

「わかった。よろしくな、静香」

　聖悟はうなずいた。

「それで、その……お兄さんの、お名前は……？」

　静香は勇気を振り絞って尋ねた。

「そういえばあのときは名乗らなかったな。常つね守もり聖悟だ」

　聖悟の方も改めて自己紹しよう介かいした。

「聖悟お兄さん……」

　静香は夢見るような顔をしていた。

「しかし、一体なぜ偽ぎ名めいを名乗っていたのだ？」

　エマにはわざわざ偽名を使う理由が分からなかった。

「本名はなんかモブっぽいっていうか、主人公っぽくないから……」

　ザ・サイレンスと名乗っていた少女は自分の名前が気に入っていなかった。

「そうなんか？」

　異世界人の名前事情など知るよしもないアパルナは聖悟に聞いた。
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「ありふれた名前なのは確かだな」

　聖悟が答えた。

「いくら自分の名前が気に入らんからといって、あんな罰ばつゲームみたいな偽名を使うことはなかろうに」

　自称宿敵に向けた森の魔女の目には憐あわれみが込められていた。

「頑がん張ばって考えたんだもん！　かっこいいもん！」

　お気に入りの名前をけなされた静香は、素すに戻って反論した。

「名字の方をいじれば良かったんじゃないか？」

『静香』をベースにいじくり回した結果が『ザ・サイレンス』なのだろうが、名字をベースにすればもう少しマシなものになったのではないか。そう思って聖悟は聞いてみた。

「名字は……ハイブリッジだから……」

　静香の声は小さかった。

「……高たか橋はしだったか」

　聖悟には静香の言いたかったことがちゃんと伝わっていた。

「その家名は珍めずらしいのか？」

　ふたりのやりとりがよく分からないエマは不思議そうな顔をしていた。

「俺がいた地域では三番目に多いな」

「……ええと、静香がなぜこの村までやってきたのかという話だったと思うんだが……」

　エマは話題を変えるべきだと判断した。

「……剣けん士し殿どのの心こころ遣づかいに感謝する」

　気を遣つかわれたことをちゃんと理解していた静香は恥はずかしそうにうつむいた。

「今日、ここにやってきたのは僕の名めい誉よを守るために力を尽くしてくれたあなたに礼をするためだ」

　静香は聖悟に向かって言った。

「いじめっ子に泣かされていたのを助けてもらったからお礼をしに来た」というのをザ・サイレンス風に表現するとこんな感じになるのである。

「礼なんて必要ない。俺は君が泣いているのを放っておけなかっただけだ」

　あくまで自分の信念に従っただけなので、聖悟には礼など必要なかった。

「え、いや、その……そんなにはっきり言われちゃうと、わたしの立場が……」

　見返りを求めるタイプではなさそうだと思ってはいたものの、想定よりも大分きっぱりとした態度で言われてしまったせいで、静香はあたふたしはじめた。

「ほ、ほら、さっきの話しぶりだと、静香は制服の生地を手に入れることの助けになってくれるんじゃないか？」

　おろおろしている静香を見ていられず、エマは助け船を出すことにした。

「そういえばそんな風だったが……」

　聖悟は静香を見た。

「そ、そうなのだ。僕はヴァレンシア商会の代表と浅からぬ縁えんがある。生地を手に入れることの手助けが出来るかもしれない」

　どうにかこうにか態勢を立て直して静香が言った。

「おぬし、あのヴァレンシア商会とつながりがあったんか！　ただのクソ鬱うつ陶とうしい輩ではなかったんじゃな！」

　この自称宿敵にも美点があったことにアパルナは感心していた。

「クソ鬱陶しいとか言うな！」

　ライバル（だと思い込んでいる相手）からの辛しん辣らつな言葉に静香は声を荒あらげた。

「俺は見返りを期待して君を助けたわけじゃないんだが……意地を張っていても仕方ないか」

　恩を売るような真ま似ねはしたくない聖悟だったが、現状を打開するには静香の力を借りるほかないのは分かっていた。

「静香、エマを立派な女子高生にするために君の力を貸してくれ」

　かわいい女子高生達のゆるくて楽しい世界という理想を実現するために、聖悟は静香に頭を下げた。

「こちらはもとよりそのつもりだ。必ずや剣士殿を立派な女子高生にして見せ……え？」

　いじめっ子から助けてくれたお兄さんにとんでもないことを頼たのまれてしまった静香は固まった。

「女子……高生……？　え？　なんで？」

　静香の頭は疑問で埋うめ尽くされてしまった。

「そうか、まだ俺の目的を説明していなかったな……さて、どうするか」

　まともに話をするのは今回が初めてなので静香は聖悟の事情を知らないのだ。聖悟と同じ世界出身の静香が相手なら説明しやすい部分もあるのだが、いまはエマとアパルナもいる。静香に対する説明を聞かれるとこのふたりを混乱させてしまう恐おそれがあった。

　どうしたものかと頭を悩なやませていると、倒たおれていた花子の首がぐりんと回って聖悟の方を向いた。

「……力を、欲ほつしますか？」

　花子の目は聖悟を試ためしているかのようだった。

「その手のセリフを一度言ってみたかったんだろうが、自分を叩きのめした相手にそんなことを聞いてなんになる。さっさとあれをやれ」

　聖悟は花子の『力ある存在』ごっこに付き合うつもりなどなかった。

「『わたし的に一度は言ってみたいセリフ』第五位なのに……風ふ情ぜいってものが分からない現代っ子はこれだから嫌なんですよ……」

　ぼやきながらも立ち上がると、花子は両手でＴの字をつくった。

「タァァァイム！」

　花子が時を止めると、エマとアパルナは凍こおり付ついたかのように動きを止めた。

「うそでしょ！　時間干かん渉しよう能力だなんて！　いくら異世界人だからってこんなこと出来るわけ……！」

　平然と時間を止めてしまった花子に静香は目を見張った。

「前にも言ったでしょう？　わたしはひと味違うんですよ」

　花子はにやりと笑った。

「その辺りも説明するか。静香はこの世界の人間じゃないから問題ないだろう」

　聖悟はこれまでの経けい緯いとこの世界で自分が為なすべきことを丁てい寧ねいに説明し、ついでに花子の正体も話した。




「日常系みたいなゆるい世界……」

　聖悟の話を聞き終わった静香はぽかんとしていた。

「そうだ。この世界をゆるくて優しいものにするために、俺はまず学校を作った」

　聖悟が言った。

「それで、学校を作ったから次に制服を作るわけですか……正直に言うと、なにからなにまで全く共感できないんですけど、聖悟お兄さんには助けてもらったし、わたしもできる限り協力します」

　女子高生を作ると言われたときは面めん食くらったし、詳くわしい説明を聞かされても困こん惑わくは大きくなるばかりだったが、静香は恩人の力になりたいと思っていた。

「心配することはない。静香にも日常系の尊さが分かる日が必ずやってくる」

　聖悟の言葉は力強かった。

「日常系が好きな人って本当に『尊い』って表現使うんですね……」

　一応、日常系アニメを見たことはあるものの、高橋静香は異能バトルの方がずっと好きだった。

「尊いものを尊いと表現するのは当たり前だと思うが……それはともかく、花子、お前のそのポーズはなんなんだ」

　聖悟は静香から花子に目を向けた。

　正体を明かした花子は、背筋をピンと伸のばして両りよう腕うでを軽く広げて掌てのひらを上に向けたポーズを取っていた。

「支配者のポーズに決まってるじゃないですか。なにせ！　わたしは！　神！　ですから！　ね！」

　花子は全すべてを睥へい睨げいするかのような目をしていた。

「そういえば、コレが神だと聞いても静香はあまり驚かなかったな」

　説明を聞いていたときの静香の様子を思い出した聖悟が言った。

「ふふっ、わたしには隠かくそうともあふれ出てしまう美と気品と威い厳げんがありますからね」

　支配者は誇ほこらしげに言った。

「ええと、わたしは異能バトルものが好きなんですけど、ああいうのって神話とか伝説を元ネタに使ってることが多いんです。わたしもそれつながりで神話とかたまに読むんですけど、神話に出てくる神って結構アレなんで、神の実物がコレなのにはむしろ納なつ得とくがいくっていうか……」

　神話だの伝説だのというものは往々にして美化されるものである。美化してもあんなんである神というものの実物がこんなんなのは、静香にとってはさほどおかしなことではなかった。

「アレとかコレとかって表現やめてえええ！」

　時の止まった空間に支配者の悲痛な叫さけびがこだました。

「説明も済んだことだ。ベルザスカのヴァレンシア商会に行くとしよう。花子、時間を元に戻せ」

　聖悟は花子に向かって顎あごをしゃくった。

「神を顎で使おうとはいい度胸ですな。やろうと思えばわたしを秒殺できるからってあまり調子に乗るのは感心しませんぞ」

　支配者は不敵に笑っていた。

「自分を秒殺できる相手になんで強気で出られるんだろう……」

　花子の態度は、静香には理解不能だった。

「わかった。ではこうしよう。お前がそのポーズを五分間保てれば頭を下げて元に戻してくれと頼んでやる。どうだ、受けるか？」

　聖悟は支配者に勝負を提案した。

「聖悟さんの頭の下げ方はわたしが指定しても構いませんか？」

　花子が尋ねた。

「構わん」

　聖悟はあっさりうなずいた。

「いいでしょう。この勝負、受けて立ちますよ」

　支配者はにやりと笑った。

「じゃあ、始めるぞ。一、二、三……」

　花子の同意も得られたので聖悟はカウントを開始した。完かん璧ぺきな時間感覚を持つ聖悟は、寸分の狂くるいもなく一秒にひとつずつ数を数えていった。

「ふはははは！　墓ぼ穴けつを掘ほりましたな！　頭を下げるという行こう為いの中には土下座という動作も含ふくまれていることに気づかないとは迂う闊かつなことです！　その頭、床ゆかにこすりつけさせてあげますよ！」

　言げん質ちを取ることに成功した支配者は高らかに笑い声を上げた。

　だが、花子は気づいていなかった。支配者のポーズは意外と腕うでが疲つかれるということに。

「……九十、九十一、九十二……」

　聖悟は正確なカウントを続けていた。

「お、おお、ああ、ああああ……」

　すでに腕が限界に達しつつある花子は苦しげにうめいていた。

　一分を過ぎた頃からプルプルと震え始めた支配者の腕は、もはやグラグラと揺ゆれていた。

　結局、花子が支配者でいられたのは聖悟が二百秒数えるまでだった。




「よし。早さつ速そくベルザスカに行くぞ。制服を作るためにヴァレンシア商会で生地を手に入れる」

　支配者を下して時の流れを元に戻した聖悟は、ベルザスカへの出発を宣言した。

「たまには他人のために働くのも悪くない」

　静香はいつもの調子で言った。

「出発するのはいいんじゃが、なんで花子は腕をだらんと垂らしとるんじゃ？」

「肩かたが外れたとかではなさそうですが……」

　アパルナとエマには、花子が憔しよう悴すいしきった顔で両腕を力なく垂らしている理由が分からなかった。







ＥＰＩＳＯＤＥ18　死に至る病







　マクリー村長に事情を説明して馬車を借りると、聖しよう悟ご達はベルザスカに向かった。

　ベルザスカは防備のために高い壁で囲まれており、東西南北にもうけられた門から中に入る仕組みになっていた。

　聖悟が元いた世界の都市ほどではないがベルザスカは人が多く、活気に満ちていた。

「こちらだ」

　聖悟達は静しず香かの案内に従って、よく手入れされた石いし畳だたみの街路を馬車でゆっくりと進んでいった。

　少しすると、街の中心部にある大きな広場に出た。

　ほぼ正方形の広場に面して立派な造りの建物がいくつか建っていた。

「ここがこの街の中心地か」

　馬車の窓から広場を眺めていた聖悟が言うと、静香がうなずいた。

「その通りだ。この広場に面しているのはどれもこの街の中ちゆう核かくを担になう施し設せつばかり。この場所こそがベルザスカの心臓部だ」

「久しぶりに来たが、やはり一番デカいのはあれじゃな」

　アパルナは立ち並ぶ施設の中でも特に目立つ大きな石造りの建物に目を向けた。

「冒ぼう険けん者しやギルドですね」

　御ぎよ者しや役を務めていたエマが言った。

　ベルザスカには冒険者ギルドの支部があった。酒場を兼かねたその施設は、広場にある建物の中で最も人の出入りが激しく、出入りする人の種類も多た彩さいだった。

「用があるのは冒険者ギルドではなくあちらの建物だがな」

　静香が示したのは広場を挟はさんでギルドの向かいに建っている、小ぶりだが瀟しよう洒しやな建物だった。

「それじゃあ、乗り込みますかね」

　花はな子こが言った。




　ヴァレンシア商会の中に入ると、聖悟達たちに気づいた五十歳さいくらいの女性の従業員が声をかけて来た。

「本日はどういったご用件で……あら、静香ちゃんじゃない。お帰りなさい」

　この商会の制服であるベストを着た丸顔の従業員は、客のひとりに静香がいることに気づくとにっこり笑った。

「おばさん、ただいまー……じゃない！　ぼ、僕はヴァレンシア商会の代表殿どのに重大な用件があるのだ！　取り次いでいただきたい！」

　顔見知りの従業員なのでつい普ふ段だんのように挨あい拶さつしてしまった静香は、なんとか態勢を立て直そうとした。

「急に改まってどうしちゃったの？　また代表にお小こ遣づかいの前借りをお願いするのかしら？」

　従業員の女性はくすくすと笑っていた。

「い、いいから、わたしが来たってダリアに伝えて！」

　静香は顔を真っ赤にして言った。従業員は、はいはいと言って奥おくの方に行ってしまった。

　思わぬ形で醜しゆう態たいをさらしてしまった静香は恐る恐るみんなの方を振り返った。

「『また』って言ってたな」

「『また』って言ってましたね」

「『また』って言ってたのう」

「何度もお小遣いを前借りするのはちょっとな……」

　一同は揃って言った。

「そんなに何度も前借りしてないもん！」

　静香は自分の名誉のために強く否定した。

　前借りしたこと自体はあるのか。

　一同はそう思った。




　従業員の女性は、商会の代表に静香が来たことを伝えてくると、「静香ちゃんなら案内しなくてもいいわよね」と言って、自分の仕事に戻もどっていった。

　聖悟達は静香に案内されて、ヴァレンシア商会代表ダリア・ヴァレンシアの部屋に向かった。

「大商会の代表か。どんな方なのだろう。やはり緊きん張ちようするな」

　板張りの廊ろう下かを歩くエマは少し落ち着かない様子だった。

「まあ、どんな相手であれおぬしが普ふ通つうにしておれば悪い印象を持たれることはあるまい」

　アパルナは堂々と構えていた。

「お前は流石に落ち着いているな。年の功か」

　聖悟が言った。

「おぬしの方が平然としとるじゃろうが」

　アパルナには聖悟が普段となにひとつ変わらないように見えた。

「慣れているだけだ」

　元の世界では仕事の関係で要人だのなんだのとはひっきりなしに会っていたので、聖悟は誰だれが相手でも動じなくなっていた。

「そうそう。いつも通りに振ふる舞まうことこそ、良好な関係を構築する第一歩なのですよ」

　花子はうんうんとうなずいていた。

「お前は間ま違ちがってもいつも通りに振舞うな。というか一いつ切さいしゃべるな。自分は石像だと思っていろ」

　他に制服の生地を手に入れる当てがない以上、聖悟は絶対に失敗出来なかった。

「やれやれ、わたしに女め神がみ像ぞうになっていろと仰おつしやるわけですか」

　花子は肩をすくめた。

「女神像？　邪じや神しん像の間違いだろう」

「ダブルミーニングでわたしの心をえぐってくるとはご挨拶ですなあ」

　花子は、己おのれのあり方と造形にまとめてけちをつけてきた聖悟をにらんだ。

　そんなやりとりをしながら廊下を歩いていると、案内役の静香が部屋の扉とびらの前で足を止めた。

「ここか？」

　聖悟が尋ねると静香はこくりとうなずき、扉をノックした。

「静香ね。入ってちょうだい」

　返事が来たので静香は扉を開けた。

「いらっしゃい」

　快活な笑え顔がおで迎むかえてくれたのは、長い黒くろ髪かみを高く結ゆい上あげた三十歳くらいの女性だった。

「静香が誰かを連れてくるなんて珍しいわね。それもこんなに大勢」

　女性は目を丸くして聖悟達を見ていた。

「ダリア・ヴァレンシア殿、本日はあなたの助力を賜たまわりたく――」

　静香は早速本題に入ろうとした。

「あなた、他の人の前でお小遣いを前借りするつもりなの？」

　ダリアは本気で驚いていた。

「違うもん！　今日は真ま面じ目めな頼み事だもん！」

　またもあらぬ疑いをかけられてしまった静香は涙なみ目だめになっていた。

「ワシらの方から事情を説明した方が良さそうじゃな」

　アパルナはため息をついた。




「学校に制服か……異世界人はみんな面おも白しろいことを考えるわね」

　聖悟達の説明を聞き終わったダリアは、驚きと感心と呆あきれが均等に混じった顔をしていた。

「みんな？　静香もなにかやったのか？」

　聖悟が尋ねた。

「なにかもなにも、この子のコートと眼帯は私が特別につくらせた物なのよ」

　ダリアは静香からひょいとコートと眼帯をひったくった。

「かーえーしーてーよー！」

　大事な装備品をはぎ取られてしまった静香が抗こう議ぎした。

「ずいぶん作りがいいとは思っとったが、ヴァレンシア商会が作った物じゃったか」

　アパルナが言った。

「というか、左目はなんともないんだな」

　エマが言うように、静香の左目には傷などなく、右目と全く変わりなかった。

　眼帯の下がどうなっているのかちょっと気になっていたエマは、肩かた透すかしを食らったような気分だった。

「この眼帯はいわば安全装置のようなもの。外からの光を遮さえぎるのではなく、僕の内にある闇やみを封ふうじるための――」

「そこそこ良い素材を使ってる以外は普通の眼帯よ」

　いつもの調子で語り出した静香を無視してダリアが説明した。

「ダーリーアー！」

　静香は色々な物を台無しにしてくれたダリアをポカポカと叩たたいた。

「それにしても、おふたりはずいぶん親しいようだが、結局のところどういう関係なのだ？」

　静香はヴァレンシア商会の代表とつながりがあるなどと言っていたが、エマには年の離はなれた姉妹にしか見えなかった。

「一言で言えば僕の出資者……別の言い方をすれば共犯者だろうか」

「私はこの子の保護者よ」

　ダリアが説明した。

「この忌いまわしい力を使うわけにも行かず、ギルドでくすぶっていた僕に目をつけたダリアは取引を持ちかけてきた。そして、僕らは契けい約やくを結んだんだ」

「この子ったら、真面目にやれば普通に強いのにどういうわけか冒険者ランクを上げたくないみたいで、ランクの低いクエストしか受けなかったのよ。で、低ランクのクエスト報ほう酬しゆうだけじゃ食べていけないものだから、お腹なかが空きすぎてギルドで倒れちゃったの。この子に実力があるのはギルドの人達も知ってるから扱いに困ったみたいで、私に面めん倒どうを見てくれないかって頼んできたの。それで私がこの子の保護者をやることになったってわけ」

　ダリアによる説明は続いた。

「食べていけないなら素す直なおにランクを上げればよかろうに」

　アパルナには静香の行動が全く理解できなかった。

「ランクは低いけど本気出せばＴＵＥＥＥ出来るってのに憧あこがれる人は結構いますからね。まあ、本当に実じつ践せんしちゃったあげく、稼かせげないせいで倒れた人は初めて見ましたが」

　花子は珍ちん獣じゆうを見る目で静香を見ていた。

「ダーリーアー！」

　静香はなにからなにまで台無しにしてくれたダリアを再びポカポカと叩いた。

「色々と独特だけど、悪い子じゃないのよ。だから仲良くしてあげてね」

　叩かれながらもダリアは笑っていた。

「もういいから！　早く本題に入って！」

　すでに取り返しのつかない状じよう況きようになっているような気もするが、静香はこれ以上メッキが剥がされるのには耐たえられなかった。

「わかった、わかった。あなた達は学校の制服に使う生き地じが欲しいのね？」

　ダリアは改めて聖悟に尋ねた。

「そうだ。最高の物を手に入れたい」

　みすぼらしい制服の女子高生を見るのはなんかいたたまれないので、聖悟には最高の制服を用意する必要があった。

「いいわ。このダリア・ヴァレンシアが最高の生地を用意してあげる」

　ダリアはあっさりと承しよう諾だくした。

「やったじゃないか！」

「案外すんなりいったのう！」

　エマとアパルナは素直に喜んでいた。

「ふむ、ネゴシエーションの必要はありませんでしたか」

　大商会の代表を己のスキルでねじ伏ふせてみたかった花子はちょっと残念そうだった。

「……条件は？」

　ただひとり、聖悟だけが気を緩ゆるめることなくダリアを見ていた。

「物わかりがいいわね」

　ダリアは口くちの端はしを吊つり上げた。

　大商会の代表は一体なにを突つきつけてくるのかとエマ達が固かた唾ずをのんで見守っていると、ついにダリアが口を開いた。

「条件はただひとつ。静香をあなた達の学校に入れることよ」

「いいぞ」

　聖悟はダリアが示した条件をすんなり受け入れた。

「え？」

　突とつ然ぜんのことに理解が追いつかない静香はぽかんとしていた。

「やった！　じゃあ、手続きとかしなくちゃね！」

　ダリアの声は弾はずんでいた。

「そういうのは特に必要ない。ただ、ベルザスカから毎日シャンカラ村の学校まで通うのは無理だろう。そのあたりはなんとか出来るか？」

「もちろんよ。シャンカラ村のマクリーさんとは付き合いもあるし、静香には村に住んでもらうわ」

「それなら問題ないな」

「商談成立ね」

　合意に達した聖悟とダリアはがしっと握あく手しゆした。

「ちょっと待って！　なんでわたしが学校に通うのが条件なの！」

　静香はようやく口を挟んだ。

「なんでって、学校であなたの友達を作るためよ。あなた友達いないでしょ」

　ダリアの言葉は質問ではなかった。

「そ、それはその、友達という言葉が具体的にどういった関係を意味するのかにもよるんじゃないかと……」

　静香はダリアから目をそらした。

「なにやら聞き覚えのある言い回しじゃな」

「どこぞの金きん髪ぱつ美人剣けん士しも同じようなことを言ってましたね」

　アパルナと花子は友達いない女剣士をちらりと見た。

　エマは静香の言い分に対してしきりにうなずいていた。

「とにかく、学校に行って友達作ってきなさい。あなただってひとりぼっちは寂さびしいでしょう？」

　ダリアは静香に気き遣づかうような目を向けた。

「いや、別に」

　強がっているわけではなく、静香の本心である。他人に合わせる必要がないので独り身は結構楽なのだった。

　だが、そんな静香にダリアはため息をついた。

「いまはひとりでも生きていけると思ってるんでしょうけど、孤こ独どくっていうのはゆっくりと人を蝕むしばんでいく病なのよ。夜よる遅おそくまで働いて、疲れて家に帰っても誰もいやしない。家にいるのはひとりぼっちの自分だけ。そのことに絶望する日があなたにも必ずやってくるの」

　ダリアは静香の肩に手を置いて諭さとすように言った。

「なんか友達を作るって話からずれてきてませんかね？」

「そのたぐいの孤独は友達がおっても解決しないんじゃないかのう」

　花子とアパルナは真しん剣けんそのもののダリアに怪け訝げんな顔をした。

「……なんて恐ろしい病なんだ……」

　一方、エマはダリアの語る恐きよう怖ふに震ふるえ上がっていた。

「そうなのかなあ……」

　気楽なぼっちライフをエンジョイしていた静香も、鬼き気き迫せまるダリアの顔には不安を覚え始めていた。

「そうよ。私が保証してあげる」

　未み婚こんの大商人は強く断言した。

「ダリアがそこまで言うなら……入ってもいいかな」

　静香は学校への入学を受け入れることにした。

「決まりね。この子の制服も作ってくれるのよね？」

　ダリアが尋たずねた。

「もちろんだ。それで、生地の方はいつ頃ごろ手に入る？」

　聖悟が聞き返した。

「あなた達は運がいいわ。今日はたまたま最高の生地が入にゆう荷かする日なのよ。日が沈しずむ前には到とう着ちやくするはずだから、もうそろそろね」

　ダリアは窓から差し込む夕日に目をやった。

　部屋の扉が勢いよく開かれたのはその直後だった。

「代表、大変よ！」

　息を切らして駆かけ込んできたのは先ほど応対してくれた女性の従業員だった。

「どうしたの？」

　従業員のただならぬ様子にダリアは眉まゆ根ねを寄せた。

「たったいま、うちに届けるはずだった積荷が奪うばわれたって連れん絡らくがあったの！」

「嘘うそでしょう！　一体誰がそんな真似を……まさか！」

　ダリアは犯人に心当たりがあった。

「あなたが思っている通り、襲おそってきたのはドリアン・ベンジェリンなの」

「甘あまかったわ……要求を突っぱねたからってここまでやるなんて……」

　ダリアは額に手を当ててうめいた。

「どうします？　あんなのでも相手は貴族だから告発するにしたってそう簡単には……」

　従業員の表情は険しかった。

「弱ったわね。こんなことになるなんて……」

　ダリアは頭を抱かかえたくなった。

「どうやら生地を奪われたらしいな」

　ふたりのやりとりを見ていた聖悟が言った。

「ええ。やられたわ。犯人はドリアン・ベンジェリン。あの男、突然金が要いるとか言い出して、そこら中の商人に奉ほう仕しさせようとしていたのよ」

　ダリアは苦い顔をしていた。

「奉仕という名目で金を巻き上げようとするとは、なんて奴やつだ」

　エマは憤いきどおりを露あらわにした。

「私は奉仕なんてするつもりはなかった。あいつからはもの凄すごい目でにらまれたけどね」

　ダリアはドリアン・ベンジェリンの憎にくしみを滾たぎらせた顔を思い出していた。

「それでドリアンはうちの品物を奪っていったのか！　そんなの逆さか恨うらみじゃないか！」

　静香も怒おこっていた。

「あいつらは奉仕させてやるって言ってたそうよ」

　従業員もドリアンへの嫌けん悪お感を隠さなかった。

「権力を笠かさに着て好き放題ですか。絵に描かいたようなクズ貴族ですな」

　花子でさえも貴族の横暴な振ふる舞まいには頭にきていた。

「ベンジェリンか……聞き覚えがあるな」

　聖悟はアパルナを見た。

「察しの通りじゃ。以前ワシらの学校に因いん縁ねんをつけてきたエルネストの父親がドリアン・ベンジェリンじゃよ」

　アパルナはうなずいた。

「やはりそうか」

　そうつぶやいて聖悟は立ち上がった。

「花子、ついてこい」

「ほほう、お子様お断りのデンジャラスなパーリィですな」

　声をかけられた花子はにやりと笑った。

「俺おれたちは出かけてくる。その間に静香の引ひっ越こしの準備でもしててくれ」

「あなた達、まさか……」

　ダリアはとんでもないことをやろうとしている異世界人を見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。生地は丁寧に扱あつかう。貴族様の方は別だがな」

　立ち上がった聖悟は全てを切きり裂さく魔ま剣けんのような目つきをしていた。







ＥＰＩＳＯＤＥ19　峰みね打うちは許容範はん囲い







　煌こう々こうとした明かりが灯ともるベンジェリン家の大きな屋や敷しきでは、親子の笑い声が絶えなかった。

「はっはっはっ、最初からこうすればよかったのだ。平民どもなど力ずくで服従させてしまえばいい」

　ドリアン・ベンジェリンは大きく突き出た腹を揺らして笑っていた。

「すごいや。流石さすがはパパだ。傭よう兵へいどもを使って荷物を奪ってそれを売った金でさらにたくさんの傭兵を雇やとうんだね。これを繰くり返せば傭兵どもなんていくらでも増やせるよ！」

　エルネストは父親の知略に目をキラキラさせていた。

「これを理解できるとはお前は本当に賢かしこい子だ。今回、あのダリアとかいう女に奉仕させてやったおかげでうちの倉庫は一いつ杯ぱいになった。あれをまとめて売ればあの小さな村を叩きつぶせるだけの傭兵をそろえることなど簡単にできるだろう」

　ドリアンは自分に似て聡そう明めいな息むす子この頭を撫なでてやった。

「うん！　シャンカラ村なんて消えてなくなればいいんだ！」

　エルネストは元気よくうなずいた。

　異世界人に追おい払はらわれた後、エルネストはパパに泣きついた。

　息子が受けた仕打ちを知ったドリアンは怒いかり狂い、傭兵を集めてシャンカラ村を滅ほろぼすことを決めたのだった。

「でも、傭兵を使うのにいちいち金を用意しないといけないのは面倒だよね。僕ぼく達たち貴族は平民どもより偉えらいんだから、あいつらも素直に言うことを聞けばいいのに」

　エルネストは金を払わないと傭兵に命令できないことにご立腹だった。

「平民どもは無知な生き物なのだ。奴らは金さえあればなんでも出来ると思っておる。あの連中は我々がいかに高貴な存在であるかがわかっておらんのだ。だが、あの愚おろかな連中に道理を説いても意味がない。我々は上に立つ者として、あの連中に合わせてやらねばならんのだ。それが貴族の責任というものだ」

　ドリアンは優やさしく息子を諭した。

「平民どもがもう少し賢ければ、金をもらうより僕達に奉仕する方がずっと幸せだってわかるのにね」

　エルネストは不満そうに言った。

「仕方あるまい。奴らは愚かだから平民なのだ」

　ドリアンがそう言うと、エルネストも笑った。

　ふたりの笑い声は広い部屋に響ひびき渡わたり、窓を震わせた。




　ベンジェリン家の屋敷を見下ろす丘おかに陣じん取どっていた聖しよ悟うごと花はな子こは、神パッドのカメラで窓の振しん動どうを解かい析せきすることで部屋の中の会話を盗とう聴ちようしていた。

　ふたりは神パッドで屋敷の場所を調べると、ルート案内に従って近くの丘までやってきたのだった。

「クズ貴族の聞くに堪たえない会話もばっちり盗聴できる……そう……神パッドなら……ね」

　今回の花子のドヤりにはいまいちキレがなかった。

「はあ……クズどもの戯ざれ言ごとを聞き続けるのは嫌いやになりますね」

　貴族どもの醜しゆう悪あくなやりとりには花子もうんざりしていた。

「まさかお前の口からそんな言葉が出てくるとはな」

　雨に濡ぬれた捨すて猫ねこを拾う不良を見せられてもなんとも思わない聖悟も、あの花子が真っ当なことを言う姿には心を打たれた。

「いやまあ、こんなド田舎いなかの木こっ端ぱ貴族風ふ情ぜいが元気一杯でイキッてるとですね、わたしとしては『本物の力』ってやつの怖こわさと素す晴ばらしさを教えてやりたくなるっていうか……わかるでしょ？」

　花子はニヤッと笑った。その瞳ひとみの奥ではどす黒いものが渦うず巻まいていた。

「…………」

　聖悟は言葉を失った。

　この巨きよ悪あくはやはりどうにかしなければならない。

　そう思いはしたものの、聖悟は優先順位を忘れはしなかった。

　いまやるべきは女子高生のために制服を手に入れることである。

　邪神を倒たおして世界につかの間の平和をもたらすのは後回しだった。

「さてと、話によるとあいつらがかっぱらった金品はあっちの倉庫にあるみたいですし、屋敷にカチコミかけるのに遠えん慮りよは要りませんね」

　盗聴アプリのおかげで倉庫の位置も把は握あくしていた花子は、井いの中なかの蛙かわずどもに大海の広さと恐おそろしさをみっちりと教えてやれることにうきうきしていた。

「余計な手間が省けるのは助かるな」

　聖悟もうなずいた。

「では、素す早ばやく、静かに、徹てつ底てい的てきに敵を叩くことで抑よく圧あつからの解放を実現し、常に忠誠であったこのわたしが、ワンショットワンキルを見せてやるとしますか」

　ポキポキと指を鳴らして気合いを入れた花子が言った。

「軍隊のモットーを適当に混ぜてそれっぽいことを言おうとするんじゃない。それと、殺しは無しだ」

　聖悟は逸はやる花子に釘くぎを刺さした。

「えー、あんなドクズどもが相手なのに殺さないっていうんですか」

「当たり前だ。クズでもゴミでも人間には変わりない。人間である以上、死ぬと重たい感じになるからな」

　聖悟とてあの親子には嫌悪感しかないが、それでもシリアス展開を招くわけにはいかなかった。

「峰打ちでもやるってんですか？　生っちょろいことですなあ」

　花子は聖悟の考えを鼻で笑った。

　敵は殺す。全すべて殺す。必ず殺す。

　それがコントローラーを握にぎったときの花子である。

　敵の殲せん滅めつこそが至上目的である花子からすれば、聖悟の言い分など小学校の黒板の上に飾かざられている「みんなでなかよくすごしましょう」の張り紙よりも平和ボケしたものとしか思えなかった。

「峰打ちか……それなら許容範囲だな」

　聖悟はそう言って武器を出現させた。

「……ワーオ」

　花子は驚おどろきに目を見開いた。

　聖悟が出現させたのは身長の倍ほどもある巨きよ大だいな銃じゆうだった。

　最強の始末屋はそれを片手で構えると、闇の中に浮うかび上がるベンジェリン家の屋敷に狙ねらいを定めた。

「いや、あの、これ使っちゃったらどんな人でも死んじゃうんじゃないですかね……」

　花子は化け物のような銃を恐る恐る指さした。

「加減して撃うつし、急所は外す。なにも問題ない」

　標的に向けた銃をぴたりと静止させたまま聖悟が答えた。

「いやいや、加減したってこんなのぶち込まれたらただじゃすまないでしょうよ……」

「言ったはずだ。鉄の棒で力ちから一いつ杯ぱいぶん殴なぐるくらいなら、許容範囲だとな」

　聖悟は引き金を引いた。
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　最強の始末屋が持つ切り札のひとつ、五十五ミリ口径超ちよう巨きよ大だい散さん弾だん銃じゆう「パントガン」が火を吹ふいた。

　巨大な銃じゆう口こうから吹き出した銃じゆう口こう炎えんは、聖悟と花子がいる丘をぱっと明るく照らした。そして、放たれた夥おびただしい数の散さん弾だんは貴族の大きな屋敷を粉々に吹き飛ばした。

「オーマイゴ――っと、危ない危ないギリギリセーフですな」

　冗じよう談だんのような散弾銃の冗談のような破は壊かい力りよくを目まの当あたりにした花子は、口から出そうになった立場上不適切な言葉をすんでのところで飲み込んだ。

「始末は終わった。倉庫から生地を回収して帰るぞ」

　仕事を終えた最強の始末屋は、女子高生の制服の生地を手に入れるために悠ゆう然ぜんと歩いていった。







ＥＰＩＬＯＧＵＥ　日常はまだまだ始まったばかりだ







　ベンジェリン家の屋敷が一夜にして崩ほう落らくした日からすでに五日が経たっていた。

　ドリアンとエルネストは一命を取り留めたものの、かなりの期間をベッドに縛しばり付つけられて過ごすことが確定していた。

　そしていま、シャンカラ村ではセーラー服の上に軽装の防具をつけ、腰こしには長ちよう剣けんを帯びた金髪の女剣士と、セーラー服の上に黒いコートを羽織っている眼帯の少女が連れ立って登校しているところだった。

「ううむ、某それがしが異世界の服を着ることになるとは……」

　セーラー服を着るようになってから数日が経っていたが、エマは今日も感かん慨がいに浸ひたっていた。

「確かに異世界の服なんだけど……セーラー服着るときってこんな反応するものなのかなあ……」

　静しず香かが言った。エマの気持ちも分からなくはないものの、セーラー服を着てしみじみとしている女剣士の姿はやはり奇き妙みように感じられた。

「おお。やはり静香は慣れているのだな」

　エマはセーラー服にも全く動じない静香に感心していた。

「慣れてはいるんだけど……感心されるようなことじゃないと思う」

　静香は苦く笑しようした。セーラー服を着て歩いているだけで他人から感心されるのは不思議な気分だった。

「そうなのか？　それにしても、なぜこのセーラー服は我々にぴったりのサイズなのだろう。採寸なんてされていないのだが」

　あの日、生地を取り戻した聖しよう悟ごと花はな子こがベルザスカに戻って来たのは真夜中だった。聖悟はダリアへの報告をすませるとエマと静香にセーラー服とブレザーのどっちを着たいかと尋ねてきた。

　ふたりで少し話し合ってセーラー服にしたいと伝えると、聖悟はダリアから部屋をひとつ借り、生地を持って閉じこもった。

　翌朝、部屋から出てきた聖悟は二着のセーラー服を抱えていた。

「作業の様子は例の神パッドとやらで録画してあったから、このセーラー服は聖悟が『手品』で出したものではないのは分かるのだが、そうなるとサイズが合っていることが余計に不思議でなあ」

　エマはしきりに首をかしげていた。

「細かいことは気にしなくていいんじゃないかと……」

　静香は言いよどんだ。聖悟の正体を聞かされているのでその程度のことなら造作もなく出来るだろうと思うものの、自分をいじめっ子から助けてくれたお兄さんが服の上からでも女性のスリーサイズを寸分の狂くるいもなく完全に見み抜ぬける男だということは、静香にとってあまり意識したくない部分だった。

「それはそうと、入学してから何日か経ったわけだが、静香は学校には慣れたか？」

　エマが尋ねた。

「元いた世界の学校とは大分違ちがうけど、少しは慣れてきたかな……あいつを先生って呼ばないといけないこと以外は」

　静香が言った。実際のところ、アパルナの扱いは公平そのものだったし、教え方も上う手まいのだが、あの小さな魔ま女じよは静香に自分のことを「先生」と呼ばせるのを明らかに楽しんでいた。

「そうか……それで、その……友達の方は？」

　エマは静香の様子をうかがいながら尋ねた。

「貴女あなたらしくもない愚かな問いだな……出来ていないに決まっている」

　静香は尊大な口調になった。そうでもしないとやってられなかった。

「そちらもか……」

「ということは剣けん士し殿どのも……」

　エマはこくりとうなずいた。

「友達ってどうやって作ればいいのだろうな。物語の中では明確なきっかけがあるものだが、現実にはそんなものないしな」

　エマは肩かたを落とした。

「リアルでは『俺とお前は今日から友達だ！』なんて言えるはずもない……そうなると友達というのは曖あい昧まいな関係になるわけだが……」

　静香が言った。

「関係が曖昧だとどう接するのが正しいのかわからなくなるよなあ……」

　エマはため息を漏もらした。

「そう。やはり根本的な原因は友達というものの定義が曖昧なことなのだ！」

　静香はうなずいた。

「その通りだ！　やはり原因はそこだ！　にもかかわらず……」

「僕ぼくらがそれを言い出すと、みんななにかを察したような目でこっちを見るんだ」

「わかる！　わかるぞ！　静香！」

「わかってくれるか！　剣士殿！」

「剣士殿などという呼び方はやめてくれ。某のことはエマでいい」

「そうか！　エマのような話のわかる人間は初めてだ！」

「それは某も同じだ！　そうだ！　ふたりで皆みなを納なつ得とくさせる友達の定義を考えてみないか？」

「素晴らしい提案だ！　いつまででも付き合おうではないか！」

　こうして、友達いない女剣士と友達いない眼帯少女は熱い議論を交かわしながら学校へと歩いていったのだった。

「あのふたり、友達出来たんですね。まあ、当の本人達は隣となりにいるのが自分の友達だってことに気づいてなさそうですが」

　木の陰かげに腰こし掛かけてエマと静香をぼんやり見ていた花子が言った。

「…………」

　聖悟は木に身を隠かくしながら女子高生の登校風景を見守っていた。

「さてと、学校も作りましたし、制服を着た女子高生も出来たわけです。聖悟さんも満足したでしょ？」

　花子が聞いても聖悟はなにも言わずにセーラー服の女子高生ふたりを見ていた。

「さあ、これからはお待ちかねの異世界ファンタジーですよ！　まずはベルザスカの冒ぼう険けん者しやギルドで冒険者登録しましょう！　登録の時はステータスのチェックでバグったような数字をたたき出して、まあまあ美人な受うけ付つけ嬢じようの度ど肝ぎもを抜ぬいてやりましょうや。んで、因縁をつけてきた小物の冒険者に格の違いを見せつけてから最初のクエストである薬草採取に向かいましょう！　そうそう、薬草採取のクエストのときはたまたまオークキングとエンカウントして、ほどよく苦戦しつつも勝利するのを忘れちゃダメですよ。クエストからの帰り道では盗とう賊ぞくに襲われている馬車に出くわしましょうか。盗賊をやっつければ馬車に乗ってる変わり者だけど実は有力な貴族に気に入られますから、後々の成り上がりのためにも面倒くさがらずにちゃんと応対してくださいね。もちろん、馬車を護衛していた女騎き士しともフラグが……いや、待て、女騎士はまずいですね。女剣士のエマさんとキャラがかぶってしまいますな。そうなるとここは武装メイドというルートで……」

　花子は攻こう略りやく本ぼんでも読み上げるかのように今後の展望を語っていた。

　だが、聖悟は全く聞いていなかった。

「……浮いてる」

　聖悟は一言、そう言った。

「浮いてる？　なにがです？」

　突然変なことを言い出した聖悟に花子が尋ねた。

「あのふたりだ」

　聖悟が示したのはセーラー服を着たエマと静香だった。

「そりゃそうでしょ。ＲＰＧの最初の村みたいなところにセーラー服の女子高生がいるんですから。っていうか、エマさんはセーラー服着てても防具と剣けんはそのまんまなんですね」

　花子の視線の先にはセーラー服の上から防具と剣を装備している女剣士の姿があった。

「女子高生が浮いてしまうことなんてあってはならない」

　聖悟の顔は真剣そのものだった。

「いやいや、どうしたって浮いちゃいますって。女子高生なんてこの世界にはふたりしかいないんですから」

　花子はかぶりを振った。

「そうだ。やはりふたりだけでは不十分なんだ。一クラスの人数は四十人くらいが自然だろうな。学年は当然三つとして、一学年あたりのクラス数は四つくらいか」

　聖悟が言った。

「いやいやいやいや、なに言ってんですか。それじゃ全部で四百八十人も女子高生がいることになるじゃないですか」

　神パッドのそろばんアプリで計算した花子はめまいを覚えた。

「それは学校ひとつあたりの人数だな。この世界の人口は分からないが、少なく見積もっても五万くらいは学校を作ることになるだろう」

「いやいやいやいやいやいや、いまの時点でも世界観が大分迷子になってるんですよ。それなのにまだやるってんですか……」

　そう言いはしたものの、返ってくる答えなど花子にはとっくに分かっていた。

「日常はまだまだ始まったばかりなんだよ」

　異世界からやってきた最強の始末屋、常つね守もり聖悟は笑っていた。

　優しさに満ちた、ゆるくて楽しい世界を思い描きながら。
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あとがき







　エンタメの創作における常じよう套とう手しゆ段だんに「設定を極きよく端たんにする」というのがあります。

　また、「異世界もの」というのは（基本的に）最後は異世界に平和をもたらして終わります。ならば異世界に「極端な平和」をもたらす話というのはどうだろう。新作の企画を考えていたとき、私はそんなアイデアを閃きました。

　ここまで来たものの私は壁にぶち当たります。

　はて、「極端な平和」とはなんぞや？

　その答えは動画配信サイトにありました。私が毎週欠かさずチェックしている日常系アニメの世界こそ、「極端な平和」を実現した世界だったのです。

　こうして、「日常系アニメが大好きな主人公が異世界の地で日常系アニメのようなゆるい世界を実現しようとする話」が生まれました。そこから先は色々なことがありました。

　昨年の春には企画書の修正が終わり、編集部のゴーサインも出て、いよいよ原稿の執筆に入りました。

　夏には家の中に馬鹿デカい蜂はちの巣が見つかったので、慌てて業者を呼んで駆く除じよしてもらいました。業者さんによるとそのシーズンで最大のサイズだったそうです。

　秋には調子に乗って月間百五十キロペースでランニングをしていたら、左のふくらはぎが肉離れしました。全治一ヶ月のケガというのは人生で初めての経験でした。

　そうして、冬が終わる頃になってイラストレーターさんが決まり、こうして新作を上梓することが出来ました。

　蜂の駆除も肉離れも今となってはいい思い出です。……あとがきを日記帳代わりにするのはこれくらいにしておいて、謝辞に入ろうと思います。

　イラストを担当していただいたごれ先生にはカバーイラストでアイアンクローを極めて欲しい、という業界でもそうはないであろう注文に対応していただきました。ありがとうございます。

　担当編集者様には様々な場面で的確なアドバイスをしていただきました。いつもありがとうございます。今度からは終電ギリギリまで電話で打ち合わせをしないといけなくなるような事態にならないよう気をつけます。

　なにはともあれ、この「剣と魔法とセーラー服　～ときどき女神にアイアンクロー～」を楽しんでいただければ幸いです。
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